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ことの終わり




　あとがき～小林めぐみ

　あとがき～ひさいちよしき









　ことの始まり







　ルミニタと出会ったのは、夏げ至し祭さいの前後だったと思う。

　彼女が遠くからドブラエ公こう爵しやくの屋や敷しきに引き取られてきたことは知っていたが、ゼフィッツイには夏至祭の前後は使用人が故こ郷きように帰る習慣があり、彼女に尋たずねてみた。家には帰らないのかと。

　彼女はちょっと困ったように笑い、

「だって、遠いから」

　そう答えた。

　家に帰りたいと思わないのかと更さらに追及してみた。なぜそんなことを聞いてしまったのか分からなかった。もしかしたら彼女に帰ってほしくなくて、それで逆に尋ねてしまったのかもしれない。

　すると、ルミニタは少し遠い目をして、

「うん、そうね。できればね」

　そう答えた。それから急に、顔を輝かがやかせて、

「あのね、ウィル、私ね、一いつ生しよう懸けん命めい働いて、借金を全部返して、もうちょっと働いてお金貯ためたら、家に帰りたいの」

　はにかんだ笑顔で、頰ほおをうっすらと赤らめながら言う。

「小さな妹や弟たちに、きれいな服を買ってあげて、学校にも通わせてあげるだけのお金を貯めて。そしたら家に帰るの。

　帰るときは靴を買うの。私の靴。もう決めてあるのよ、どこで買うか。それを履はいて家帰るわ。私帰ってきたのよ、ゼフィッツイから帰ってきたのって、そう言えるよう、靴を買うの。そうでもしなくちゃ、みんな信じてくれないもの……」

　興こう奮ふんして喋しやべっていたルミニタが、だんだん意い気き消しよう沈ちんしていくのが分かった。声も小さくなった。そして、

「……帰りたい」

　ぽつりと呟くつぶやいた。

「帰りたい、おうちに」

　気き丈じような彼女は泣くことこそしなかったが、心の中では泣いていたのだろう。その言葉に秘められた想おもいすべてを悟さとることは、ウィルにはできなかったが。

（帰りたい……）

　彼女はうちに帰りたがっていた。そう、キリワスの家へ。

　彼女を待つ人々がいるところへ。







　１　エテメンキ







　とても寝ね苦ぐるしかった。

　何度も寝返りを打ち、眠ねむいのに暑あつくて眠れない。首筋から背中にかけて、じっとりと汗あせをかいているのが分かる。

　いつまでも終わらない睡すい魔まと暑さの戦いにしびれを切らし、うっすらと瞼まぶたを開く。

　そこに。

（ヒヒヒ）

　首がある。

　辺あたりは真まっ暗くらで、自分の爪つま先さきさえ見えないほど濃のう密みつな闇やみに閉ざされているのに、その生なま首くびだけがはっきりと見える。

　地面にちょこんと置かれたような──或あるいは地面から生はえているような、人の生首。そいつは乱らん杭ぐい歯ばを剝むき出しにして、彼を見て笑っていた。

（ヒヒヒ）

　そいつが笑うたび、すっぱりと切られた喉のどの切り口がひくひくと震ふるえる。

　見たことのない男だった。ざんばらの髪かみは黒にも金にも見え、目は白しろ目めばかりがやけに多かった。

　笑うごとに口くち端はしが裂さけ、だらだらと血が流れる。だが、そいつはそんなことはおかまいしに、低い声で笑い続ける。正気でないのは確かだった。

（ヒヒヒ）

（ヒヒヒヒ……）

　すっ、と首が動き出す。氷上を滑すべるように、音も立てず、揺ゆれもせず、なめらかに動く。

　首はぐるぐると彼の周りを滑った。笑い声が四方から聞こえ、頭がおかしくなってくる。

（ああ）

（これは、悪あく魔まだ）

　ぼんやりと思う。

　彼を惑まどわす為ために現れた悪魔。その証しよう拠こに、笑い声に混じって、隠いん微びな囁ささやきが聞こえる。

（あれはどこだい）

（あれを見たんだろう）

（あれはどこ）

　囁きは暑さで溶とけかかっている脳の中にすっと入り込み、全身を浸しん食しよくしていく。

　あれはどこ──あれを見たんだろう。

「……見た……」

　呻うめくように声を洩もらす。暑さのせいで喉がからからに渇かわいている。声を出すのが痛い。

　そう、確かに自分は見た。あれを。

（あれはどこにある）

（言ってしまえよ。言えば涼すずしいところに連れてってやるよ）

（ここはとても暑い。いつまでも眠れないだろ）

　そうだ。頭の中で頷うなずく。ここはとても暑い。眠らせてほしい。

（涼しいところに連れてってやるよ）

（あれはどこだ）

「あれは……」

　答えようとして、ふと気づく。

　あれは、どこだろう？




　眠りの中で唸うなっている少年を見下ろし、ジラは舌した打うちした。

「ちっ、駄だ目めか」

「なかなか強ごう情じような子供です」

　隣となりで香こうを調合していた彼の部下も呟つぶやいた。下がり目に吊つり眉まゆの瘦やせた顔をジラに向け、

「この少年は本当に知っているのでしょうか、司し祭さい」

「知ってるはずさ」

　ジラは答えながら立ち上がった。膝ひざの埃ほこりを払はらい、

「知らなけりゃ、奴やつらがこいつをウラドーに連れてきた理由はねえ。奴らの狙ねらいなんざあネズミでも分かるこったが、とんだ親子愛だよな」

　喉のどを震ふるわすように笑うジラ。

　彼らは今、ウラドー地方で唯ゆい一いつ外国船が入ってくる港デンギから、十数キロ離はなれたブラダ山の麓ふもとの町にいた。といっても町の中にいるのではなく、町から少し離れた農のう家かの廃はい屋おくいるのだが。

　デンギの港でウィル・ゴーダをさらい、追つい跡せきの手をかわしながら以前から用意しておいたこの家に入って、丸一日。それでも彼らは欲しいものを手に入れてなかった。

　欲しいもの──ウィル・ゴーダだけが知っているはずの、シノン文明の秘ひ宝ほうの在あり処かだ。

「外を見てくる」

「続けますか」

「いや、一時休きゆう憩けいだ。礼れい拝はいの時間が近いぞ」

　ジラはそう言い渡すと、外れかかったドアを開けた。カッと視界に光が飽ほう和わし、真っ白になって一いつ瞬しゆんなにも見えなくなる。そして徐じよ々じよに色しき彩さいが戻もどる。

　太陽は真上にあった。強きよう烈れつな太陽光が剝むき出しの手の甲と頰ほおに当たり、ちりちりと痛い。ジラは黒こく曜よう石せきの目を細め、悪態をついた。このくらいの光には慣れている。彼らの故こ郷きようダハーブの沙さ漠ばくの日差しの方が、もっと熱く、直じかに光を浴びると針を刺さされるような鋭するどい痛みがあるものだ。

　ダハーブでは、頭から爪つま先さきまで全身をすっぽりと覆おおい隠かくす白い服を着て、日差しを遮しや断だんする。しかし、ウラドーではそういった習慣はなかった。日差しは家にこもってさけるのが一いつ般ぱん的てきなのだ。

　よもや人目を忍しのぶ立場で、沙漠の民族衣い装しようを着るわけにはいかない。ジラはシャツに膝ひざ丈たけのズボンという格かつ好こうで、歩き出した。

（くそっ、ここの奴らは怠なまけ者ものばかりだ。日差しにかこつけて、さぼってるだけだ）

　心の中で悪態をつきながら、家の目の前に広がるオリーブ畑の中を歩く。

　小高いオリーブの木は、深緑に白っぽい粉をかけたような、細長い葉を茂しげらせていた。まだ実は小さく青い。秋になればたわわになることだろう。

　そして、足下には白っぽい灰はいが積もっている。ブラダ山の火山灰だ。オリーブには積もっていないところをみると、土地の所有者が灰取りをしたのだろう。

　ジラはオリーブの木々の合あい間まに見える、不格好なブラダ山を仰あおいだ。

　今は小しよう康こう状態だが、いつまた灰が降ってくるか分からない。そうすればオリーブ畑は灰払はらいの作業でにぎやかになる。それは隠かくれ忍しのんでいるジラたちにはひどく不都合なことだ。

　早いうちに決着をつけなければ──ジラは焦あせりを感じたが、だが、こればかりはどうにもならなかった。次の手を打つには、ウィルの証言が必要なのだ。

　林の中に張ってある罠わなを確かめる。異常はない。奇き蹟せきハンターはうまく撒まけたようだ。

（奇蹟ハンターなどたわいねえ。この宝たから探さがしに乗り遅おくれた分、奴やつらにゃ最初っから不利だったのさ）

　ジラは嘲あざ笑わらった。奇蹟ハンターは運良くキーたるウィル・ゴーダを懐かい柔じゆうしたが、最後で油断をした。彼らサマドが近くにいることを分かっていながら、みすみすウィル・ゴーダをさらわれた。

（安心しな。俺おれたちの目的はほぼ同じだ。おまえらの役目は俺たちがやってやるよ）

　だが、肝かん心じんのウィル・ゴーダがなかなか口を割らず、手こずっているのは事実だった。催さい眠みん術じゆつと拷ごう問もんをミックスした尋じん問もんを行っているが、うまくいかない。呪じゆ術じゆつをかけられ、記き憶おくが封ふうじられているようだ。

（まあ、それも時間の問題だ。サマドに破れん封印なんかねえ）

　一通り罠を点てん検けんし終えたジラは、仲間が待つ廃はい屋おくに戻もどろうとしたが、オリーブの木の根元に不ふ審しんな足あし跡あとを見つけ、目を鋭するどく細めた。

　畑に積もる灰には、無数の入り乱れた足跡がついている。畑の労働者たちがつけた足跡だ。灰が積もってからもう数日経たつというので、かなりの数である。

　だが、茫ぼう漠ばくたる沙さ漠ばくで生まれ育ったジラの目には、足跡の中に明らかに小こ作さく人にん以外のものがあるのに気がついた。

　目印のない、単調な砂さ丘きゆうが幾いく重えも連なる沙漠では、生物の足跡は貴き重ちような道しるべである。彼らは子供のときから足跡を読むことを覚え込まされている。ラクダの足跡、スカラベの足跡、鳥の足跡、そして人間の足跡。

　不審な足跡の前に屈かがみ込む。ここら辺へんの小作人たちと同じ、革と布ぬのの靴跡だ。だが、歩き方が違ちがう。

（左が重い。銃じゆう……いや、剣けんか？　二十代前半ってとこだな。へっ、こんなに急いで逃にげなくてもいいじゃねえか）

　ジラは足跡が逃げていった方角を睨にらんだ。町の方だ。敵は奇蹟ハンターだけではなかったので、すぐに相手の見当はついた。

「……まだまだ隠れんぼを続けるつもりかい、トリックよ」

　そう呟くと、ジラはニイッと口くち端はしを吊つり上げた。

「いいぜ、あんたがその気なら。その代わり、あんたの大だい事じな息むす子こがどうなっても知らねえからな」




　瞼まぶたをうっすらと開くと、目の前に自分を覗のぞき込む若い男の顔があった。

　薄うす暗ぐらい部へ屋やの中、浅黒い肌はだの男の目は、小さな灯ともし火びを映して爛らん々らんと光っていた。狼おおかみを思わせる野性的な顔には、信用のおけない笑みが浮うかんでいる。

　そのまなざしにウィルは見覚えがあった。

「……サマドの、ジラ」

　掠かすれた声で呟つぶやく。喉のどが渇かわききっていて、声がろくに出ない。

　ジラは歯を見せて笑うと、背後を見て、

「王子さまのお目覚めだ」

　誰だれかに向かって嘲あざ笑わらう。彼の仲間──つまりサマドの人間がほかにもいるのだろう。

　ジラが向き直り、手を伸のばしてきた。髪かみを鷲わし摑づかみにされ、ウィルは呻うめいた。

「ちゃんと感覚はあるな？　頭の方はまだまだみてえだがよ」

「…………」

　頭ががんがんと痛み、考えをまとめることができない。ここはどこか、なぜジラが目の前にいるのか、自分はなにをしていたのか。いろいろと疑問は浮かぶが、答えを導き出すことができない。疑問を疑問として考え続けることさえ苦痛だ。

　自分は眠ねむいのだ。それだけがはっきりしたこと。眠いのに眠れない。それはなぜだ？

　ジラが顔を近づけてきた。つん、と嫌いやな、強きよう烈れつに甘あまんだるい臭においがする。

「王子さま、ご教授願いますかね。あれはどこだ？」

「……あれ、って……？」

「王子さまだけが知っている秘密の暗号だよ。おまえは見たんだ。あのとき、爆ばく発はつの中で」

「ばくはつ……」

　ウィルはオウム返しに呟いた。爆発とはなんのことだろう。

　眠さのあまり、強烈な吐はき気を催もよおしてくる。だが、それもまた、吐きたいのに吐けない空くう虚きよな衝しよう動どうだった。

　ジラが舌した打うちした。彼はひどく苛いら立だっているようだった。自分に対して苛立っているのは分かる。だが、自分が彼になにをすればいいのか分からない。

　胸ぐらを摑まれ、強ごう引いんに体を起こされる。だが、自分の体が起きたという感かん触しよくはなかった。全身から力が抜ぬけ、頭から下は砂を詰つめた袋ふくろのようだ。

「おい、遊びの時間はおしまいだ。おまえは知っているはずだ、首くび飾かざりが五本揃そろったとき、世界がおまえの前に開く。あの女はおまえの前に世界を開いたんだ。知らないとは言わせねえぜ」

「…………」

　ウィルはぼんやりと、ジラの口の中を見つめた。

　なぜ彼はあの乱らん杭ぐい歯ばの男と同じことを聞くのだろう。もう話したのだからそちらから聞けばいいのに。

「……は……」

「なんだと？」

　ジラが口に耳を寄せる。ウィルは残り少ない体力を使って、喋しやべった。

「首飾り、は、四本……五本、ない」

「噓うそを言うなよ、王子さま」

　嘲笑って言い返すジラ。

「世界は開いたんだ。だから、奴やつらはウラドーに来た。おまえが奴らに教えたんだよ、おまえ以外に秘ひ宝ほうの在処ありかを知る奴はいねえんだから」

「……ウラドー……」

　ウラドー。その響ひびきに答えるように、なにかが脳裏にフラッシュバックした。

　虹にじ色いろの光が目の奥おくでチカチカする。黒くろ蛇へびのうねり。銀色のアーモンドアイズ。そして、金色の瞳ひとみ。

　ヴィヴィアン。

「エテメンキはどこだ」

「巨人の、腕エテメンキ……？」

　すうっと、意識が砂に吸すい込まれるように溶とけていく。思考能力が消えていく。

「ちっ、駄だ目めか」

　胸元を解放され、ウィルは再びどさりと床に横たわった。さっきまでは蒸むし暑あつかった土が、とても冷たく心ここ地ちよく頰ほおに感じた。

「よく聞けよ、王子さま」

　ジラが彼の上に屈かがみ込む。シャツの合わせから中が見えたが、彼はこの暑いのに胸を布ぬのできっちりと巻き、素す肌はだを覆おおい隠かくしていた。まるで女がさらしで胸を隠しているようだ。

　ジラはウィルの額を優やさしく撫なでながら、女のように唇くちびるを尖とがらせて、

「おまえはエテメンキの隠かくし場所を知っているのよ。それを思い出さないかぎり、おまえの頭痛は続くわ。そして、安らかに眠ねむることはできない。眠りたかったらエテメンキの在処を思い出すのね」

　女の声で囁ささやく。

　こいつは本当に男なんだろうか、本当は女なんだろうか。ウィルはぼんやりと、ジラの胸元を見つめた。




　ゼフィッツイ市の中央たるサンパリス広場から、わずか二ブロック行ったところ、古い門へと至る通りに、今やときの人となったドブラエ公こう爵しやくの別宅は面している。五階建ての建物は中庭を囲む造つくりの為ため、通りに面した壁かべは平面的で威い圧あつ的てきだ。蔦つたや鳥の美しい飾かざりを施ほどこされた窓がずらりと並ならんでいるが、隠れる場所がないのは変わりない。

　マギーは路ろ地じから監かん視ししようと提案したが、バズはそれだけはかたくなに拒きよ絶ぜつした。なんといっても先日彼を川に突つき落とし、マギーを拷ごう問もんにかけた奴やつらが、トリック・ゴーダの回まわし者ものであり、そのトリックがドブラエ公爵とつるんでいると聞かされては、相当用心しなくてはならない。

「もう、バズは臆おく病びようなんだから！」

　そうマギーは文句をつけたが、彼女とて、また殴なぐられるのはご免めんだった。

　というわけで、二人は今、ドブラエ公爵家を見下ろす、向かいのアパートの屋根の上にいた。そこにどうやって登ったか、バズは二度と思い出したくなかった。そして、棟むねに摑つかまり、下も満足に見られない現状も、悪あく夢むとしか考えられなかった。

「ま、まぎいい」

　バズのいる中央の棟からさらに軒のきの方、四角い煉れん瓦がの煙えん突とつに身をくっつけているマギーを呼ぶ。

　彼女は公爵の屋や敷しきを食い入るように凝ぎよう視ししたまま、

「なによ、今忙いそがしいのよっ」

「ねえ、もう帰ろうよお。日が暮くれるよお。夜になったら、ここ危ないよお」

　へっぴり腰ごしでバズは訴うつたえる。彼の言葉通り、すでに西の空はオレンジ色に染そまり、大きな太陽が大気の熱に揺ゆらめきながら、街まちの中へと沈しずんでいこうとしていた。

　マギーはキッとバズを睨にらんで、

「だって、怪あやしい男が屋敷の中に入ってったのよ？　あれが何者か突つき止めなくちゃ！」

「でもお、もうそうやって、怪しい人が三十二人も出入りしてるじゃないか」

　バズは情けなさそうに口を歪ゆがめて言い返した。

　そう、武器商人の親おや玉だまがドブラエ公爵だと知り、トリックが接せつ触しよくしてくるのではないかと考えて、公爵を監かん視ししよう──としたところまではよかったが、さすがに時代の先せん端たんを行く男の周辺は、現在、大変賑やかだった。屋敷にはひっきりなしに人が出入りし、その人物も分かるだけで、貴族、軍人、教会関係者、商人と、多た岐きに渡っていた。皆血相を変えて、或あるいは卑ひ屈くつな笑みを浮うかべて屋敷の中に入っていく。こうなると監視もまったく意味がない。

（やっぱり戦争が起こるのかな……）

　バズは不安を抱いだきながらも、一方ではまるで現実感がなかった。

（だって、この間まではそんな話、まったくなかったのに……）

　にわかすぎる戦争論だ。ほんの十日前までは、にぎやかで、貧困も確たる現実としてはびこっていたけれど、平和な日々の暮らしが続いていたのだ。なのに、一人の人生が一変するならともかく、世界中の情勢が一変するようなことが、たった十日間で進められているのが不思議でならなかった。

（これが戦争ってもんなのかな……ぼくたち庶しよ民みんにはまったく知らされてなかっただけで、上の人たちの間ではずっと前からそんな雲行きだったのかな）

　考えたところで一いつ介かいの庶民でしかないバズに、答えが出るはずもなかった。貴族との付き合いも深いウィルがいれば、なにがしかの情報を持っていたかもしれないが。

　なんにせよ、この途と切ぎれることのない来客を見る限り、今回の騒さわぎの中心であり、牽けん引いんしているのはドブラエ公爵に間ま違ちがいないようだった。

（レディ・シンシアはどう振ふる舞まってるんだろう。ドブラエ公爵に対たい抗こうするのかな。それとも同調する？）

　あのシンシアが他人に追つい従じゆうするとは思えなかった。かといって、真まっ向こうから戦うというのもなんだかそぐわない。

（レディ・シンシアの動きでどうなるかが決まると思うんだけど……）

　それは分かっているのだが、ここにいてはまったく情報は入ってこない。もし、自分たちが相手の顔を判断できるぐらいの知識を持っていれば違ったのだろうが、今のところ、ここで見張っていても、ほとんど役に立つ情報は得ることができなかった。

　というわけで、高所恐きよう怖ふ症しようのバズとしては、無意味にこんな屋根の上に何時間も居い座すわるよりも、やはりアシュレイ家に戻もどってメイベルに話を聞いた方がよっぽど有益なのではないかと判断し、マギーに帰ろうと呼びかけているのだ。しかしながら、当然のごとくバズの提案を素直に聞くマギーではない。

　マギーは吹ふき始めた夕方の風にショールを押おさえながら、腰こしに手を当て、傲ごう然ぜんと、

「バズ、言っておくけど、あたしたちには帰るとこなんかないんだからねっ。アパートは壊こわれちゃったし、シンシアお嬢じようさまはあたしたちを利用しようとしてるし！」

「だから、アシュレイ家に戻ろうってば」

「メイベル・アシュレイだって、本当はなにを企たくらんでるか分からないじゃないっ。あたしたちはあたしたちの力だけでやるしかないんだわ。大人おとななんて当てにならないわよっ」

　きっぱり断言するマギー。その勢いに負けて、バズはもごもごと、

「それはそうだけど……でも、こうしてても埒らちがあかないと思うし……」

「あっ、また来たわ！　今度は女よ、若い女！　おばさんも付いてるけど！」

　バズの言葉など聞く耳持たず、マギーは屋敷の玄げん関かんを指して喚わめく。バズはがっくりとして、棟むねにしがみついたままため息をついた。一本気なマギーがこうと決めたら、バズがなにをどう言っても無む駄だなのは分かっている。彼女の気が変わるまで待つしかないのだ。例たとえば公爵が家を出るとか、腹が無む性しように減へって我が慢まんできなくなるとか。

　ゆらゆらと輪りん郭かくをぼやけさせている太陽を眺ながめる。

（……そういえば、エドはどうしたのかな）

　マギーが目覚めた日にラズボーン家で別れてから、音おと沙さ汰たがない。エドが消えるのはいつものことだが、こんなときだからこそ自分たちと一いつ緒しよにいてほしい。

　誰だれも信じられない今、エドだけはなにがあっても自分たちの味方だ。味方のはずだと思いたい。

（ウィルを追って、船に乗ってゼフィッツイから出ていっちゃったのかなあ。それとも、レディ・シンシアになにか頼たのまれて……!?）

「うわっ!?」

　急に腰こしの辺あたりを摑まれ、バズは仰ぎよう天てんして悲鳴を上げた。ぐいっとそのまま強ごう引いんに持ち上げられ、あたふたと四し肢しをばたつかせる。

「バズ？」

　振ふり返るマギーの表情が硬こう直ちよくする。バズは首を捻ひねって自分を持ち上げた相手を見た。

　そこにいたのはあの女だった。昨日ヤクッツリア埠ふ頭とうでマギーに平手打ちを何度も食らわせた、大おお柄がらの女。

（見つかった！）

　あのときと同じ、石の笑顔を貼はりつけ、バズを見下ろしている。無機質なまなざし。なんの感情も窺うかがえない、不自然な笑顔にバズは慄りつ然ぜんとした。
















（この人はこの笑顔のまま、人を拷ごう問もんにかけ、殺すこともできるんだ）

　一ひと抱かかえもある腕うでがグッと鳩みぞ尾おちを絞しめつけ、バズは息が詰つまった。

「あれはどこなの？」

　優やさしい声こわ色いろ。男並なみの巨きよ体たいとそぐわない、操あやつり人形の表情とそぐわない、慈じ愛あいの声。そして、ギリギリと胴どうを絞めつけてくる。

　バズは呻うめいた。まるで巨大な蛇へびに絞めつけられているようだ。全身から汗あせが吹ふき出る。肺が絞めつけられ、呼吸ができない。苦しい。

「あれはどこ？　あれを見たはず。エテメンキはどこ？」

「エテ……」

「バズを離はなしなさいよ！」

　マギーが女に飛びかかってきた。女は片方の手でバズをしっかり摑つかんだまま、もう一方の手を振ふるった。

　殴なぐられたマギーの体が軽々と吹ふき飛び、屋根の上を転ころがる。が、うまく煙えん突とつに引っかかると、すぐさま再び女に向かって突とつ進しんしてきた。必死の表情だった。

「マ、マギー……っ」

　逃にげて。バズはそう言おうとしたが、声が出なかった。

　女は再び腕うでを振り上げたが、さすがにマギーも二度は同じ攻こう撃げきを食らわなかった。不ぶ器き用ように、かろうじて身を屈かがめてその腕をよけ、女のふところに飛び込んでくる。

　バズの鼻先と触ふれるくらいに接せつ近きんしたマギーが、両腕を振り上げる。

　その手に握にぎられているもの──小さなナイフ。

　銀色の刃やいばが夕日を反射して、バズの目を射た。

（マギー！）

　マギーが渾こん身しんの力で女の腕にナイフを突つき刺さす！

「ひっ！」

　女が引きつった悲鳴を上げた。初めて聞く、女の素すの声だった。

　女はバズを放ほうり出して、ナイフが突き刺さったままの腕を押おさえた。放り出されたバズは屋や根ね瓦がわらに叩たたきつけられ、そのまま滑すべり落ちた。

「バズ！」

　とっさにマギーがバズの腕を摑んだ。が、勢い止やまず、マギーも倒たおれてそのまま二人で屋根を滑り落ちる。

　がくん、と庇ひさしからバズの体が半分ずり落ちた。そこで滑かつ走そうが止まる。

「ま、まぎい」

　バズは自分の腕を摑むマギーを仰いだ。彼女は片手で煙突にしがみつき、懸けん命めいにバズを引っ張っていた。

「ばかバズ！　喋しやべってないで上がってきなさいよ！」

「う、うん」

　バズは必死に樋といに手を伸のばし、体を屋根の上に持ち上げる。絞しめられていたせいか、腹筋に力がうまく入らず、自分の体が酷ひどく重く感じられた。

　ようやく体をすべて屋根に乗せたところで、ぎょっとバズは目を瞠みはった。

　女がそこにいる。

　女がマギーの後ろに立ち、彼女を摑もうとしている。ナイフを刺されたときの素の感情は、もう消えていた。鉄の表情。虚構で塗ぬられた笑顔。マギーは気づいていない。バズを支えるのに必死で、気づいていない！

「マギー、うしろ！」

　叫さけぶなり、バズはこれまでの十二年の短い人生の中で、最大にして最速の瞬しゆん発ぱつ力りよくを発はつ揮きし、マギーに飛びかかった。

「えっ？」

　目を白黒させるマギーを抱だきしめ、女に体当たりするように煙突にしがみつく。女の腕がうなじを掠かするのを感じ、背筋が冷たいものが走った。

「おっ……」

　二人分の子供の体をぶつけられた女は、さすがにバランスを崩くずした。巨きよ体たいがゆっくりと──異様なほどゆっくりと前に傾かしぐと、そのまま屋根の上でとんぼを切り、瓦を派手に割って滑り落ちた。

　軒のきからがくんと巨体が落ちて消える。

「あっ！」

「きゃっ！」

　バズとマギーは抱だき合ったまま、揃そろって悲鳴を上げた。

「お……落ちた？」

　震ふるえる声でマギーが尋たずねる。バズは声も出ず、顔面を蒼そう白はくにしていたが、屋根の端はしに大きな指がかかっているのに気づき、

「まだ摑つかまってる！」

　とっさにバズは飛び出し、指五本で辛かろうじて屋根にくっついている女に駆かけ寄った──実際はおっかなびっくり、這はい寄ったのだが。

　軒から下を覗のぞき込む。公こう爵しやく家けと同じ高さの六階のアパートの屋根は、貧血を起こしそうなほど高かった。下の通りを歩く人が小指の爪つめほどもない。バズはくらりと目め眩まいを覚えたが、女が指だけでぶら下がり、それ以上まったく手も足も出ない状態にあると気づき、慌あわてて、

「大だい丈じよう夫ぶですか？　今助けます！」

　そう叫ぶと、女の一ひと抱かかえはある腕を摑んだ。とても筋肉の張った腕だった。ぴくぴくと痙けい攣れんしているのが分かる。

「…………」

　女がバズを仰あおいだ。やはり笑っていた。そこで初めて、彼女の無表情だと思われた顔がなにを表しているのか、悟さとった。

（なにをやっているの）

　なにをやっている──そう言っているのだ。

　昨日も、さっきも、「なにをやっている」、張りついた笑顔はそう問いかけていたのだ。

　バズは困こん惑わくした。昨日のは脅きよう迫はくだ。だが、今「なにをしているの」と問いかけられても、「あなたを助けようとしている」としか答えられない。

　女は助けられるのを拒きよ否ひしているのだろうか。

「バズ！　そんな女助けることないわ！　殺されちゃう！」

　マギーが裏返った声で叫ぶ。そうかもしれない。だが、バズは手を離はなすことができなかった。自分がこのあとどうなるかより、このままでは女は落ちてしまう、そのことしか考えられなかった。

　バズは顔を真まっ赤かにして、渾身の力を込こめて腕を引っ張った。女の指はねじで固定された金かな物もののように、しっかりと屋根を摑んでいた。だから、引きずり込まれることはないが、まるで教会の塔とうにある釣つり鐘がねのように彼女は重かった。持ち上げようとしてもびくとも動かない。

「マギー！　縄なわ、縄を持ってきて！」

「そんなものどこにあるのよ！」

「捜さがしてきて！」

「もう！　お人好し！」

　マギーが泣きそうな声で言い返す。だが、了りよう承しようだ。バズはホッとした。

「大丈夫ですか！　今、縄を──」

　そう女に声をかけたバズは、顔を強こわばらせた。

　女がニイッと、口の端はしを高く吊つり上げた。それでも笑っている表情には見えなかった。

　その表情がなんなのか考えるいとまも与えず、女が屋根にかけていた指を離はなした。

「あっ」

　腕を摑つかんだまま、バズも落下に引きずり込まれる。

　手を離そうという思考は働かなかった。手を離しちゃいけないという思考も働かなかった。ただ摑んだままだった。

　胸が屋根のきわから乗り出したところで、腰こしがぐいっと引っ張られ、その弾はずみでバズはようやく手を離した。

　女が落下していく。ヒュウウウウという風を切る小さな音。バズは瞠どう目もくした。

　女が小さくなり、通りとの焦しよう点てんが合う。女が路面に激げき突とつするのが分かった。音は聞こえなかった。聞きたくなかっただけかもしれない。続いて通行人の悲鳴。

「バズ、なにやってるの！」

　悲鳴の内容を聞き分ける前に、マギーの声が遮さえぎった。振ふり返ると、マギーが目をつり上げ、彼のズボンの腰を摑んでいる。

「ばかバズ、手を離さなかったら一いつ緒しよに落ちちゃうでしょ！　しっかりしなさいよ！」

「ぼく──」

　なにか言おうと口を開くが、続きが出てこない。

　マギーが苛いら立だたしそうに口を歪ゆがめると、腰をさらに引っ張り、強ごう引いんにバズを起き上がらせた。そして、両手で彼の頰ほおを挟み、目線を合わせて、

「いい、あの女は自分から落ちたの！　バズが気にすることないの！　どっちかっていうと、あの女、バズを道連れにしようとしたんだから！　手を離して正解だったの、分かった？」

「…………」

　バズは声が出なかった。だが、言い聞かせるように激はげしい剣けん幕まくで語るマギーの唇くちびるが震ふるえ、血の気が失せているのを見て、彼女も怯おびえているのだと気づく。

　彼女も人が目の前で落ちたことに動どう揺ようしているのだ。バズを脅おどし、宥なだめ、言い含ふくめて、肯がえんじさせることで、彼女自身も納なつ得とくしたいのだ。

　自分たちは間ま違ちがっていない。女が落ちたのは自分たちに責任はない──と。

　バズはそれを漠ばく然ぜんと悟さとった。理論的に判断を下したわけではなく、第六感の警告だった。自分がしっかりしなければ、マギーもパニックを起こし、二人で収しゆう拾しゆうがつかない状態に陥おちいるに違いない。自分たちはどちらかがどちらかを支えることはできない。ウィルとは違う。ウィルのように強くはなれない。互たがいに支え合わなければならないのだ。

（しっかり……しっかりしないと）

　バズは怖おじける心で自分を叱しつ咤たした。地上から吹ふき上げる強い風に身を強こわばらせ、ぎくしゃくと不自然な動きながらも、二度、頷うなずく。

　マギーはバズが頷いたのを見ると、ようやく手を離した。いったん下を向いて気持ちを入れ替かえるように大きく息をつく。そして、キッと更さらにきついまなざしで顔を上げると、

「分かったなら、帰るわよっ」

「ど、どこへ？」

「アシュレイ家に決まってるでしょう？　バズがそう言ったんだから。今日のところは引き揚あげるわ、ここはもう公こう爵しやくに発見されちゃったし、逃にげなくちゃ」

「……そうだね」

　バズはぽつりと呟つぶやいた。

　太陽は今まさに、街まちの彼方かなたに沈しずもうとしていた。







　２　女じよ帝ていは沈ちん黙もくする







　アシュレイ家に戻もどると、若当主の男だん装そうの麗れい人じん、メイベル・アシュレイはすでに王宮から帰宅していて、二人が戻ってくるのを私室で待ちかまえていた。

　当とうのマギーとバズは屋や敷しきを脱だつ走そうしたことも忘れて玄げん関かんから入り、あまつさえ奥おくから走って出てきたブルーノに憂ゆう鬱うつな声で「ただいま」などと言ってしまうほど、意い気き消しよう沈ちんしていた。血相を変えて現れたブルーノも、これには出鼻を挫くじかれたようで、小こ言ごとの一つもなく、メイベルの私室へと二人を連れていったのである。

　メイベルの私室はとてもうら若い女性の部へ屋やとは思えないほど、飾かざり気けも素そっ気けもなかった。古こ色しよく蒼そう然ぜんとした重たいカーテン、物置きとしての機能以外なにもないテーブル、どっしりと年代を感じさせるが装そう飾しよくのない椅い子す、そして単なる四角いベッド。貴族の部屋ならば、男であってもレースのカーテンや過か剰じようなまでの彫ちよう刻こくを施ほどこされた家具があるものだが、そういった「豪ごう華か」という言葉とは無む縁えんの部屋だった。

　おそらく、男装までしている彼女の趣しゆ味み──或あるいはこだわり、意地なのだろうが、どうにもアシュレイ家の事情を知っているマギーたちには、家計が逼ひつ迫ぱくしているから……と、なんとなく哀あわれみを誘さそわれてしまう。それでも、ベッドの上の布ふ団とんが極ごく上じようの絹きぬ仕立ての羽はね布団だったので、やはり落ちぶれても騎き士しなのだと、思わず感心してしまったものだ。

　が、今はそんな感心をしている場合ではない。

　メイベルは青地に白いラインの入った華か麗れいな騎士の正装という、王宮から帰ったままの姿で、二人を見下ろしていた。その鋭するどい非難のまなざしに、バズは身を縮めて悄しよう然ぜんとうなだれ、マギーは仏ぶつ頂ちよう面づらでそっぽを向く。

　メイベルはしばらく無言で子供たちを睨にらんでいたが、不意に、疲つかれたようにため息をついた。

「まったく……おまえたちは自分がどういう立場にあるのか、まるで分かっていないようだな」

　マギーが恨うらめしそうにメイベルを仰あおぐ。その無ぶ愛あい想そな態度に、メイベルは彼女たちが反省していないと取ったらしく、表情を険けわしくして、

「おまえたちは狙ねらわれているのだ。危険だということが分からないのか？　どうしてじっとしていられない」

「……あたしたちだって知りたいのよ」

　掠かすれた声でマギーは呟つぶやいた。彼女は悔くやしそうに、

「あたしたちは当事者なのよ。なにが起きてるか、知りたいの。ここに閉じこもってても、なにも分からないじゃない」

「だから、それは私が教えてやると」

「でも、伝でん染せん病びようが流は行やってるなんて教えてくれなかったわ！」

　屋根上の不安と恐きよう怖ふと鬱うつ憤ぷんを晴らす勢いで、マギーはメイベルに食ってかかった。メイベルも彼女の突とつ発ぱつ的てきな怒いかりに面めん食くらった様子で、凝ぎよう然ぜんと彼女を見下ろす。

「ネムリ病が大流行しそうで、あの変へん態たい公こう爵しやくがワクチンをばらまいて人気取りしてるなんて言わなかったわ！　街の人は公爵さまさまって、あいつの言うことならなんでも聞いちゃいそうな雰ふん囲い気きだったわよっ。あいつが戦争しようって言い出したら、本当にそうなっちゃうかもしれない。そんなこと言わなかったじゃない！」

　興こう奮ふんのあまりマギーは肩かたで息をし、メイベルを睨む。隣となりにいたバズはおろおろしたが、なにも口は挟はさめなかった。

　メイベルは返事に窮きゆうしたように口を一文字に引き結び、まじまじとマギーを見下ろした。部屋の入り口に立っていたブルーノが不安そうに見ていたが、主人を差し置いて口を挟むほど礼れい儀ぎ知しらずではなかった。

　やがて、メイベルは薄うすくい唇くちびるを開き、低い静かな声で、

「そうだな。おまえたちもいてもたってもいられないのだろう。分かった、なにが聞きたい？」

「だから、あたしたちは自分たちの目で──」

「あのっ、ドブラエ公爵が捕つかまえた犯はん人にんは、本当に教きよう皇こうさまを狙ってたんですか」

　さらに反論しかけるマギーを遮さえぎり、バズが口早に尋たずねた。メイベルから聞きたいことはいくらでもある。

「貴族の方たちはビシワ王国と戦争しようって決めたんですか。レディ・シンシアはどうしているんですかっ」

「難むずかしいことを一度に聞く」

　メイベルは苦笑した。

「猊げい下かを狙ったかどうかは、今、ドブラエ公爵が尋じん問もんしているところだ。世間の噂うわさが先行したようだが、もしそれが真実だと分かれば、大変なことになるのは分かるな？」

　メイベルの問いに二人は頷うなずく。

「あの……誰だれかがその噂を撒まいた可能性はあるんですか？」

「ある」

　バズの問いに、メイベルは即そく答とうした。

「こういう不安定なときには、人は流りゆう言げん飛ひ語ごに惑まどわされやすくなる。そして、それを利用する輩やからも出てくるのは、歴史的に見ても当然のことだ」

「じゃあ、やっぱり武器商人たちの狙いは、沙さ漠ばくの異教徒との世界大戦なのね……」

　マギーは親指をかじって、苦にが々にがしく呟つぶやいた。メイベルも吐と息いきをつくと、

「今の教皇猊げい下かは穏おん健けんなお方だ。沙漠の異教徒とは共存していきたいとお考えであられる。だが、世論がそれを許さない状じよう況きようになれば、猊下も出兵を認めざるを得ないだろう」

「出兵……」

「聖せい戦せんだ」

　メイベルの言葉に、二人は身を硬かたくした。その単語には苦く切ない記き憶おくがあった。

「聖戦ともなれば、問題は一国だけではすまなくなる。神を同じくする国々がこぞって参加するだろう。南の異教徒を倒たおし──その土地を奪うばう為ためにな。

　もともとビシワ辺あたりは異教徒の国々との境で、古来より何度も戦争が行われてきたところだ。ハディマの聖地奪だつ回かいも含めて。ここ数百年は、ビシワとキリワスが国境を巡めぐる小こ競ぜり合いを起こすくらいで、我々は見て見ぬふりをしてきた。沙漠の異教徒は強く、国が異なっても神の名のもとでは結けつ束そくが固くなる。下へ手たに手を出しても負けは目に見えているからな。それに、こちらはこちらで、いろいろと戦争が起きていたから、異教徒にまで手が回らなかったのも事実だ。

　だが、この国がキリワスを植民地化してから、雲行きは怪あやしくなってきた」

「キリワス……」

「総そう督とく府ふを設置し、兵を大量に送り込んで、異教徒を監かん視しする。それが植民地化の名目だ。実際はキリワスの穀こく倉そう地ち帯たいを狙って、強ごう引いんに人の家に踏み込んだだけだったのだが。しかし、年月が経たにつれて、キリワスで総督府の権限が強くなっていくと、彼らは独どく走そうし始めたのだ」

「独走……ですか？」

　バズがおずおずと尋たずねる。メイベルは亜あ麻ま色いろの前まえ髪がみを搔かき上げると、

「オリヴァ・グロースター卿きようが殺されたのは知っているだろう」

「オリヴァ──ああ、王さまの叔お父じさんね」

「彼は西の外れにあるモーティマー家の屋や敷しきで殺された。その屋敷は今は使用されていないが、元々はジェラルド・モーティマーという、三年前までキリワス総督だった男の屋敷だ」

　マギーと。バズは顔を見合わせた。

「それってつまり、王さまの叔父さんは、キリワス総督と親しかったから殺されたってことなの？」

「そういう言い方もできるな。ジェラルド・モーティマーは三年前に死んでいるが、それ以降も彼の屋敷では武器商人たちの会合が行われていたらしい。そのときも会合の最中だったと聞く」

「！」

　二人は息を吞のんだ。

「キリワス総督は武器商人の仲間だったの!?」

「王族にも武器商人がいたんですか!?」

　同時に叫さけぶ。メイベルが「しっ」と口に人差し指を当てたので、二人は慌あわてて手で口を塞ふさいだ。どこの誰だれに聞かれてもまずい話だ。

　マギーが目を白黒させて、小声で、

「本当に？」

「本当だ。分かるな、キリワスの総督府は武器商人と結けつ託たくしていたのだ。中央の知らないところで異教徒を挑ちよう発はつし、煽せん動どうし、奴やつらは大戦の下地を作ってきた。まあ、中央に知られたところで、当初の任務を遂すい行こうしているだけだから、文句の付けようがないのだが」

　そう言って、メイベルは自じ嘲ちようともつかない皮肉な笑みを浮うかべた。バズが焦あせって、

「ま、待ってください。じゃあ、もしかして王さまの叔父さんは、仲間に殺されたのかもしれないってことですか？　戦争を起こすきっかけとして？」

「ばかね、武器商人と敵てき対たいする勢力があるって、シンシアお嬢じようさまが言ってたでしょ。そいつらに殺されたに決まってるじゃないっ」

　物ぶつ騒そうなことを言うバズに、マギーが肘ひじ打うちを食らわした。力を入れすぎたか、バズが脇わき腹ばらを押おさえて呻うめく。

　メイベルは苦笑した。

「そうだな、武器商人も王族を殺すことはしないだろう。殺すより使い道があったはずだ──だが、誰が殺したにせよ、元王子の死を武器商人たちが利用したのは確かだ。そして、誰が殺しても、犯はん人にんにはビシワ人が祭り上げられる」

「そして、戦争が起こる……？」

　マギーは自分で言ってから、それをうち消すように激はげしく頭を振ふった。

「そんな、強ごう欲よく人間の思い通りになんてさせないわ！　王宮はどうしてるの!?　みんなドブラエ公こう爵しやくの言いなりになって、戦争に賛成してるの!?」

「ドブラエ公爵はなにも言っていない」

　メイベルも苦々しげに言った。

「あれがあの男の才覚なのだろう。自分が音おん頭どを取れば、ラズボーン公爵の不ふ興きようを買うことは分かっているし、彼女の傘さん下かにいる者は動かないことも知っている。だから、若い者を煽動させて、長老連中を動かそうという腹だ。今はまだ、開戦を主張しているのは貴族全体の一割にも満たないが、世論が一人歩き始めたら、あっという間に開戦派に傾かたむくだろう。なんにせよ、武器商人たちは金持ちだ。そして、多くの貴族は彼らに借金をしている。この国は、武器商人たちには逆らえない社会構造になってしまっているのだ！」

　自分の発言に憤いきどおり、感情が高ぶったか、メイベルは激はげしくテーブルを拳こぶしで叩たたいた。その激しさに、びくっと二人は身を縮める。

　メイベルは唇くちびるを嚙かみしめ、うつむき加減で肩かたを震ふるわせていたが、二人が怯おびえているのに気づいたようで、

「……すまん、大声を出した」

「いえ……」

「シンシアお嬢さまは？」

　マギーが上うわ目め遣いに尋たずねる。

「シンシアお嬢さまはどうしたの？　彼女はこの国でいちばんのお金持ちなんでしょう？　武器商人にへいこらしなくてもいい立場なんでしょう？　ドブラエ公爵と戦えるのはシンシアお嬢さまだけなんでしょうり？」

「ラズボーン公爵は沈黙を守っている」

　メイベルは理解できないとばかりに頭を振った。

「教きよう皇こう庁ちようも彼女がストッパーになってくれることを期待していた。だが、彼女は動かない。王宮に参さん上じようしても、すぐに帰ってしまった。誰も彼女がなにを考えているか理解できない。だから……だからあんな噂うわさが立つのだ」

「噂？」

「ああ……」

　言うべきかどうか迷ったらしく、メイベルは言い淀よどんだ。

「彼女は……彼女は、ドブラエ公爵と取り引きしたのだと……トリック・ゴーダの借金をすべてドブラエ公爵が立て替かえて、暗黒大陸のダイアモンド鉱こう山ざんの一つの利権を譲ゆずった、だからすべてに目をつぶるよう取り引きして、彼女は了承したのだと──」

「それ本当なの!?」

　今にも食いかからん勢いで聞き返したマギーを、メイベルは掌てのひらを広げて制した。

「噂だ、あくまでも無責任な噂だ！──だが、火のないところに煙けむりは立たん。ラズボーン公爵の沈ちん黙もくは不ぶ気き味みすぎる」
















　自分こそがいちばん納なつ得とくしていない様子で、メイベルは言い放はなった。

「ともかく、事態はおまえたちが遊びで片づけられる問題ではないのだ。ここで大人おとなしくしていろ、命が惜しければな」




　濃のう密みつな闇やみの中。

　首がある。乱らん杭ぐい歯ばの男だ。

　首は歯をむき出しにして笑いながら、

（エテメンキは思い出したかい）

（エテメンキだよ。おまえは五本の首くび飾かざりを集めたんだ。世界が開いたんだ）

　男はジラと同じことを言った。いや、ジラが男と同じことを言った。

　なぜみんな、同じことを聞くのだろう。ウィルは横たわったまま、微び動どうだにせず思った。自分はなにも知らない。知らないはずだ。

（知らないはずはない。おまえは知っている）

　だって、なにも考えつかない。なにかを考えようとすると、眠ねむりの沼ぬまに落ちていく。でも、苦しくて眠れない。

　首は嘲あざ笑わらうようにカタカタと歯を鳴らした。そして、おもしろいものを見せるようにくるりと回かい転てんすると、そこには乱杭歯の男の顔はなく、暗あん灰かい色しよくの瞳ひとみを持った端たん正せいな男の顔──ハワード・イコナの顔になっていた。

　奇き蹟せきハンターの顔はにやにやと、口元だけで笑いながら、

「君もさんざんな目に会っているな。置き去りの次は拷ごう問もんかね？」

　うるさい。そう邪じや険けんにしようとしたが、声を出すのがひどく億おつ劫くうだった。それを見て、ハワードの首は大おお袈げ裟さにつまらなそうに呆れてみせた。

「また頭痛かね。私が教えてあげたじゃないか。もう忘れたのかね？　やれやれ、教えがいのないことだ！」

（教えた？）

「ほら、あれを見たまえ」

　ハワードの首が動き、背後を顎あごで指した。

　暗くら闇やみの中にぽうっとほのかに淡あわい光を放つものがある。

（……壺つぼ？）

　壺の口の部分が青白い光を放っているのだ。中に入っているものが光っているのだろう。

　ウィルはゆっくりと体を起こした。自分の体がまるで水を吸った毛布のまうに感じられる。動いているというよりは、動かしている。自分の体を自分で運んでいるように、荷か重じゆうを感じる。

　それでも、ウィルは憑つかれたように、壺に向かって這はい進んだ。青白い光の中を覗のぞき込む。

　壺に満たされていたのは、燐りん光こうを放つ澄すんだ水だった。燐光は壺の底から無数の泡あわとなって浮うかんでくると、蛍ほたると化して空へ逃にげていった。

　その水に口をつけ、飲む。水が渇かわいた喉のどを潤うるおし、干上がった胃いを満たしていく。沙さ漠ばくの砂のようにあっという間に吸収される。

　ウィルは憑かれたように水を飲み続け、結局、一ひと抱かかえもある壺の中の水をすっかり飲み干してしまった。それでもまだ飲み足りなかったが、一息つくと、ようやく人ひと心ごこ地ちがついた。

　同時に、霞かすみがかっていた頭が一気にクリアになる。自分がなぜここにいるのか、なにをさせられていたのかも、はっきりと認識できた。

（そうだ。俺おれはサマドにさらわれて）

　壺を抱えたまま、辺あたりを見回す。そのころには完かん璧ぺきな闇は払ふつ拭しよくされて、高い窓から赤い光がわずかに差し込んでいるのが見えた。

　小さな廃はい屋おくだった。厚い白しら壁かべに小さな窓は南の地方の特色だ。まだウラドーにいるのだろう。

　廃屋になってから長いのか、うち捨てられた家具や、崩くずれた屋根に紛まぎれ、人がいた形けい跡せき──仮か眠みんをとった跡あとや食べ物の残ざん骸がいなどがあった。そして、かすかな煙けむりをくゆらせている、数個の香こう炉ろ。人ひと気けはない。

　ジラたちはどこに行ったのだろう。

（なんか、さっき言ってたよな……祈き禱とうがどうのと）

　ではあの狂きよう信しん者しやたちは、大事な人質を一人ほっぽりだし、祈禱に行ってしまったのだろうか。バカなのか、それともどうせウィルは動けやしないと高をくくっているのか。

（いや、あいつらなら前者だな。前もそうだったもんな、祈禱の為ためだったら見張り一人いなくなっちまう。ほんっとーにバカだ、あいつら）

　ここら辺へんが、サマドがいつまで経たっても一宗派でしかない理由だろう。やることはあくどいのに、神に対してはあまりにも純じゆん粋すいすぎる。

　だが、こっちにしてみれば逃にげ出す絶好のチャンスである。

　ウィルは戸を少し開け、外を窺うかがった。どこまで行ってしまったのか、ジラたちの姿は視界には入ってこなかった。日にち没ぼつ、聖せい地ちに向かって行われる祈禱は、特別な場所を要するのだろうか。

　そっと外に出る。途と端たん、夕ゆう暮ぐれどきの涼すずやかな風が鼻び孔こうをくすぐり、ウィルは自分が今まですばらしくねっとりした、重たい空気を吸っていたことに気づいた。麻ま薬やくかなにかの一種だったのだろう、新しん鮮せんな空気に目め眩まいすら感じた。

「おっと」

　思わずよろめき、壁に手をつく。が、すぐに慌あわてて口を手で塞ふさぎ、壁に身を貼はりつけた。

　どこにもいないはずだ、ジラたちは屋根の上にいたのだ。暑あつさをしのぐ為、屋根は平らで、祈禱するには格かつ好こうの場所である。

　ウィルは様子を窺っていたが、彼らは夕日が沈しずむ方角の反対に向かって叩こう頭とうしたまま、動かなかった。東には聖地と彼らの故こ郷きようダハーブがある。人数は四人。

　ウィルは足下を見た。灰はいが積もっている。足あし跡あとがくっきりつくが、しかたない。目の前の、緩ゆるやかな坂に沿って広がるオリーブ畑に隠かくれながら逃にげよう。

　畑には労働者の足跡が無数についていた。ジラたちはいとも簡かん単たんに子供の足跡を見分けるだろう。だが、こちらには時間が加勢する。黄昏たそがれの中、足跡を追いかけるのはかなり大変なことだ。日が落ちてしまえば、ますます困難になる。

　やはり今逃げるしかなさそうだ。ウィルは屋上の死角から、オリーブ畑に紛まぎれ込んだ。木の陰かげを伝いながら、慎しん重ちように、用心深く、足早に逃げる。

　そしてウィルは、まんまとサマドの手から逃げることができたのだった。




　いったん町へ向かうと見せて、ウィルは北の空に壁かべのようにそそり立つ、ブラダ山へと向かった。まっすぐ町へ向かっても、彼の逃とう亡ぼうに気づいたジラたちにあっさり捕つかまってしまうだろうと考えたからだ。

　ブラダ山は遠目から見ても、裸はだか山やまだった。実際に登ってみても、人間が植えたオリーブや葡ぶ萄どう、そして乾かん燥そうに強い灌かん木ぼくが生はえているほかは、ほとんど緑らしいものはない。だが、どうもそれは火山だからというわけではなく、人間が開かい拓たくと燃料確保という名目で、すべて伐ばつ採さいしてしまったせいのようだった。

　ウィルは日が完全に落ちて、星が皓こう々こうと大地を照らすようになっても、山を登り続けた。緑がないので、登る道にはさほど困らない。ただ坂の上を目指して荒こう野やを登ればいいのだ。灯あかりはなかったが、日が落ちてからしばらくして昇のぼってきた月が、彼の行く手を照らしてくれた。

　休んでは登る、登っては休むを繰くり返し、できるだけ遠くへ逃げる。月が天頂に達するころ、うまく崖がけが張り出した窪くぼ地ちを見つけた。そこで今日はもう眠ねむることにする。

　腰こしを下ろし、壁に背を押おし当てる。壁はひんやりとして、気持ちよかった。

「やれやれ」

　年よりくさく呟つぶやくと、廃はい屋おくからかっぱらってきた水すい筒とうの蓋ふたを開け、途と中ちゆうの川で詰つめた水を飲む。水があるかぎり、彼は正常でいられるのだ。

　落ちついたところで、この一昼夜でジラに尋じん問もんされた内容を反はん芻すうすることにした。

（首くび飾かざりは五本集まった。だから、世界は開いた──そう言ってたな。世界が開くってのは、やっぱり、ハワード・イコナが言ってた、神をも凌しのぐ力を手にする秘ひ宝ほう、のことを指すのかな？）

　二十三枚の鏡が秘宝を手に入れる鍵かぎだとすれば、首飾りはジラの言葉を借りるなら、「世界を開く」アイテムだった？

（いや、あいつは俺が秘宝の在処ありかを知ってるって断言していた。つまり首飾りは……秘宝の在処を示すアイテム？）

　そう考えれば合点が行く。

　だが、だとすればいよいよウィルが知っているはずがない。あのとき、首飾りは四本しか集まっていなかったのだ。五本目はまだない。だから、在処はまだ分からないのだ。

　そして、エテメンキ。

　ウィルはエテメンキという言葉を知っていた。古代シノン語で「巨きよ人じんの腕うで」を指す言葉だ。

　シノン神話における天地創造は、あまたの神々の指示の下もと、巨人たちが岩を動かし、山を切り、大陸を引っ張り、海を流し込んで行われたことになっている。その巨人たちの腕をエテメンキと呼ぶのだ。その名を秘宝に付けたのだろう。

　ウィルはお伽とぎ話ばなしに各地の神話を聞いて育ったので、その話もよく知っていた。だが、すぐに思い出したのは、つい最近にもその名を聞いたからだ。

（エテメンキは思い出したかい）

　あの乱らん杭ぐい歯ばの男。

　あれは悪あく魔まなんかじゃない。

（あれは──あいつは、俺をウラドーに連れてきた奴やつだ）

　あのときも、夢ゆめかうつつか分からない中で、延々と尋じん問もんを繰くり返された。エテメンキはどこだ。秘宝の在処を教えろ、と。

（でも、俺が喋しやべらないから、業ごうを煮にやしてウラドーに捨てたってわけか……）

　そう考え、だがそれでは納なつ得とくがいかないことに気がついた。

　自分がなにも知らないなら、なぜ「ウラドー」に捨てられた？

　ウラドーに秘宝があるとしたら、それを教えたのはほかならぬ、自分ではないか？

（おまえはエテメンキの隠し場所を知っているのよ）

　ジラの甘あまい囁ささやきが耳によみがえる。

　やはり自分はエテメンキの場所を知っているのだろうか。そして、それはウラドーにあると、自分は言ったのだろうか。

「…………」

　考えてみたが、思い出せなかった。やはり秘宝の在処なんて知らない。

　ただ一つ、

（ルミニタはウラドーにいる）

　それだけは確信が持てた。ウィルはそのことを知っていた。なぜ知っているのか、どうしてルミニタがウラドーにいるかは分からなかったが。

　だから、あの乱杭歯の男に「ウラドー」と教えてしまったとは考えられる。

　だが、それ以上は？

（あの乱杭歯の男は、俺からそれ以上のことを聞きだしたんだろうか）

　分からない。覚えていればこんな苦労はしていない。

　エテメンキの在処──地図か、言葉か。あの爆ばく発はつのとき、なにが起きたのだろう。自分はなにを知ったのだろう。

（ルミニタが閉じこめられている鏡の中には、二十三枚の鏡があるって言ってた。やっぱり秘宝のことなんだろうな。ってことは、ルミニタがいるこのウラドーにエテメンキがあるってのは、ありうることで……）

　そこまで考えて、ウィルはぎょっと思い出し、慌あわててズボンのポケットに手を突つっ込んだ。

　あるわけがない。ハワードから預あずかかった鏡は、当然のごとくジラに没ぼつ収しゆうされてしまったようだ。

「あちゃあ」

　ウィルは声を出して、頭を抱かかえた。すっかり忘れていた。

（そっか、だから俺をほったらかしにしても安心だったんだな）

　ジラはウィルが逃げ出しても、鏡があるかぎりまた戻もどってくると考えているのだろう。そして、それは正解だった。

　あの鏡がなければ、ルミニタと連れん絡らくがとれない。今度いつつながるかも分からないのに。

　それに、あれはハワードから借りたものだ。借りたものは返さなければ。あの男にこれ以上借りを作るのはご免めんだった。

　ウィルはため息をついた。日が昇のぼったら、サマドを捜さがさなくてはならなかった。







　３　羊ひつじの襲しゆう撃げき







　今回ばかりはメイベルの命令に従い、マギーとバズは大人おとなしくあてがわれた自分たちの部へ屋やへと戻もどった。

　使用人用のベッドに潜もぐり込んだマギーは、なかなか寝ね付つけないでいた。瞼まぶたを閉じると、屋根の向こうに落ちた女の姿がよみがえる。そして、殴なぐられた頰ほおがずきずきと痛む。

（あの女……メイベルさんは、トリック・ゴーダの手て下しただって言ってたけど）

　マギーは寝返りを打った。暑あつい夜だった。外の気温は下がっているだろうが、ブルーノが窓を閉め、鍵かぎを下ろして寝ろと言ったので、部屋の中は熱気がこもっていた。それがまた眠れない原因の一つでもある。

（なにかを捜さがしていた。昨日も今日も……エテメンキ？）

　確かそんな言葉だったと思う。エテメンキ。マギーにはその言葉に聞き覚えがなかった。

（トリックが欲しがってるってことは、アパートにあったもの、なのかしら……）

　バズもあの調子では知らないだろう。大体、自分たちに聞くくらいなら、アパートの主であるエドになりウィルになり聞く方が妥だ当とうだ。

　そう考えて、マギーはバッと上半身を起こした。驚きよう愕がくに目を瞠みはる。

（そう……そうよ。だからウィルはさらわれたんだわ。エテメンキの在処ありかを吐はかせる為ために。トリック・ゴーダ──つまり、武器商人たちは、そのエテメンキとかいうものが必要なんだわ。だからウィルをさらって……いいえ、違ちがう。ウィルがさらわれたから、しかたないからあたしたちでもいいから、手がかりを得ようとした……？）

　それが本当なら、ウィルをさらったのは武器商人ではないということになる。

　エテメンキ。トリックが絡からんでいるということは、おそらくは古代の財ざい宝ほうかなにかだろう。それも、世界大戦を起こすのに有益なもの。

（すごいお宝たからなのかしら。そうよね、戦争するにはお金がかかるもの……）

　だったら、武器商人の敵対勢力も、エテメンキを欲するはずだ。ウィルはそちらにさらわれた可能性が高い。だから、武器商人たちは自分たちをウィルの代理として狙った……？

　マギーは必死に頭を回かい転てんさせて悩なやんでいたが、もともと考えるより行動するタイプである。思考回路の容量を超こえ、ばたん、と背中からベッドに倒たおれた。

「ああ、駄だ目めだわ」

　口に出して愚ぐ痴ちをこぼす。考えがまとまらない。

（大体、情報が少なすぎるのよ。武器商人の対たい抗こう組そ織しきってなによ。そいつらは世界大戦を阻そ止ししてくれないわけ？　エテメンキってなに？）

　マギーは勢いよく飛び起きた。悔くやしいが、自分では結論が出ない。こういうとき、ウィルがいればすぐに答えが返ってくるのだが、その彼を捜さがす為に頭を悩ませているのだ。

（しかたないけど、バズに意見を聞くしかないわねっ。バズなんかに聞いてても、どうせ分かりっこないだろうけど、聞かないよりはマシだわ）

　身支度をして、バズの寝ねている隣となりの部屋へ行こうとする。

　頭がパンク状態のマギーだが、一つだけ出た結論があった。

　エテメンキ。正体は分からないが、それを武器商人たちより先に手に入れる。そうすれば大戦なんてやめさせることができるはずだ。

（そうよ、エテメンキとかいうものを先に手に入れちゃえば──）

　そう考えながら、ドアノブを回した途と端たん、

「ぎゃあっ！」

「！」

　喉のども裂さけんばかりの絶ぜつ叫きように、反射的にマギーはドアから飛び離はなれ、硬こう直ちよくした。

　声は階下からした。女の声。恐きよう怖ふと絶望と怒いかりに満ちた、心しん胆たんを寒からしめる、断だん末まつ魔まの絶叫のような──

「ひいい！」

「助けて！」

「うわああ！」

　悲鳴は一つだけでは終わらなかった。入り乱れる怒ど号ごうと絶叫。大勢の靴音。物がぶつかる音、倒れる音。ドアが開く音。

　大勢の人間がこの屋や敷しきの中に押し寄せてきたのだ。それがはっきりと分かった。なんの為に？　襲しゆう撃げきの為ために。

（アシュレイ家が襲撃されている）

　マギーは凝ぎよう然ぜんと立ちすくんだ。自分たちを狙ねらって？　事件を調べているメイベルたちが対象かも知れない。相手は誰だれ？　武器商人？　対抗勢力？　自分はどうすればいい？　なにをすれば？

　足音が廊ろう下かの向こうから走ってきて、マギーはびくっと震ふるえた。ドアを挟はさんで彼女の前で止まり、激はげしくノックされる。

「マギー！　マギー・ディーバ、起きているか!?」

　ブルーノの声だ。切せつ迫ぱくした声。マギーは弾はじかれたようにドアに飛びつき、鍵かぎを外そうとした。だが、

「鍵を外すな！　おまえはそこで、どこかに隠かくれていろ！　なにがあっても外に出るな、屋敷の外の方が危険だ！」

「あっ……」

「いいか、私かメイベルさまが呼びにこないかぎり、ここを開けるな！」

　口早にそう怒ど鳴なると、ブルーノは走っていった。すぐに隣となりから、

「バズ・フェナット！　起きろ！」

　という怒鳴り声が聞こえる。

　マギーはうろたえながら、部屋の中を見回した。隠れるところといっても、狭せまい部屋だ、ベッドと小さな机、そして作りつけのクローゼットのほかはなにもない。寝ね泊とまりするだけが目的の、小さな部屋。

（ベッドの下──駄だ目め、すぐに見つかるわ）

　マギーはクローゼットを開き、天てん袋ぶくろがあるのを発見した。急いで窓を開け放はなち、踏ふみ台にしようと椅い子すに手をかける。だが、登ったあとに椅子が置きっぱなしになることに気づき、しかたなくクローゼットの端はしを利用してよじ登った。レディ見習いとしてははしたないことこの上ないが、このくらいならヨルカ村にいたとき散々やったことである。裸はだか木ぎよじ登り競争で、三位から下に落ちたことはなかった。

　なんとか天袋に潜もぐり込み、戸を閉めてから埃ほこりっぽいそこを奥おくまで進む。咳き込むこともこらえた。

　天てん井じようを押おすと、案あんの定じよう、板が外れ、天井裏に入る為ための入り口が開いた。その中へさらに入り込む。

　天井裏は真まっ暗くらだった。手にも埃やなにか得え体たいの知れない塊かたまりが付き、それがなにかさえ分からないくらい暗い。マギーはぴったりと板を閉じると、その近くで身を丸めた。

　下の騒さわぎがやけに遠く感じられる。だが、現実だ。

　ががあん、と銃じゆう声せいが屋敷に反はん響きようした。マギーは大きく震ふるえ、ますます縮こまった。相手は拳けん銃じゆうを持ってきている！

　ばたばたと複数の足音。階段を駆かけ上ってくる。

　ドアが乱暴に叩たたかれる音。蹴ける音。ぶつかる音。

（捜さがしている）

　なにかを、誰かを捜しているのだ。

　狙いは自分たち？

（怖こわい）

　もし、ここが見つかったらどうなるだろう。

（怖い。助けてウィル。助けて──助けてお父さん。お父さん、助けて、お母さん）

　マギーは必死に念じ、襲しゆう撃げき者しやが来ないことを祈いのった。

　徐じよ々じよに音が近づき、この部屋のドアが開く。

（いや！）

　マギーは悲鳴を上げそうになるのを、懸けん命めいに手で口を塞ふさいでこらえた。怖さのあまり、ぼろぼろ涙なみだが出てくる。

　部屋の中を二、三人の人間が足早に動き回る音がする。開いておいた窓に駆け寄ったのだろう。ベッドを動かす音もする。

　ギギッとクローゼットのドアが開かれた。半開きにしておいたのはまずかっただろうか、足あし跡あとが残っているのではないか、埃が舞まっているのを変に思うだろうか。マギーの頭の中を無数の後こう悔かいが駆けめぐる。

　靴音が無言のまま部屋を嗅かぎ回る時間が、ひどく長く感じられた。

「ヤア」

　一人が声を発した。それを合あい図ずに、部屋から足音が出ていく。マギーは天井裏で硬こう直ちよくしたまま、靴音が遠ざかるのを聞いていた。

　それからどのくらい時間が経過したか分からなかった。下でなにが起きたか分からないまま、金かな縛しばりにあったように身を丸めていると、

「……マギー。マギー・ディーバ、どこだ。いないのか」

　低い、静かなブルーノの声。マギーはバッと顔を上げ、天袋の板を外した。

　ブルーノ一人が部屋の中にいて、辺あたりを探っているのを見て、

「ここ、ここよ……！」

　震えた、掠かすれた声を上げる。ブルーノは彼女を仰あおいで、感心した様子で、

「そんないい場所があったのか。よかった、もう大だい丈じよう夫ぶだ、降りてこい」

「な……なにが、あったの？」

　マギーはずるずると天井裏から天袋へ這はい降り、そこからさらに下に降りようとした。だが、体に力が入らず、足を踏ふみ外してしまい、ブルーノに抱だきとめられる羽は目めになる。

「大丈夫か？」

「だ、大丈夫よ。ちょっと、なんか」

　引きつった笑顔を見せながら、マギーはブルーノの腕うでから降り、立とうとした。だが、膝ひざががくがくと震ふるえ、そのまま座すわり込んでしまう。

　マギーは泣き笑いを浮うかべて、

「こ、腰が抜ぬけちゃった」

「もうあいつらは行った、安心しろ」

　ブルーノも彫ほりの深い顔にぎこちない微び笑しようを浮かべ、彼女を抱かかえ起こした。軽々と抱き、部屋を出る。

　階下ではひどく忙せわしない雰ふん囲い気きだった。だが、さっきの緊きん迫ぱくと恐きよう怖ふを伴ともなう空気はなく、慌あわただしい──まるで突とつ然ぜんの大勢の客に使用人たちがてんてこまいしている、そんな慌ただしさがあった。

　マギーは辺りを窺うかがいながら、不安に眉び宇うをひそめて、

「なにがあったの……？」

「…………」

　ブルーノは答えなかった。彼に抱かれたまま階段を降りると、玄げん関かんホールで倒たおれている執しつ事じの姿が目に入った。床ゆかには血を吸い込んだどす黒い跡あとがくっきりとある。

「ひっ……」

　マギーは反射的に目を逸そらし、それから怖こわ々ごわと、改めて見た。

　執事はうつぶせで倒れたまま、ぴくりともしなかった。背中には傷きずは見受けられないが、死んでいるのは明らかだ。

　ブルーノは無言のまま、奥おくへと向かう。

　廊ろう下かには見たこともない男たちが座り込み、ぐったりとしていた。彼らは剣けんを抱え、どこかしら怪け我がをしていた。その間を屋や敷しきのメイド二人が忙せわしなく行き交い、怪我の手当をしている。

（この人たちは……）

　これといって証あかしになるものを付けているわけではないが、平へい民みんでないことはその服ふく装そうや剣からも分かる。おそらくメイベルの同どう僚りよう、教きよう皇こう聖せい騎き士し団だんのメンバーだろう。

（ここが襲おそわれることを予想してたんだわ……）

　更さらに奥に行くと、食堂の前でメイベルが、同僚らしい青年に腕に包帯を巻いてもらっていた。彼女はマギーとブルーノに気づくと、自じ嘲ちようを浮うかべ、

「マギー・ディーバ、無事だったな」

「怪我をしたの？」

「大したことはない、掠かすり傷だ」

　彼女は立ち上がると、同僚の男に頷うなずきかけた。男も小さく頷くと、玄関へと走っていく。

「メイベルさま、ゲインズが」

「分かっている。賄まかないのオセロもやられた。オットーもマクと外に飛び出したままだ」

　会話を交わすメイベルとブルーノの顔には、苛いら立だちと苦く渋じゆうがくっきりと刻きざまれていた。襲撃を予想していたが、考えていた以上に被ひ害がいが出たのだろう。

　マギーはギュッとブルーノの首にしがみついた。メイベルの腕の包帯ににじむ血が生なま々なましくて、自分の方が血の気が失せてしまう。

「メイベル！」

　玄関から呼び声がした。メイベルが小走りで向かい、そのあとをブルーノもついていく。

　呼び声の主は、さっき別れた同僚の青年だった。彼は玄げん関かん扉とびらを大きく開あけ放はなち、強こわばった顔で、

「見ろ」

　と、扉の外に面した部分を指す。ブルーノに抱かれたまま外に出たマギーは、そこに、異様なものを見いだした。

　それは子こ羊ひつじの皮だった。毛がついたまま剝はいだもので、子羊一匹分だった。

　その毛の上に赤い染せん料りようで、大きく十字が殴なぐり書きつけてある。

「これは……」

　メイベルが眉み間けんにしわを寄せ、苦にが々にがしく呟つぶやいた。ただごとではないと悟さとったマギーは、さすがにメイベル自身には問えず、小声でブルーノに、

「ねえ……あれ、なんなの？」

「あれか……あれは、沙さ漠ばくの異教徒が神に祈いのりを捧ささげるとき、生いけ贄にえの羊に付ける印だ」

　ブルーノは羊から視線を逸そらさずに、辺あたりをはばかりながら答えた。

「じゃあ……アシュレイ家が生け贄に選ばれた……ってこと？」

「異教徒たちが真っ向から教皇庁に喧けん嘩かを売ってきた、そういうことだな」

　二人の会話を聞き留めて、メイベルが苦笑混じりに言った。

「或あるいは、そう思わせたい誰だれかの犯はん行こうか」

「武器商人……？　顔は見なかったの？」

「覆ふく面めんをしていた。もしあれが沙漠の異教徒ならば、彼らは死を恐おそれず、我々を一人でも多く殺そうとしただろう。だが、ドガーたちが──聖騎士団の仲間だが、彼らが隠かくれていたと知って、形勢が不利になった途と端たん、慌あわてて撤てつ退たいした。なぜだか分かるか？　死体を残すわけにはいかなかったからだ」

「沙漠の人間じゃないって分かっちゃう……？」

「そうだ」

　メイベルは頷くと、羊を掲かかげたナイフを抜ぬき取り、その獣けものくさい飾かざりを荒あら々あらしく地面に叩たたきつけた。

「卑ひ怯きような奴やつらめ！　濡ぬれ衣ぎぬを着せてまで、戦争を起こしたいか！」

「メイベル、これが世間に知られたら、今度こそビシワが黙だまってはいないぞ。二度も冤えん罪ざいを押おしつけられては、向こうもその気になる」

「分かっている」

　同僚の青年の言葉に、メイベルは吐はき捨てるように答え、唇くちびるを嚙かみしめた。

　マギーは青ざめながら、三人の大人おとなを見つめた。教皇直属の聖騎士が沙漠の異教徒に襲おそわれたと世間に知られたら、開戦論に拍はく車しやをかけるだろう。向こうはその気なのだと。そして、沙漠の異教徒たちも無実の罪つみを着せられて、腹を立てる。そうなれば、あとは放っておいても、一いつ触しよく即そく発はつ状じよう態たいになる……？

　青年はブルーノとマギーを見て、

「このことは口外無用だ。もし話を洩もらしたときは、どうなるか分かるな」

「私はメイベルさまの信用を裏切ることはしない」

　不快そうに口を歪ゆがめてブルーノは答えた。外国人のさがか、彼は信用されてないようだ。マギーも慌あわてて、

「あ、あたしも言わないわっ。誰にもっ」

「シンシア・ラズボーン公こう爵しやくにも、ウィル・ゴーダにもだ」

　メイベルが念を押おす。シンシアはともかく、なぜウィルにも口止めをされるのか、マギーは分からなかった。それを聞き返そうとしたが、同どう僚りようの青年が先に、

「メイベル、家の者は」

「昔むかしからいる、口の固い者しか残していない。安心しろ」

「全員いるのか」

「ああ──いや、待て、馬うま番ばんのテリーを見ていない」

「テリーなら、奴やつらに引きずり出されて、そのまま外に」

「バズは？」

　マギーは反射的に尋たずねた。それから、自分がすっかりバズの存在を忘れていたことに気づく。

　さっとメイベルとブルーノの表情が硬かたくなった。マギーは不安にかられて、

「なあに？　どうしたの？　バズはどうしたの？　部へ屋やにいるんじゃないの？」

「……バズ・フェナットは、私が部屋に呼びに行ったときは、もういなかった」

　ブルーノがことさら低い声で、すまなそうに答える。マギーは心臓の鼓こ動どうが急に速くなるのを感じた。

「な……なに、それ……どういうこと……？」

「奴らの狙ねらいに、おまえたちも含ふくまれていたということだ」

「そんなことは分かってるわよ！」

　冷然と告げるメイベルに、マギーは怒ど鳴なり返した。その剣けん幕まくに、聖せい騎き士しの青年が面めん食くらった様子でマギーを見つめる。

「あたしたちが狙われたことなんて分かるわよ！　バズがそいつらに連れてかれたってことはどういうことか聞いてるのよ！　バズはどうなるの!?　ばかバズ！　ちゃんと隠かくれろって言われたのに、頭ばっかり隠してお尻しりを隠さなかったのよ！　バズのばか！」

「マギー、バズも捕つかまりたくて捕まったわけではないんだ」

　誰に対して怒いかりを向けているのか自分でも分からないマギーに、ブルーノが慰なぐさめるが、狼ろう狽ばいしているのか間ま抜ぬけなことを言う。それがまたマギーの神経を逆さか撫なでた。

「そんなこと分かってるわよ！」

「しかし──」

「メイベル！」

　気まずい空気を裂さくように鋭するどい声がして、屋や敷しきの門から誰かが走ってきた。仕立てのいい服を着た、やはり聖騎士の同僚であろう。切せつ迫ぱくした雰ふん囲い気きにマギーも口をつぐむ。

　細い目の青年は、手に拳けん銃じゆうを握にぎりしめたまま息を切らして駆かけ寄ってきた。端たん正せいな顔をランプの灯あかりでもはっきり分かるほど青ざめさせて、

「おまえのところの馬番が、二つ先の通りで、殺されて倒たおれている」

「剣けんか、銃じゆうか？」

「ナイフだ。背中に八本。最初の一いち撃げきで即そく死しだ。あとは、飾かざりだ」

　マギーはその光景を想像して──暗がりの中、背中に八本のナイフを刺さして倒れている男の姿を思い浮かべ、気分が悪くなった。

「メイベル、まずいことに発見者は俺おれじゃないんだ」

「目もく撃げき者しやがいるのか」

「俺が駆かけつけたときは、もう輪になってた。明日には猟りよう奇き事件としてゼフィッツイ中に知れ渡るだろうな」

「まずいな──オットーはどうした」

「死体の近くで別れて、奴らを追っていったが……」

「誰か、教皇庁に報告を」

　ぼそぼそと囁ささやきあうメイベルたち。マギーはもう彼女たちを責め立てることも、癇かん癪しやくを起こすこともできなくなり、ぎゅっとブルーノの首に強くしがみついた。

　これ以上なにか聞いたら、怖こわい返事が来そうで、なにも言えなかった。




　それからアシュレイ家にいた面めん々めん──聖せい騎き士し六人、使用人二人を含ふくめた全員が、居間に集まり、まんじりともしない夜を過ごした。メイベルたちは剣を抱かかえ、第二の襲しゆう撃げきに備えていたが、幸い、それ以上はなにごともなく、夜明けを迎むかえた。

　マギーはブルーノとメイベルに挟はさまれながら、緊きん張ちようして夜を明かした。一言も口をきかず、喉のどがからからになったが、それを湿しめらす水を取りにいくのは嫌いやだった。

　空が薄うす明あかるくなってきたころになって、ようやくこっくりこっくりと舟ふねを漕こぎ始める。

「眠ねむいのなら寝ねていろ。もう大だい丈じよう夫ぶだろう、私たちもいる」

　隣となりのメイベルがいつになく優やさしい声でそう言ってくれる。彼女も彼女なりに年下の少女に気を遣つかっているのだろう。

　マギーも限界を感じ、素直に瞼まぶたを閉じた。

　だがすぐに、ダンダンダン！　と玄げん関かんの扉とびらが激はげしく叩たたかれ、ハッと目を覚ました。メイベルたちも顔に緊きん張ちようを走らせ、剣を手に立ち上がる。

「見てまいります」

　ブルーノが玄関へと赴おもむく。執しつ事じが殺された今、彼がその役目を担になわなくてはならない。

　二、三、言葉が交わされ、すぐにブルーノは一人の男を伴ともなって戻ってきた。メイベルたちより一回りは年上の、三さん白ぱく眼がんの男で、彼は面おも白しろくもおかしくもない無感動の冷たいまなざしで、居間にいた面々を見回した。その胸元に羽ばたいた鳩はとをかたどった、教きよう皇こう聖せい騎き士しの記章が輝かがやいている。メイベルの私室に飾かざられてあった旗のデザインと同じだ。

　男を見て、メイベルたちが立ち上がる。

「メイベルさま、シュデッド伯はく爵しやくさまが」

「挨あい拶さつは要いらん。全員揃そろっているな」

　シュデッド伯爵と呼ばれた男は、不ふ機き嫌げんそうに口を歪ゆがめながら言った。聖騎士は名家の出の人間にのみ許された職だ。メイベルたちの上司が伯爵であるのもおかしくはない。

「伯、オットー・ツワイクがまだ」

「分かっている。奴やつならヘキ橋の上で、裸はだかで逆さかさ吊づりになっていた」

　シュデッド伯の冷たい言葉に、若い聖騎士たちに動どう揺ようが走った。伯爵はさらに、

「奴の胸には羊ひつじの皮がナイフで刺さしとめられてあった。西区ではすでに騒さわぎになっている、聖騎士が沙さ漠ばくの異教徒に殺されたとな。不ふ名めい誉よだ、不名誉なことだ！」

　だん！　足を踏ふみ鳴らす伯爵。メイベルたちがうなだれる。だが、それは伯爵に怒ど鳴なられたせいではなく、屈くつ辱じよくへの怒いかりを隠かくす為ためだと、マギーは悟さとった。

「おまえたちは襲おそわれることを予期しておきながら、相手の正体を突つき止めることもできず、あまつさえ仲間を一人失った。教きよう皇こう猊げい下かはたいそうお悲しみになり、世界を二分する戦争が起こることに怯おびえておられる！　我々はなんだ？　教皇聖騎士団とはなんだ？　猊下をお守りし、その不安ごとを取り除のぞく為に存在するのだ、その役目を果たさなければ、騎士団など解散する！」

　ぴしゃりと言いきると、伯爵は一言も口を開かない部下たちを脾へい睨げいした。そして、部へ屋やの隅すみにうずくまっていたマギーと目が合う。

　マギーはびくりと震ふるえたが、気き丈じように伯爵を見返した。威い圧あつ的てきな伯爵に怯えながらも、無言で睨にらみ返す。

（負けない。こんな人たちになんか負けない）

　二人の対たい峙じは一いつ瞬しゆんだった。先に伯爵が視線を逸そらすと、メイベルに向かって、

「メイベル、この娘むすめはどうする気だ」

「バズ・フェナットが奪うばわれた以上、奴らがこの娘も狙ねらわないとはかぎりません。お許しいただけるならば、教皇庁へ連れていきたいのですが」

「当然だ。よし、今から教皇庁へ行く！」

　そう言い渡すと、用は済すんだとばかりに伯爵は身をひるがえし、部屋を出ていった。若き聖騎士たちもあとを追い、メイベルも続いて出ていく。

「マギー」

　ブルーノが近寄ってきて、座すわったままのマギーの腕うでを摑つかんだ。仰あおぐと、ブルーノは厳いかめしい不機嫌な顔を、いつも以上にしかめて、

「それでいいな？　ここも危険だ、教皇庁はこの世でいちばん安全なところだ──バズ・フェナットのことは我々に任まかせろ」

　マギーはじっとブルーノの目を見つめた。彼もまっすぐ見返してくる。

「…………」

　わずかの沈ちん黙もくのあと、マギーは無言で頷うなずくと、のろのろと立ち上がった。




　小さな、どこからか調達してきた乗り合い馬車に揺ゆられ、教皇庁へ向かいながら、マギーは膝ひざの上で固く握にぎりしめた両手をじっと凝ぎよう視ししていた。

（負けない）

　メイベルたち聖騎士は馬で先に教皇庁に向かい、馬車には送り役のブルーノとマギーの二人きりである。朝あさ靄もやに包まれたゼフィッツイの大通りを走っていく。

　ブルーノは隣となりに座ったまま、始終無言だった。マギーも口を開かない。

（負けない。こんな人たちになんか、負けないんだから……）

　固く自分自身に誓ちかう。

　メイベルたちは分かっていたのだ、自分たちが襲しゆう撃げきされることを。いや、罠わなを張って敵を待っていた。

　彼女とバズという、餌えさを置いて。

（あたしたちはまた利用された）

　唇を嚙みしめる。バズの口を通して、シンシア・ラズボーンに利用されていたとメイベルから聞いたばかりだった。その舌の根も乾かわかないうちに、今度はメイベル自身が二人を利用したのだ。

　もし、本当にマギーたちの身を心配しているのなら、最初から教皇庁に連れていったはずだ。そこがいちばん安全だというなら。だが、メイベルはそうしなかった。聖騎士団からの命令だったのだろう。アシュレイ家に二人を置き、敵を待った。

　だが、敵を捕とらえるのは失敗し、大だい事じな餌の一つはさらわれた。だから、マギーだけは敵に渡すまいと、教皇庁に連れていくことにしたのだ。

（もう誰だれも頼たよらない。あたしはあたしの手で、バズと、ウィルを捜さがしてみせる）

　教皇庁なんか当てにならない。信じられるのは自分だけだ。このままおめおめと聖騎士たちに──いや、この事件に関わるすべての人間にいいように振ふり回されはしない。

（あたしは負けない）

　そのとき、がくん、と大きく馬車が揺ゆれ、停止した。

「どうした」

　ブルーノが小窓から御ぎよ者しやに尋たずねる。

「道に穴あなが空いてたんでさあ。旦だん那な、すまんが車輪上げを手伝ってくれんか」

　御者はそう言って、馬車から降りた。

「まったく、穴ぐらいよけられんのか。市し井せいの者は使えん奴らばっかりだ」

　ブルーノはぶつぶつと文句を言いながら、マギーを残して馬車を出ていく。

　もちろん、マギーがこの最大のチャンスを逃のがすはずはなかった。用心深くドアの隙すき間まから外を窺うかがい、ブルーノと御者が反対側に回っているのを確かめてから、外に出る。

（負けない）

　足音を立てないよう、そっと馬車から離はなれる。が、ドアに腕が当たってしまい、かたん、と小さな音を立ててしまった。マギーはぎくりと身をすくめる。

「マギー？」

　ブルーノの訝いぶかる声がした。マギーは心臓が飛び出しそうなほど震ふるえながら、逃にげることも隠かくれることもできず、馬車の陰かげで硬こう直ちよくした。

　だが、幸いにブルーノは馬車の中の彼女に声をかけたつもりだったのか、こちらに回ってくることはなかった。再び馬車がぎっ、ぎっ、と上下に動き始めたので、息を詰つめたまま、逃げ出す。

　すぐさま路ろ地じに飛び込む。建物の陰から馬車を見る。

　ブルーノがじっとこちらを見ていた。慌あわてて陰に引っ込むが、もう一度そっと見てみると、彼は決してマギーの居場所が分かっているのではなく、ただこちらを見ているだけのようだった。

　まるで、遠くに行ってしまった人を見送っているような。

（逃がしてくれた？）

　そんな思いが心によぎる。考えてみれば、陪ばい臣しんで教皇庁には上がれないブルーノが彼女を送っていくというのも、妙みような話だ。護ご衛えいが必要だったとしても、メイベルが馬車に乗ればいいだけのことである。

　もしかしたら、メイベルにマギーたちを売る気はなかったかもしれない。聖騎士団の命令でしかたなくやったことかもしれない。だから、聖騎士であるメイベルがマギーを逃がすことはできないが、外国人であるブルーノなら──ということだろうか。

　だが。

（……どっちでもいいわ。あたしは自分でやるって決めたんだもの！）

　マギーは拳こぶしを握にぎりしめると、馬車に背を向け、走り出した。

　目指すはドブラエ公爵の館やかただ。ゼフィッツイにある屋や敷しきではなく、キッチュの別べつ荘そうの方だ。一晩考えて、そう結論を出した。

（バズを捕まえたのはドブラエ公爵だわ。でも、ゼフィッツイの屋敷じゃ人の出入りが多すぎるもの。キッチュの別荘なら、伝でん染せん病びようの治ち療りよう院いんにもなっているし、人は近づかない）

　キッチュの別荘。あそこにバズは連れてかれたはず。マギーは歯を食いしばり、南の市し門もんに向かって走った。







　４　五本目の首くび飾かざり







　キッチュの別べつ荘そうに来たのはこれで三回目だった。最初の騒さわぎがとても前のことに感じられる。

　マギーは湖みずうみの向こう、湖こ面めんにせり出した丘おかの上に建つドブラエ公こう爵しやく家けの別荘を、仁に王おう立ちになって睨にらみすえた。

　森林伐ばつ採さいが進み、耕こう作さく地ちが広がるゼフィッツイの近きん郊こうにあって、小さな湖を中心とした別荘地キッチュは、緑豊かな憩いこいの地だ。みなもを渡ってくる風は涼すずしく、うだるような暑あつさのゼフィッツイの街まち中なかとは雲うん泥でいの差である。

　一帯が公爵の私有地である為ため、湖の周囲には公爵家の別荘の対岸、つまりマギーが偉えらそうに仁王立ちになっている辺あたり以外には、建物はない。しかも、真夏のもっとも別荘を使うこの時期にもかかわらず、別荘街は閑かん散さんとしていた。それもこれも、対岸でドブラエ公爵がネムリ病の治ち療りよう院いんを開いているからであり、皆、感かん染せんを恐おそれて近寄らないのだ。ワクチンを打ってあれば大だい丈じよう夫ぶとは言えど、だからといってわざわざ近寄ることもない。どうせ彼らはここ以外にもいっぱい別荘を持っているのだ。

　マギーは公爵家の三階建ての別荘を睨んだ。湖の南に位置する別荘は、右からの鮮あざやかな夕陽を浴びて、斜ななめにくっきりと陰いん影えいの境が浮うかび上がっている。湖面も空の夕焼けを映して淡あわいピンク色が揺ゆらめき、ひどく幻げん想そう的てきな光景だった。

「……地ち下か牢ろうよ」

　ぼそっと呟く。

　おそらくバズは地下牢に閉じこめられているに違ちがいない。確たる証しよう拠こはなかったが、彼女の勘かんがそう判断を下した。

（地下牢を捜さがさなくちゃ。バズを助けなくちゃ）

　この間来たとき、地下牢がある雰ふん囲い気きではなかったとか、別荘には大勢の患かん者じやと医者もいるはずだとか、そういう細かいことは気にしなかった。気にしないというよりは、すっかり彼女の頭の中から抜ぬけていた。バズはドブラエ公爵に捕つかまり、この屋や敷しきに囚とらわれているはずだ、だから早く助けにいかなくては──そのことしか頭の中になかった。大体、ゼフィッツイから半日歩き続け、しかも道に迷いながらもようやくたどりつき、日が暮くれるまでどこぞの別荘の物置に隠かくれて眠ねむっていたのだ。空腹と疲ひ労ろうを怒いかりがうち消しているというコンディションで、まともに判断を下せという方が無理だろう。

「問題は、どうやって忍しのび込むかよね……」

　顔をしかめ、一人ごちる。この前はウオルフと屋根裏から忍び込んだが、二度も同じ手が通用するとは思えない。一いつ般ぱん患者に紛まぎれて潜もぐり込む、とも考えたが、あそこの医者には一昨日会ったばかりでもう顔がばれている。

　とりあえず辺りが暗くなるのを待っていたのだが、果たしてどうしたものだろうか。

「湖から這はい登る……ってのはムリね」

　崖がけに地下室の窓でもないだろうかと考え、こうして対岸から観察しにきたのだが、そんなものは見当たらない。

「…………」

　マギーは親指を嚙かみ、足を肩かた幅はばに開いて仁王立ちになって考え込んだ。考え込んだ末、結局、なんの答えも出ないまま、とりあえず屋敷へ行くことにした。

　夕ゆう闇やみに紛れ、別荘に接近する。

　窓には灯ひがつき、柔やわらかい明かりが洩もれている。静かだ。最初に忍び込んだときと同じ、ここには都会の喧けん噪そうはない。灯あかりがあり、人がいることは確かなことなのに、気け配はいがない。不ぶ気き味みな静けさだ。

　湖からの風が吹ふいて、梢こずえがざわざわと涼すずしげな音を立てる。時間外れに鳥がキーン！　と鋭するどく鳴いた。

　屋や敷しきを窺うかがう。

　窓はどの部へ屋やも全開だった。悪わる巧だくみの基地にしては少々不用心だと思ったが、よく考えてみれば今は夏で、部屋の中には病人がずらりと寝ねているのだ。窓が開いているのは当然である。

　ようやく嫌いやな予感がしてきた──ここはマギーの期待に沿う場所ではないということ──が、こうなっては余計なことは考えたくない。マギーは壁かべに背中を張りつけ、ずりずりと身を屈かがめて歩いた。どこか忍しのび込める場所はなかろうか。

（あると言えばあるんだけど……）

　横歩きしながら、ちらりと頭上の窓を仰あおぐ。窓の中には深い眠ねむりについている患者だけだ。監かん視しはいない。つまり、忍び込もうと思えば、どこからでも忍び込めるのである。となると、逆に忍び込めなくなるのが人間の心情だ。バズなり誰だれなりいれば、「行くわよ！」とも言えるのだが、一人ではなかなかその決心がつかない。

　よって、こうして蟹かに歩あるきを続けているのである。

「…………」

「！！！」

　角を曲がったところで、どこからか言い争う声が聞こえてきた。マギーは慌あわてて逃にげようとしたが、

（マシル？）

　聞き覚えのある言葉が飛んできたので、聞き耳を立てる。

　口論しているのは二人だった。一人が一方的になじり、一人が宥なだめているようだ。内容を知りたいが、少し遠いのでよく分からない。

「……しかたないわね」

　マギーは呟つぶやくと、問題の窓に向かってそろそろと這はって近づいた。怒ど鳴なり声が飛んでいる窓は、正面玄げん関かんの隣となりの隣の部屋のものだったので、かなり危険だが、好こう奇き心しんには敵かなわなかった。

　窓の下まで来て、花か壇だんの陰かげに隠かくれるよう、完全に地面に這いつくばる。外からは暗がりが姿を消してくれるが、上から覗のぞかれたらおしまいだ。

　だが、口論の内容ははっきりと聞き取れるようになった。

「だからといって、そんなことは認められない！　人として恥はずべきことだ！」

　若い男の声が相手に食ってかかる。どこかで聞いたことのある声だと思った。もしかしたら、一昨日マギーたちにマシル性ネムリ病の説明をしてくれた医師かも知れない。そういえば、この部屋は医師たちの休きゆう憩けい室しつかなにかだった気もする。

「だが、もう決まったことなのだ。時代の流れなのだよ」

　一方は穏おだやかな声。だが、相手を慮おもんぱかって諭さとしているというよりは、どこか横おう柄へいで傲ごう慢まんな響きがある。

「流れを作っているのは誰ですか！　こんなことは神がお許しにならない、犠ぎ牲せい者しやが何万、何十万出ると思っているんだ！　ペストと同じくらいの死者が出るかもしれない！」

「ペストは常に東と南の異教の地からもたらされてきた。二百三十年前の大流行のきっかけはなんだったかね？　そう、沙さ漠ばくの異教徒との戦争だ。あのときケチャの聖せい地ちは異教徒が持ち込んだペストの災さい厄やくに襲おそわれ、奪うばわれたのだ。戦争に疫えき病びようはつきものだ。そして、疫病を制した者に勝利の女神はほほえむ。有史以来の決まりごとだ、それも分からんで医者をやる気か。君は大学でなにを学んだ？」

「少なくとも、疫病を自らばらまけとは教わりませんでした！」

（ええーっ！）

　マギーは叫さけびそうになるのを、辛かろうじて手で口を塞ふさいでとどめた。

　心臓がドキドキする。今、凄すごい話を聞いた。焦あせって、思わず誰かに解説してほしくて、辺あたりをキョロキョロしてしまうが、誰がいるはずもない。自分で考えるしかないようだ。

（つまり、つまりよ……落ちついて考えて。つまり、この人たちが問題にしてる疫病ってのは、ネムリ病、のことよね。ここはドブラエ公こう爵しやくの別べつ荘そう……公爵は世界大戦を起こそうとしている……つまり、戦争相手にネムリ病を流は行やらせて、やっつけちゃおうってことなんだわ。疫病を武器として使う気なんだわ！）

　マギーは全身から血の気が失うせるようだった。

　話の内容から、ペストが戦争の道具に使われたことはあるようだ。だが、ペストの治ち療りよう法ほうは見つかっていないので、一度流行らせたら自分たちも多大な被ひ害がいを受ける可能性がある。

　だが、マシル性ネムリ病なら？

（ワクチンがある。あれを打っておけば、絶対感かん染せんしない）

　自軍すべてにワクチンを接種させておけば、それこそ眠っている間に敵軍は壊かい滅めつする。こちらは被ひ害がいを受けない。

（ああ……だから武器商人たちは、世界大戦を起こしても平気な顔をしていられるのね……自分たちが勝つことは分かっているんだから。なんてことなの……なんてこと）

　あまりに凄い話に、マギーは頭がくらくらしてきた。戦争とは剣けんと剣がぶつかり、目の前の敵を銃じゆうで撃うって進んでいくイメージしかなかった彼女には、こういう姑こ息そくなやり方があることを許きよ容ようできなかった。

（信じられない。こんなこと、許されるはずないわ……神さまの怒いかりに触ふれるわ！）

　逃にげなくては。

　この場から逃げなくては。

　頭の中で静かなパニックを起こしたまま、マギーはずるずると膝ひざで後こう退たいした。ここにいてはいけない。これ以上、彼らの話を聞いてはいけない。聞いたら、自分も神の怒りに触れる。同類と見られてしまう。許されなくなってしまう！

　角まで来て、マギーは自分の掌てのひらが痛むことにようやく気づいた。膝と手で這っていたせいだろう、手に擦すり傷きずができて、血がにじんでいる。

（水を……）

　体を浮うかせた途と端たん、背後から何者かが抱だきついてきた。

「！」

　とっさに悲鳴を上げかけるが、その前に手で顎あごを摑つかまれ、口を封ふうじられてしまう。腕うでごと抱きすくめられ、身動きできない。一いつ瞬しゆんのことだった。

「！！！」

　マギーは口の中で叫んだ。恐きよう怖ふに体が硬こう直ちよくし、暴あばれようとしても暴れられない。悲鳴を上げることしかできない。その口も塞ふさがれ、喉のどを震ふるわすことしかできない！

　相手はマギーを束そく縛ばくしたまま、屋や敷しきの裏手へと連れ込んだ。相手が誰なのか分からなかった。密着する体と手から大人おとなの男だとは分かるが、それだけだ。首を動かすこともできない。手に嚙かみつこうとしたが、顎から口を摑まれているので、それも叶かなわない。

「静かにしろよ。しねえと、少し痛い思いするぞ」

　耳元で囁ささやかれ、マギーは悲鳴を吞のみ込んだ。

　若い男の声。公爵の手の者だろうか。

（殺される？）

　心臓が口から飛び出しそうなほど緊きん張ちようする。恐怖で頭が真っ白になる。逃にげたいが、逃げ出す方法が考えられない。

　男は茂しげみの中に入ると、彼女を抱いたまま這いつくばった。殺されるより別の危険を感じてマギーは目が回ってきたが、男にはそういう気はさらさらなかったようで、

「まったく、困ったお嬢じようちゃんだ。どこへ行くかと思えば、なんだってこんなところに来たんだろうね。公爵の追っかけをやってたんじゃないのか？」

　なぜか愉ゆ快かいそうな声。

「安心しな、殺しはしねえ。お嬢ちゃんたちには死なれちゃあ困るんだ」

　耳元で囁かれ、マギーはピクッと身を痙けい攣れんさせた。

　お嬢ちゃんたちには死なれちゃ困る。男のこの言葉が、どんなに聞きたかったか！

（ウィルもバズも無事）

　はっきりとそう言われたわけではない。だが、敵にとって彼女たち三人はただの手て駒ごまではなく、利用価値があるということだ。

　利用価値があるかぎり、殺されはしない。

「それに、俺には子供とやる趣しゆ味みはねえ。おっと、気は失うなよ、用があるって言っただろ」

　そんなこと言ってない──マギーはそう切り返すだけの余よ裕ゆうが出てきた。むろん、口が塞がっていたので、声には出せなかったが。

　男はマギーを地面に押しつけ、両膝で体を押さえると、空いた手で頭を鷲わし摑づかみにした。顔を持ち上げられてエビ反ぞりになり、マギーはもがく。

　男はかまわず、頰が触れるほど顔を接近させて、

「まったく、子供だ子供だとバカにしていると、尻しりに火をつけられるな。公爵もヤキが回ったもんだ」

「…………」
















「そうだよ、お嬢ちゃんが考えてるとおりさ」

　無言のマギーの心でも読みとったか、男は嘲あざ笑わらうように答えた。

「公爵たちは世界を巻き込む戦争を起こし、金かね儲もうけを狙ねらってやがる。奴やつらが売るのは軍ぐん艦かん、大たい砲ほう、爆ばく弾だん、銃じゆう、兵士、そしてもっとも新しい商品が疫えき病びようだ。これはワクチンとワンセットになってる。マシル性ネムリ病、いい病気だ。世界中の国々がこぞってこれを買い求めるだろうさ、公爵は腹を揺ゆらして高笑いだ。

　だが、奴らにはやらなけりゃならないことがある。それがなにか分かるか？」

　そう言って、男は指を少しだけずらし、マギーに答えるだけの余よ裕ゆうを与あたえた。マギーは首が苦しくて、悔くやしくて答える気にもなれなかったが、このまま答えないと解放してくれそうにないとも思ったので、弱々しく、

「エテ、メンキ……？」

「そうそう、お利口さんだ。奴らはエテメンキを探し当てないとならない。なぜか？　それがヴィヴィアンとの約やく束そくだからさ。ヴィヴィアンはあいつらにネムリ病のことを教え、ワクチンの製造方法も教えた。その代わりにエテメンキを探させたんだ」

「エテメンキ……って、なに……」

「世界を動かすお宝たからさ」

　あっさりと男は答えた。

「五本の首くび飾かざりと二十三枚の鏡を集めると、お宝は手に入る。首飾りを覚えてるだろ、キリワスの小こ娘むすめが持ってた奴だ」

「……ルミニタ？」

「そうそう、そんな名前そんな名前」

　楽しげに男は同意した。

「その小娘の家に首飾りは二本あった。ジェラルド・モーティマーは娘ごと買い取って、公爵に渡したのさ。もっとも、その直後に、モーティマーの奴はサマドに殺されちまったがな」

「サ……マド？」

　マギーは聞き返した。どこかで聞いた名だが、思い出せなかった。だが、それが武器商人の対たい抗こう勢せい力りよくだろう。

「三本目の首飾りは、ついこの間、ヒックワルドの骨こつ董とう屋やで見つけたんだが、公爵に渡る前に、ウィルがかっさらっちまった」

「…………」

「四本目の首飾りは、おまえさんも知っているはずだ、ウオルフガング・ザンダーの実の父親が運んでいた奴だ」

「ウオルフ……？」

　マギーは耳を疑った。こんなところでウオルフの名を聞くとは思わなかった。

（この事件はあのときから始まっていたの？）

　だとすれば、ウオルフの不ふ可か解かいな逃とう亡ぼうは、事件に巻き込まれるのを恐おそれてのことだったのだろうか。

「その運び屋はちょっとした喧けん嘩かで殺されちまった。港町じゃよくある話さ。それから二十二年間、首飾りは行方不明になっていた……が、調べていくと、当時付き合ってた女が持っている可能性が高い。そこで女の嫁とつぎ先へ行ってみると、なんとびっくり、そこには奇き蹟せきハンターがいるじゃねえか」

　大おお袈げ裟さに驚おどろいた声を出してみせる男。

「そこの息むす子こが俺たちが嗅かぎ回ってるのを知って、奇蹟ハンターに頼たよったんだよ。こうなると迂う闊かつにゃ手は出せねえ。サマドだけならまだしも、奇蹟ハンターも動き出しちまったんじゃあな。

　そこで俺たちは、サマドとも奇蹟ハンターとも接点のあるウィルのもとに、ヴィヴィアンを送り込んだ」

「！」

　マギーは反射的に振ふり返ろうとした。だが、男の手はそれを許さなかった。

（まさか……まさか）

「ウィルにザンダー家の首飾りを回収させようって腹だったんだが……相変わらずだな、こちらがなにもしなくても、まっすぐ渦うずの中心に突つっ込んでくる」

　男の声が低い、小さな呟つぶやきになった。マギーの心臓がどっくんどっくんと鳴り響ひびく。

（ああ、この人は……まさか）

（トリック？）

「そう……だからヴィヴィアンは、最後の最後でウィルに乗り換かえやがったんだ。薄うす々うす気づいてたんだろうが、してやられたぜ」

　言葉のわりには男の声は愉ゆ快かいそうだ。

　もしこの男が本当にトリックだとしても、わけが分からなかった。ヴィヴィアンはトリックが一いつ緒しよに蒸発した相手ではないのか。してやられたということは、ヴィヴィアンはトリックを裏切ったのか。そして、ウィルに乗り換えた？

（ウィルをさらったのは、じゃあ、ヴィヴィアンってこと？）

　トリックを裏切ったということは、武器商人も裏切ったということだろうか。では、対抗勢力──サマドとかいう奴らと手を組んだ可能性もある？　そうだ、奇蹟ハンターもいた。

（武器商人、サマド、奇蹟ハンター、ヴィヴィアン、トリック──ああ、もうごちゃごちゃいっぱいいて分かんない！　ウィルはどこにいるの！）

　パニックに陥るマギーをよそに、男は話を続ける。

「ヴィヴィアンは五本の首飾りを集めさせ、ウィルの前に世界を開いた。ああそうだ、俺たちはウィルの前に開かれたとばかり思って、あれを連れだしたんだが、覚えてるのは『ウラドー』という地名だけ。やれやれ、ウラドーがどれだけ広いと思っているんだ？」

「…………」

「だから俺たちは、ウィルをウラドーに放ほうり出した。泳がしてるうちに思い出すんじゃねえかなってな。一方で、もう一つの可能性を試してみることにした」

「もう一つ……？」

「そう。あの場にいたのは、ウィルとバズ・フェナットと、お嬢じようちゃん、おまえら三人だ。だから、本当は世界が開いたのは、残りの二人のどちらかじゃないかってね。おまえらのどちらかが、エテメンキの在処ありかを知ってるんじゃないかってさ」

　その言葉を聞いて、マギーはカッとなった。

「あたしたち、そんなもの知らないわ！」

　思いっきり叫さけんだつもりだが、喉のどが反そっているせいか、掠かすれた声しか出てこない。マギーは懸けん命めいに、

「あたしたち、エテメンキなんて、知らない！　それがなんなのかも知らない！」

「いいや、知ってるさ」

　男は鼻先で笑った。その息が首筋にかかる。

「俺も勘かん違ちがいしてた。ヴィヴィアンの奴が砕くだけちまったからな、分からなかった。あいつめ、そんなこと一言も言わねえからよ」

　グッと額を摑つかむ男の指先に力が入った。ギリギリと頭ず蓋がい骨こつが悲鳴を上げる。

「ウィルは『ウラドー』。バズ・フェナットは『なにかの模様を見た』。それぞれが、少しずつなにかを覚えているんだ。とすると、あの場に居合わせたお嬢ちゃん、おまえも知ってるってことなんだよ。おまえらは三人で一つだ。三人、全員があれを知っている。そして、三人でないと、知らない」

　そう言うと、男はマギーの頭のてっぺんに唇くちびるを押おしつけてきた。そして、得え体たいの知れない、どこの言語とも分からない言葉を紡つむぎ出す。

「あっ。あっ」

　皮ひ膚ふを通し、頭蓋骨を通し、言葉がぬるりと脳の中に浸しん透とうしてくる。不ふ吉きつな響ひびき。言葉の内容は分からなくても響きが教えてくれる、これは呪じゆ文もんだ。禍まが々まがしい、人を操あやつる為ための魔ま法ほうの言葉だ。

「いや……っ」

　マギーは呻うめいた。聞くまいとするのに、勝手に言葉は頭の中に入ってくる。ぐるぐると呪文が頭を巡めぐり、だんだん早くなる。ほかの思考を跳はねつけ、なにも考えられなくなる。視力も指先の感覚も言語能力すら、それを司つかさどる脳の機能を奪うばわれ、働かなくなる。

（あああああ）

　脳の中で呪文が高速で回かい転てんし、スパークする。白い閃せん光こうが目の裏でまたたき、意識が正常でないことを悟さとる。意識がずぶずぶと自分の内側、内側へと引きずり込まれていくのが分かった。今自分の見ている光が、自分の頭の中で発生しているものだと分かる。

　そして。

　白い光の中に、誰だれかがいる。顔や体なんか光と同化して判はん然ぜんとしないのに、その目だけがやけにはっきりと見えた。銀色のアーモンドアイズ。異国人の目。そして、おお、なんということだろう、一つの目の中に、三つの金色の瞳ひとみがある！

（五本目の首くび飾かざり！）

　そう思った瞬しゆん間かん、両目六つの瞳から閃光がほとばしった。マギーは凝ぎよう然ぜんと立ちすくみ、魔ま物ものの目から放はなたれた怪かい光こうが、前に立つウィルにぶつかったのを見た。

　光は幻げん灯とうのように、ウィルの体になにかを映し出した。斜ななめ後ろにいたマギーにはよく見えなかったが、光はウィルを貫つらぬき、少し離はなれたところにいた彼女とバズにも届とどいた。その光は目的のある形をしていて──

（地図）

　くっきりと脳に焼き付けられる。

（あれは地図。あれはエテメンキの在処ありかを示す地図）

（世界は開かれた！）




「うわああああ！」

　崖がけの窪くぼみで横になっていたウィルは飛び起きた。突とつ然ぜんの頭痛に頭を抱かかえ、七しち転てん八ばつ倒とうする。頭が割れそうに痛いとはよく言ったもので、ウィルはごろごろと身もだえしながら、自分の掌てのひらにぬるりとしたものを感じた。

　血が噴ふきだしている。どこか怪け我がをしているのだ。

　夢む中ちゆうで頭の辺あたりに置いておいた水すい筒とうを捜さがす。が、どこかに蹴け飛とばしたか、見当たらない。

「ちっきしょお……っ！　どこだよ！」

　破れかぶれになって怒ど鳴なると、

「捜し物はこいつかい？」

　嘲あざ笑わらう声。ハッと顔を上げると、月を背負い、サマドのジラが立っていた。逆光になってよく見えないが、野性的なハンサムな顔には、にやにやと人の心を尖とがらす嘲ちよう笑しようが浮うかんでいる。

　そして手には、ウィルが喉から手も出んばかりに欲しい、水筒が摑つかまれていた。

「かっ……返せ！」

　全身から汗あせが噴ふきだすのを感じながら、ウィルは恥はじも外聞もなく叫さけんだ。大人おとなびたふりをすることも、ジラに引けを取らないよう画かく策さくすることもできなかった。あの水筒が欲しい。水筒の中で揺ゆれている水が欲しい。

　ジラに飛びかかる。だが、目め眩まいがして、呆あつ気けなくジラに突き飛ばされてしまった。

「水が欲しいのかい？　可か哀わい相そうになあ、そんなになるまで苦しんで」

　みじんも可哀相だと思っていない声こわ色いろで、ジラは言う。

「だから言っただろ。エテメンキの場所を思い出さないかぎり、その頭痛は続くって。二度と安らかに眠ねむることはできねえって。あーあ、額が割れてるぜ」

「…………」

　ウィルは血ち反へ吐どをはく思いで呟つぶやいた。

「ん？　なんだって？」

　ジラが身を屈かがめ、自分の耳に手を当てて聞き返す。ウィルは大きく息を吸い込んで、体中の悪意をぶつけるように怒ど鳴なった。

「カリボスだよ！　カリボスにエテメンキはある！　それ以上は俺は知らねえ！　それ以上の文句はヴィヴィアンに言いやがれ、ちっきしょう！」

　ぜいぜいと、肩で息をする。

　思い出した。

　あれだけ問い続けても答えが出なかったのに、なぜ急に思い出したか分からなかったが、エテメンキの在処が分かった。

　あの爆ばく発はつのとき、四本の首くび飾かざりがヴィヴィアンの上に乗せられたとき、ウィルは彼女の目から放はなたれる光を受け、脳に刷すり込まれた。

　エテメンキの在処を示した地図を。

（あいつが五本目だったんだ、ヴィヴィアンが五本目の首飾りだったんだ）

　だから五本の首飾りは集まったことになっていたのだ。よもや人間が首飾りだなんて、思いもよらなかった。

（あいつは人間じゃない）

　瞳ひとみが白目の中に三つあった。一週間、飲まず食わずでも大だい丈じよう夫ぶだった。怪かい光こうを発した。これでも充じゆう分ぶん人間でないと言えるではないか。

　すっと、目の前に水筒が差し出された。なにか考えるより早く、ウィルはそれをひったくると、水筒を口に突つっ込んだ。

　生ぬるい水が喉のどを洗う。胃いの腑ふに落ちていく。じんわりと痛みを洗い流していく。

　ウィルはさほど多いとは言えない水筒の中身を、それこそ最後の一滴まで、息いき継つぎすることなく一気に飲み干した。それでも全然足りなくて、思わず傍かたわらのジラを仰あおぐ。

　ジラはにやにや笑いながら、

「なに犬っころみたいな目で見てんのさ。そうやって、奇き蹟せきハンターにおねだりしてきたのかい？」

「俺おれはっ！」

　思わずジラに食ってかかろうとしたが、やめた。ようやく感情的になることは得とく策さくでないと考える自分が戻もどってきた。

　深呼吸をして心を落ちつかせる。頭痛も大分引いた。

　ジラを睨にらみながら額を拭ぬぐうと、血がべったりとついた。どこか怪け我がをしていると思ったが、手で触ふれるかぎり外がい傷しようはない。

　だが、それに気を取られている暇ひまはなかった。怪我がないならないでいい。

　当面の問題は、この目の前のジラだ。

　ウィルは辺あたりを素早く窺うかがった。ジラ一人だけなら幸せだったが、そう都合よくはいかず、彼の仲間が三人、窪くぼみの外に立っていた。これでは再度逃こげるのはムリだろう。

（もともと逃げ出すことなんかできなかったってわけか。泳がされたんだな）

　道理で簡単に逃げ出せたはずだ。ウィルは自分の甘あまさに舌した打うちしたい気分だった。そんなにサマドは甘くない。

「王子さま、そうつむじを曲げるなよ。思い出したのは喜ばしいことだぜ──でも、王子さまはカリボスがどこにあるか分かってんのか？」

「知るか、そんなとこっ」

　ぷいっとそっぽ向いて言い放はなつ。むろん、それは噓うそだった。ヴィヴィアンに刷り込まれたのは地図だ。地図上の一点にカリボスはあった。どうせ黙だまっていたってすぐに調べあげるに違ちがいないから、少しくらい意地悪もしていいだろう。こんな苦しい思いまでして、思い出してやったのだから。

「それよりヴィヴィアンはどこ行ったんだよっ」

「あー？」

「俺をアパートからここに連れてきたのはあんたたちなんだろ。ヴィヴィアンをどうしたのさ。あの野郎、ややこしいこと押おしつけやがってっ」

　腹立たしくて、一言文句を言ってやらないと気がすまなかった。だが、ジラは肩かたをすくめて、

「残念だったな、そいつは見けん当とう違ちがいだ」

「なにがっ」

「王子さまをウラドーに連れてきたのは俺たちじゃねえ。連れてきたのは王子さまのお父上の仲間さ」

「あ……そう」

　ジラの話に、急に怒いかりがしぼんでしまった。サマドでなければトリックだと見当はつけていたが、本当にそうだと知ると、やはり滅め入いってくる。

「じゃあ、親おや父じも……ウラドーに？」

「そいつはあ保証できねえな。奴やつら、おまえさんを放ほっぽりだしたあと、姿を消しちまったからよ」

「消したあ？」

「大おお方かた、俺たちに面めん倒どうを押おしつけて、どっからか見張ってんだろうが、その中にトリックがいるとは断言できねえな。奴にはゼフィッツイでやることがあるだろうしよ──まあ、ヴィヴィアンも見てねえな」

「な、なんだ、そりゃ」

　ウィルはへなへなと脱だつ力りよくし、岩がん壁ぺきにもたれかかった。まったくトリックのやりそうなことである。それを考えると、一気に疲つかれが出てきて、体が重くなった。誇こ張ちようではなく、連日の寝ね不ぶ足そくと疲ひ労ろうが出てきたのだろう、地の底に引きずり込まれそうだ。

「俺たちはあいつらを追ってウラドーくんだりまで来たんだ。今は立場が逆だぜ。切きり札ふだはこっちにある。な、世界を開いた王子さまよ……おい、聞いてんのか？」

　そう訝いぶかしそうに問うジラの声が遠い。

　ウィルは急速に、深い眠ねむりの中に落ちた。とても疲れていた。







　５　山に登ろう







「そうさ、モーティマー家に集まってた死の商人に断だん罪ざいを下したのは、我々サマドさ。あの首くび飾かざりを奪うばうのはサマドだったのに、王子さまが横から掠かすめとったから、首飾りは五本集まっちまったんだよ。呪のろうなら、自分のその、なんでも首を突つっ込みたがる性格と、まっすぐ渦うずの中心を目指す勘かんの良さを呪うんだな」

　ジラは歩きながら、けけけっと喉のどを引きつらせたような笑いを上げて、そう説明した。ウィルは渋じゆう面めんで彼の話を聞く。

「おまえんとこにヴィヴィアンが送り込まれてきたのは、ザンダー家にある首飾りを回収させる為ためだ。ザンダー家は奇き蹟せきハンターに取り込まれてたからよ、トリックは手が出せなかったんだ。でもなぜか、自分の息むす子こは奇蹟ハンターの幹かん部ぶ、ハワード・イコナ教授と仲がいい。奇蹟ハンターも息子には手を出さないだろう──そういうことさ。

　つまりおまえの父親は、武器商人たちと手を組んでるんだ。トリックがなぜラズボーンからドブラエに乗り換かえたか分かるか？　えっ、ラズボーン公こう爵しやくの王子さまよ」

「……どうでもいいけど、いい加減、この扱あつかいはやめろよな」

　顔を近づけ、愉ゆ快かいそうに尋たずねたジラに、ウィルはげんなりして言い返した。

　今ウィルは網あみの中に入れられ、それを縛しばった丸まる太たを二人がかりで担かつがれているという扱いを受けていた。気分は落とし穴で捕つかまり、運ばれていく野生の豚ぶただ。

　夜が明けると同時に、カリボスを調べに麓ふもとへ降りていたサマドの男が戻もどってきて、ブラダ山への登山が決定した。カリボスは、現在小康状態にある活火山、ブラダ山の中にあった。

　そして、ウィルを除いた六人のサマドが、こうして登山を楽しんでいるというわけである。

　山は火山灰ばいに覆おおわれ、一面薄うすら白かった。もともと灌かん木ぼくしか生はえていなかったようだが、今は灰色一色でいっそうみすばらしい山肌だ。一歩踏ふみ出すごとに灰が舞まい、細かな粒りゆう子しが気管に入ってむせた。

　それにしても、山道を自分で歩かなくてすむのはいいが、袋ふくろ状じようの網がゆらゆらと揺ゆれて、気持ち悪いことこの上ない。つまり乗り物酔よいだが、これ以上情けない「乗り物」もないだろう。

「縄なわで縛ってりゃいいだろ。ここから降ろせよ、そのうち吐はくぞ」

「降ろしたら逃にげようとすんじゃねえか」

「だから、逃げないって言ってんだろ」

「自分の言葉に信用があると思ってんのかい？　それとも、奇蹟ハンターはもっといい扱いをしてくれたか？」

　ことあるたびにハワードとのことを揶や揄ゆするジラに、ウィルはかちんときて、

「ああ、そうだねっ。ハワード・イコナは立派な紳しん士しだったね。もっと丁てい重ちように扱われたよっ」

「あいにくと、俺は紳士じゃなくて、司し祭さいだからなあ」

　ふむふむと、無ぶ精しよう髭ひげの生えている顎あごを撫なでて、いかにも残念そうにジラは言う。ウィルはばかばかしくて、反論する気も失せてしまった。

　仏ぶつ頂ちよう面づらでそっぽ向き、

「……それで？」

「ああ？」

「なんで親おや父じがシンシアからドブラエ公爵に乗り移ったか、だよっ。自分の言ったこと忘れるなよっ」

「なんだ、分からなかったのかよ。ラズボーン公爵はとても正義感の強いお方だからさ」

　ジラはにやにやと笑っている。意地の悪い謎なぞかけを出して、相手がどう答えるか待っている表情だ。

　むろんウィルも、シンシア・ラズボーンが正義感が強いなどと、聞いたことがない。

　つまり、裏の意味は、

「……親父は、戦争を起こす相手を選んだってことか？」

　ウィルは声をひそめて、聞き返した。

　ならば、シンシアはパートナーとしては不適切だ。彼女が世界大戦を望むはずがない。正義感からではなく、彼女の繁はん栄えいは今の平和の上──見せかけの上でも──に成り立っているからだ。戦争を招まねくことは自らの首を絞しめる行こう為いだ。

　ジラはニヤリと右の口くち端はを大きく吊つり上げた。

「奴やつが欲しいのはエテメンキだが、エテメンキを手に入れたあと、なにすると思ってんだ？　部へ屋やに飾かざって眺ながめるか？　俺たちや奇蹟ハンターのようにぶっ壊こわすか？　違ちがうだろう？　おまえは分かってるはずだ、エテメンキがどんな力を持っているか」

「神をも凌しのぐ力を……」

　そう言いかけた途と端たん、ウィルは網あみ越ごしに胸ぐらを乱らん暴ぼうに摑つかまれた。一いつ瞬しゆんのうちに眼に突つきつけられたナイフの鋭するどい切きっ先に、息を吞のむ。

「言葉には気をつけような、王子さま」

　ニイッと笑ってジラは言った。その黒こく曜よう石せきの瞳ひとみはまっすぐウィルを見つめ、笑っていなかった。口元だけの笑み。

　もう一度同じことを言ったら、容よう赦しやなく刃やいばを目に突き立てる。そう脅おどされている。

　ウィルは相手の気き迫はくに吞のまれたまま、頷うなずいた。それを見み届とどけ、ジラが彼を離はなす。

　解放されたウィルは、ようやく自分がサマドの禁句を発言したことに気がついた。

（そうだ。こいつらはその為ためにエテメンキを捜さがしてるんだった）

「神をも凌ぐ」と称しようされる秘ひ宝ほうを破は壊かいする為に──神を凌ぐ存在はあり得ないとして。

「神の威い光こうを守る者」、サマド。そのことを今さら思いだす。

　ウィルは少々尻しり込ごみしながら、横で鼻歌混じりに歩いているジラに向かって、

「……親父は、なんで戦争なんか、起こしたがってるんだ？」

「父親が心配かい、王子さま。優やさしいこって」

「だってあいつ、そういうタイプじゃねえもん」

　ことさら素そっ気けなく、ウィルは言い返した。心配しているわけじゃない。そう言い渡すつもりで。

「あんた、前に言っただろ。トリックが今ごろ元気なわけないって。親父は亡ぼう霊れい憑つきなんだ」

　そうだ。冒ぼう険けん家かアリアドニ・クラドックが残した遺ゆい言ごん状じようが思い出される。トリックに向かって、はっきりと「亡霊憑き」と書いてあった。

　あのときはなんのことか分からなかったが、あれがヴィヴィアンを指しているとしたら？

　ヴィヴィアンはハワードの話では、沈ちん没ぼつ船せんの中から助け出されたという。もしそれが誇こ張ちようでなかったとしたら、ヴィヴィアンはシノン文明時代の亡霊だ。まさしく。

（じゃなかったら、瞳が三つもあるもんか。目から光を放はなつもんか）

　ヴィヴィアンは人間ではない。化ばけ物ものだ。そして、トリックはそれにとり憑つかれている。

「戦争を起こしたがってるのは、ヴィヴィアンの方なんだろ。エテメンキはシノン文明の秘ひ宝ほうなんだから、エテメンキを欲しがってるのもヴィヴィアンだ。ばか親父はあの女にとり憑かれてるだけだろ。あの女、なにを考えてるんだ？」

「…………」

　ジラはそれには答えなかった。なにか言いたそうなまなざしでウィルを見下ろしている。だが、本当は言うつもりなんかさらさらないに違ちがいない。ヴィヴィアンの目的をウィルに話すのが都合悪いのではない。ウィルがやきもきするのを見ていたいのだ。ウィルが悩なやみ苦しみ、猜さい疑ぎ心しんを募つのらせていくさまを見たいのだ。

　ウィルは唇くちびるを嚙かみしめ、ジラを睨にらんだ。話さないジラに対する恨うらめしさと、自分の中に潜ひそんでいた気持ちに気づかされた恨めしさが、ない交まぜになる。

（俺おれはそれでも親父を、信用しようとしている）

　どうしようもない親父と、見捨てたはずだった。なにをしていても、もう自分とは関係ないと考えていた。助けてやるもんかと思っていた。

　なのに。

「……シンシアは」

「んあ？」

「シンシアは、どうするつもりなんだろう」

　話を変えたウィルに、ジラは肩かたをすくめてみせた。

「俺が知ってるかぎりじゃなにも動いてねえぜ。こっちもウラドーに十日近くいるんだ、その間ゼフィッツイがどう変化したかは分からねえよ」

「シンシアが動いてない……？」

　ウィルは訝いぶかった。父親がシンシアから離り反はんしたというなら、彼女が黙だまっているはずはない。ジラの発言が正しいなら、トリックはシンシアにとっての敵だ。

（シンシアの奴やつ、なにか企たくらんでるのか？）

　シンシアの考えていることこそ、ウィルには分からなかった。遠いゼフィッツイでなにが起きているかも。

　今はそう、

（ルミニタを助けること）

　それだけが確かな決心だ。

　ジラが言うには、彼女は首くび飾かざりを代々受け継ついできた家の娘むすめで、それをキリワスの前ぜん総そう督とくジェラルド・モーティマーによって発見され、首飾りもろともドブラエ公こう爵しやくのもとに送られたのだという。彼女もこの事件に最初から組み込まれていたのだ。彼女自身も知らないところで。

（エテメンキを見つければ、ルミニタの居場所も分かるはず）

　だから、こうして大人おとなしく、ジラたちのエテメンキ捜さがしに付き合っているのだ。

　サマドがエテメンキを破は壊かいするのはいい。どういうものか分からないが、戦争の道具となるなら、ない方がいいに決まっている。だが、ウィルにとってはそれは二の次だった。ルミニタを、あの鳶とび色いうの目をした可愛かわいい少女を救いださなければ。

　それを考えていれば、父親への戸と惑まどいはなくなる。信念は一つになる。

　ウィルは山を仰あおいだ。灰はいをかぶった不ぶ格かつ好こうな岩山が見える。カリボスの場所は大体分かっている。方向感覚はとてもいい。麓ふもとの人間は裸はだか山やまに用はないのか、道はないが、行く手を遮さえぎる森があるわけでなし、登山は今のところなかなか順調だ。もっとも、山頂に近づけば近づくほど山の形はいびつになり、なだらかな裾すそ野のとはかけ離はなれた絶ぜつ壁ぺきがそそり立っている。あれを迂う回かいするとなると、かなり苦しい登山になることは分かるが、遅おそくとも昼には目的地に着くだろう。

（まさか、尾根を歩くにも、この網あみん中じゃねえよなあ）

　足を滑すべらしたらそのまま麓までごろごろ転ころがっていきそうな、なにもないすっきりとした斜しや面めんを見て、ウィルはぞっとした。




　そんなウィルの心配は杞き憂ゆうだったようで、道を一つ一つ捜しながら進むような斜面になると、ジラはウィルを網から解放してくれた。代わりにロープを腰こしにつながれたが、もっともこれは滑かつ落らくを防ぐ為ために全員に施ほどこされた処しよ置ちだった。

　昼前にいったん、頂上から南に二百メートルほど下にぽっかりと口を開いた、古い火口に到とう着ちやくする。そこで何度目かの休きゆう憩けいを取った。

　火口はすり鉢ばち状じようの穴あなになっていた。鉢の底では湯気が湧わき立ち、様子は窺うかがえない。あれが火口の喉のどだろう。灰はいを吹ふき散らしていたのはこの火口だというが、今は沈ちん静せい化かしていた。

　ウィルは火口のへりから覗き込み、すぐに頭を引っ込めた。そして、水を飲んでいるジラに向かって、

「噴ふん火かしない？」

「さあな。奴やつも気まぐれだからなあ。ほらよ、食っとけ」

　ジラは素そっ気けなく言い、干し肉の欠片かけらとチョコレートを放ほうり投げてきた。彼の仲間も同じように、少量の水と肉をとっている。

　ウィルは遠えん慮りよせず受け取った。遠慮するのも反はん抗こうしてハンストを起こすのも、山の中では得とく策さくではない。

　肉を口に放り込み、ぐちゃぐちゃ嚙んでいるうちに唾だ液えきが出てくる。それだけでも水分が取れた気になる。甘あまいものも疲つかれた体にはいい。

「なんか、変だよなあ」

　肉を嚙み続けながら、ウィルは呟つぶやいた。それをジラが鋭するどく聞き留めて、

「王子さま、なにが変だって？」

「その王子さまって呼び方やめろよな──なんか、この火山、変だと思わない？」

　山頂を仰ぎながら答える。抜ぬけるような青空をバックに、山頂までほぼ垂直の壁かべがそそり立つ。さすがは火山、手がかりのハーケンを打とうにも、脆もろい山やま肌はだはぼろぼろと崩くずれて、登るに登れない。彼らの目的地が山頂でなかったのは幸運だ。

「灰を噴ふくほど活動してるんなら、もうちっと、こう、賑にぎやかだと思うんだけどなあ。静かすぎると思わない？」

　眉み間けんにしわを寄せ、ウィルは唸うなる。相手が自分を拷ごう問もんまがいの尋じん問もんをした敵だろうと、疑問を感じたときはそんなことはお構いなしに聞いてしまう辺あたり、ウィルはしっかりと学者の血を受け継ついでいた。

「はっはーん。王子さま、なかなか鋭いじゃんか」

　感心したふりをしてバカにした口く調ちようで、ジラは言った。ウィルはムッとして、

「あっ、やっぱりなんか知ってんな」

「くっけっけ」

「変な笑い方すんなよっ。なんだよ、本当はこの山、噴火なんかしねえんだろ」

「じゃあ、この灰はどう説明する？」

　ジラは腕うでを広げて眼下に広がる灰色の山肌を指した。

「だあれが灰を撒まいた、灰の中の王女さまあ。町中真っ白、お后きさきさまは真まっ青さおにい」

　歌い古された童どう謡ようをばかでかい声で歌い、げらげらとジラは腹を抱かかえて笑った。まったくなにがおかしいのか、ウィルには理解できない。

　笑い転ころげるジラを憮ぶ然ぜんと眺ながめて、

「あんた、本当に偉えらい奴やつなわけ？」

「おうさ、俺おれはサマドの司し祭さいだ」

　肩をそびやかして、ジラは自信満々に答えた。だが、その言葉も空そら々ぞらしい、ウィルをバカにする響ひびきしか感じられない。どこに「司祭」としての威い厳げんや誇ほこりを感じろというのだろうか。

　ウィルは呆あきれて、

「あんたって変な奴！　男か女かも分からないし！」

「なんだ、そんなこと知りたかったのかよ」

　親しげに言うなり、ジラはいきなりウィルを突き飛ばした。

「わっ？　わっ？」

　ひっくり返るウィルの上にジラは馬乗りになると、顎あごを摑つかんで自分の方を向かせ、

「昔々な、サンドラっつうしみったれた女がいて、そいつは自分の立場もわきまえず、よそから来た男と一族を抜ぬけ出そうとしたんだ。しかあし、神の寵ちよう愛あいを受けた一族を抜けようとした女にゃあ、神のご加護はない。女は敢あえなくとっ捕つかまって、相手の男と一いつ緒しよに簀す巻まきにされて、川に流されたのさ」

　愉快そうに喋しやべるジラ。目が笑っている。本気で楽しんでいるのだ。

　ウィルは摑まれている顎に痛みを感じながら、ジラが言っているのは彼の母親のことだと考えた。前にもその話は聞いた。

　横目でサマドの仲間を見ると、彼らは黙もく々もくと肉を咀そ嚼しやくし、体を休めていた。誰もこちらを見ない。今までも、一度とてジラ以外のサマドは口をきいてこなかった。ウィルをジラに押おしつけているというよりは、彼の存在そのものを無視しているような態度だ。

「おい、人の話の最中に、どこ見てんだよ」

　平手でこめかみの辺あたりを叩たたかれ、ウィルは再びジラを仰あおいだ。そして、ぎくりとする。

　一いつ瞬しゆん目を反そらした隙すきに、ジラは今までのジラから変化していた。

　顔かたちはそのままだが、ウィルを見つめるそのまなざし──潤うるんだような熱いまなざしに、口元に浮うかぶ婉えん然ぜんたる微び笑しようは、男ではなく女のそれだ。体の動きも男の粗そ野やな動きではなく、巨きよ大だいな猫ねこを思わせる女のしなやかな動きになる。

　狡こう獪かいな狼おおかみから、海千山千の山猫に変化した。

「サンドラには二人の子供がいたわ。男と女の双ふた子ごよ」

　薄うすい唇くちびるから紡つむぎ出される声も、女の甘あまい、媚びるような響ひびきだ。その豹ひよう変へんにウィルはぞっとして、硬こう直ちよくしたままジラの口元を凝ぎよう視しした。

「サンドラが川に落とされたとき、掟おきてに従って子供たちも処しよ分ぶんされることになったわ。なぜって顔しているわね？　子供たちには罪つみはない？　ちょっと考えれば簡単なことよ。掟を破ったら、親兄弟子供も孫まごもみんな同どう罪ざい。連帯責任を負わせて、掟を破らせないようにしているの。サンドラは親も子供も、すべてを犠ぎ牲せいにして、男と逃にげる方を選んだ。

　双子の子供たちは縄なわ打うたれ、磔はりつけにされたわ。でも、断罪の刃やいばが小さな体を貫つらぬくとき、雷かみなりが二人の上に落ちたの。人々が気づいたときには、双子はいなくて、代わりに一人の子供がいたわ。男とも女ともつかない子供がね……」

　最後の方は囁ささやき声になる。ウィルは息を詰つめてジラの話を聞いた。

「一族の者たちはこれを神の徴しるしとして、司し祭さいに祭り上げたわ。ふふふ、ええ、そう、分かる？　それが私……分かるわよね、くっくっく、わ、分かる、分かるよ、なあ」

　なぜか途と中ちゆうから笑い声が入ってきて、しまいにはこらえきれないといった様子でジラは男声に戻もどってげらげら笑いだした。おかしすぎてどうしようもないらしく、ジラはウィルの上から退のくと、体をくの字に折って、げらげら下品な笑いを上げ続ける。

「え？　え？」

　ウィルはキョトンとして、爆ばく笑しようしているジラを見つめた。なにがなんだか分からなかったが、ジラが涙なみだをぼろぼろ流しながら、

「ばっかみてえ！　すっげえマジになって聞いてやがんの！　くけけけ！」

「あっ！　てっめえ、騙だましたな！」

　ようやくそのことを理解し、ウィルは顔を真まっ赤かにして食いかかった。が、ジラは長い足でウィルの腹を蹴け飛とばした。すっ転ころぶウィルを見て嘲ちよう笑しようする。

「ばーか、んなことあるわけねえだろーが。神は人間を救ったりしねえよ」

「……ーっ。なんだよ、それっ。『神の威い光こうを守る者』にしちゃ、ずいぶんな言いぐさじゃねえかっ」

　したたか打った尻しりをさすりながら、ウィルは反論した。だが、ジラは傲ごう然ぜんと、

「神は人なんか救わねえ」

　きっぱり断言する。二の句が継つげないウィルに、ジラは言葉を続けた。

「神は人間を特別には創つくらなかった。神は人間も石ころも等ひとしく創ったのさ。だから、神が人の姿をしているはずはないし、人間にだけ救いの手を差し伸のべるはずもない。

　神の寵ちよう愛あいを受けた一族？　けっ、寵愛なんざ詭き弁べんだ詭弁！　神の気まぐれな偏かたよりで、異い端たんの力を持たされて生まれてきたサマドにゃあ、そう言っててめえでてめえを慰なぐさめてんのさ。
















　始祖エリヤは神の存在を示しただけだった。神は至高の存在で、我々は彼の一部に過ぎないのだと。生せい殺さつ与よ奪だつは神の一存にあり、その裁さい断だんは我々人間の知るところではない。神は喜びを語らない、神は幸せを語らない、神は憎しみを語らない、神は苦しみを語らない。なぜか？　なぜなら、神は人ではないからだ。人の愚おろかしい感情など持っていないからだ。その神が、なぜ人を救う？　なぜ人を哀あわれむ？　神は哀れみを持たない。なぜなら、神だから。哀れみを持った者は、それは神ではない！」

「…………」

「エリヤはそう語った。我々はその教えを学び、伝えてきた。なぜなら、その考えがサマドには合っていたからだ。神が人を救うのなら、自分たちにこんな異い端たんの力を授けるはずがない。神は気まぐれだから、人間など顧かえりみないから、俺たちは異端にされたと納なつ得とくができた。そういう教えだった。

　だが、エリヤの生まれ変わりという輩やからが現れ、群衆の手て垢あかがつくにつれ、エリヤの教えは歪ゆがめられ、人にとって都合のいいように変えられてしまった。神を信じていれば救われる？　はっ！　神は何者も救わない、だから神なんだ！　信しん仰こうは人を支配する道具になり、神の威い光こうは貶おとしめられてしまった。神は教えなんか持っていない。教えを説いたのは始祖エリヤであり、二番目のビルダだ。イザはもう神がなんたるか理解しちゃいなかった。なのに、あたかも自分が神の代弁者であるようなツラをして、人の生きる道を説といて回った。神は人がどのように生きようが知ったこっちゃねえってのに。そして群衆は、神の子と呼ばれた人間こそが、神であるかのように崇あがめ、扱あつかい、そして神を忘れていく！　おまえが祈いのる相手は誰だれだ？　至高の存在か？　それとも『代弁者』たる神の子か？　神の子だろう！　おまえたちは分かってるんだ、本当は分かってるんだ、神は人間など顧みないと！　人間を救えるのは人間しかいないってことを！」

「…………」

　ジラの激はげしい弁説に、ウィルは面めん食くらった。呆ぼう然ぜんと彼を眺ながめ、ただただ圧あつ倒とうされていた。反論してはいけない、そう五感で悟さとる。

　ジラは高ぶった感情を抑おさえつけるように、低い、小さな声で、

「おまえらは神の存在を信じてるわけじゃねえ。自分たちを救ってくれるなにかを欲ほつしてるだけなんだ。神はもっと崇すう高こうなる存在で、人なんか救わない。それを群衆は忘れている。エリヤの教えを守る者は、俺たち以外にもういない」

　ジラは疲つかれたように卑ひ屈くつな笑みを浮うかべると、どっと崩くずれるように座すわり込んだ。そのまま倒たおれてしまうのではないかと、ウィルは思わず腰こしを浮うかしたが、だが、そんなことはなく、ジラは乱暴に水すい筒とうを摑つかむと、一気にあおった。そして、くけけけ、と小さく笑い出す。誰を嘲あざ笑わらっているのか、分からなかった。

（サマド。神の威光を守る者）

　ウィルは黙だまったまま、喉のどを震ふるわせて笑い続けるジラを見つめた。




　火口を回り、山の裏手へと向かう。灰はいが積もって滑すべりやすい山やま肌はだに思いのほか時間をとられたが、目的地に達したのは、予想通り昼過ぎだった。

　そこは頂上へつながる絶ぜつ壁ぺきにできた、細い裂さけ目で、大人おとなが腕うでを広げれば両りよう壁かべに手が届とどくほどの狭せまさだった。天てん井じようまでは百メートル近くあるだろうか。まるで巨きよ大だいな杭くいを打ち込まれてひび割れたような、大地の裂け目だった。

　その裂け目を、ゆっくりと進んでいく。

「ここがカリボス？」

　ウィルは今にも両脇の壁かべが迫せまってきて、くっついてしまいそうな錯さつ覚かくに囚とらわれながら、後ろを歩くジラに尋たずねた。ジラは口元をいやらしく歪ゆがませて、

「ウラドーの人間は、女のあそこをカリボスって呼ぶんだよ」

「…………」

「ここは火山が冷え固まったときに、縮んで割れたのさ。まだブラド山は若いって証拠だ」

「若い女ってこと？」

　下品なことを平気で口にするジラに、ウィルは憮ぶ然ぜんと言い返した。ジラはげらげらと笑った。その笑い声が両壁に反射する。

「分かってんじゃねえか、王子さまよ！　よかったな、世界はおまえの前に開かれたんだぜ。若い女が脚あしおっぴろげて待ってるってえのは、ガキんちょには刺し激げきが強すぎるって心配しちまったぜ」

「…………」

「おっと、そう怖こわい目で見んなよ。こいつあ冗じよう談だんでもなんでもねえ。ブラダ山は聖せい地ちだ、女人禁制のな。山の神は女神と相そう場ばが決まってて、だから女を入山させると機き嫌げんが悪くなる──こいつはシノン文明の考え方だ。このウラドーには確かにシノン文明の名な残ごりがあるってわけよ」

　得意がってジラは説明する。多分に興きよう味みを惹ひかれる話だったが、この男の話に乗っても、どうせ最後にはバカにされると用心していたので、

「そんな話はエドにでも聞かせてやりゃいいや」

　いかにも興味なさそうに素そっ気けなく言う。

「それより、あんたたちってあの鏡、エテメンキを手に入れる為ための二十三枚の鏡って奴やつ、全部集めたのか？」

「王子さまのお持ちになっていた一枚を含ふくめて、九枚は持っているぜ」

「九枚!?　たった九枚かよ！　それで秘ひ宝ほうが手に入るのか!?」

　わざとらしく、必要以上に驚おどろいてみせる。本当に驚いたのが半分と、今までバカにされてきた仕返しが半分だ。

　だが、ジラはせせら笑った。

「俺らがなんでエテメンキなんか手に入れなきゃなんねえんだよ、ばーか。在処ありかさえ分かりゃいいんだ。在処さえ分かれば──あとはブッ壊こわすだけだからな」

　うっと言葉に詰つまるウィル。確かにそれはそうだ。

「で、でも、あんたたち、奇き蹟せきハンターを狙ねらってたじゃないか。目的は同じくせに」

「なんだ、王子さまは奇蹟ハンターに肩かた入いれするのかあ？　知ってるだろ、サマドと奇蹟ハンターは敵だってな。奴らが胡う散さん臭くさいニセ奇蹟を潰つぶしてるのは結構なことだ。が、奴らは神を信じねえ。神を信じねえ奴は異教徒よりたちが悪い。異教徒は教えが違ちがうだけで、結局のところ神を信じてるからな」

「違う神でもいいわけ？」

「ばーか、神は至高の存在で、唯ゆい一いつ無む二にだ。神が二人も三人もいてたまるかよ」

　げらげらとジラは笑うが、ウィルには合点が行かないことこの上なしだった。

「オマケに奴は王子さまを独ひとり占じめして、ウラドーから出ていこうとした。いちばんの切きり札ふだを手にして、いったん引くつもりだったのさ。だから殺さねえと」

「じゃあ、俺が手に入ったんで、もう奇蹟ハンターなんか目もくれないってわけだ」

「やけに庇かばうじゃねえか──と言いたいところだが、エテメンキさえ破は壊かいできりゃ、奇蹟ハンターなんかどうでもいいさ。安心したまえ、ウィルくん」

　最後のセリフはハワードの口くち真ま似ねをしたらしく、ジラは自分の冗じよう談だんがたいへん楽しかったのか、ひいひいと引きつった笑いを上げた。ウィルは腹立たしくなって、それ以上はジラを無視することにした。

　そして、裂さけ目めの終わりまでたどりつく。

　裂け目のどん詰づまりは、Ｕ字型の滑なめらかな曲線を描いて終わっていた。滝たきが流れた跡あとのようにも見えるが、先頭を歩いていたサマドがなにかを目ざとく発見したようで、目線の高さの壁かべに手を伸のばすと、表土をこすり落とした。

　すると、奥おくから輝かがやきを失った、曇くもったガラスのような透とう明めいな三角形のプレートが現れる。

「あれは……」

　小さなプレートだった。三角の中になにか模様が浮うき彫ぼりになっているが、汚よごれがこびりついて、形は判はん然ぜんとしない。

　プレートを発見した男がジラに頷うなずきかける。彼は頷くと、ウィルを見下ろして、

「さて、どうする、王子さま」

「どうするったって……とりあえず触さわってみる」

「もうちっと育ってくれよ、王子さま」

　そう言うと、ジラはウィルを脇わきから抱かかえ、プレートの高さまで持ち上げた。

　ウィルは手を伸ばし、一いつ瞬しゆんためらったが、羽ではくように人差し指で軽く触ふれた。

　途と端たん、プレートから黒い光線がほとばしった。

「うわっ!?」

　仰ぎよう天てんして、ウィルは反射的に逃にげようとしたが、ジラがそれを許さなかった。

　光は痛みを伴ともなわなかった。浴びたウィルの体に黒い線を浮うかび上がらせる。

「これは……」

　ウィルは自分の体に映し出された線を見て、息を吞のんだ。

　この形を知っていた。ヴィヴィアンがその妖あやしい眼がん球きゆうから吐はき出した光の地図と、同じ図だ。

　すると、今度は黒い光に触しよく発はつされて、ウィルの体から白い光が放ほう出しゆつされた。まるで割わり符ふのように、それは黒い光に映し出された地図とぴったり合致した。

　そして、なにもなかった岩がん壁ぺきに、小さな扉とびらの形が淡あわい光となって浮かび上がった。それが泥どろと砂を落としながら、ゴゴゴと鈍にぶい音を立て、スライドしていく。

　これが鍵かぎなのだ。ウィルは悟さとった。

　世界が自分の前に開かれるというのは、こういうことだったのだ。首くび飾かざりがエテメンキを手に入れる鍵というのは、こういうことだったのだ。

　この、絶壁の奥おくに、エテメンキがあるというのか？

「扉が……開く！」

　誰かが感かん慨がい深ぶかげに呟つぶやいた。ウィルも固かた唾ずを吞んで見守っていたが、大人おとなが通り抜ぬけるのがやっとの扉は、半分も開かないうちに光を急速に失い、停止してしまった。

「……あ、れ？」

　肩かたすかしを食らって、ウィルはキョトンとする。扉の形状からいって、どう見ても中ちゆう途と半はん端ぱな開き具合だ。

（古いもんなあ。壊こわれてるのか？）

　しばらく待ってみて、やはりなんの変化も起きないので、ジラたちもおかしいと判断したようだ。

「なんだこいつ、壊れてやがるっ」

　腹立たしそうに扉を蹴け飛とばすジラ。が、そんなことで古代の仕し掛かけが動き出すわけでも壊れるわけでもなかった。

　ジラはウィルを降ろし、なんとか開いた隙すき間まに身を押おし込めようとした。が、やはりまず頭が通らない。

　ジラは舌した打うちして、

「けっ、頭さえ入りゃどうにでもなるってのに。こんなんじゃ、子供しか入んねえ……」

　そう言って、初めてそのことに気づいたようにウィルを見る。彼はすっと目を細め、幼おさない子供が見たら泣いてしまいそうな鋭するどいまなざしで、

「まさかたあ思うけどよ、てめえに合わせた寸法しか開かねえんじゃねえだろうな」

「んなこと俺おれが知るか、文句は扉に言えよっ。じゃなかったら、壊れてやがんだ、こいつ」

「けっ、こんなところまで来て、忌いま々いましい」

　ジラはもう一度扉を蹴飛ばすと、絶壁にぽっかりと空いた暗くら闇やみを指し、

「王子さま、行け」

「……灯あかりぐらいくれよ」

「やるやる。ともかく中に入って様子見てこい。今日中に帰ってこなかったら、ここら一帯を爆ばく破はするからな、変なことは考えるなよ」

「俺がエテメンキを動かしたら、あんたたちなんか歯し牙がにもかけないと思うけど？」

「鏡がなけりゃエテメンキは動かせない。そうだろ？」

　にやっとジラは意地悪く笑ってみせる。ウィルは肩をすくめると、差し出されたカンテラを受け取った。そして、仏ぶつ頂ちよう面づらで、

「エテメンキは動かさせねえよ。世界大戦なんか起こってたまるか」

「王子さまは人道家だ」

　揶や揄ゆするジラの言葉を背にすると、ウィルは口をへの字に曲げながら、暗闇の中に足を踏ふみ入れた。







　６　三分の一の可能性に







　闇やみにカンテラを掲かかげてみる。

　そこは大人おとなが通り抜ぬけるのがやっとの、狭せまい通路だった。明らかに人じん為い的てきに造つくられたもので、壁かべを手で拭ぬぐうと、つるつると磨みがかれた表面があらわになった。灯ともし火びをかざすと、自分の顔が映って見えるくらいだ。床ゆかに降り積もった埃ほこりをよけると、自分の脚あしが映っていて、まるで水面を歩いているような、なにか頼たよりないものの上を歩いているような、不安な気分になる。天てん井じようも低い。完全に光を遮しや断だんされた空間だ。

（シノン文明の技術か……高い技術を持っていたのに）

　ウィルはもう何十年、何百年、下へ手たをすると何千年も人の入らなかった通路を、慎しん重ちように進んだ。通路は緩ゆるやかに坂になっていて、少しずつ地の中に引きずり込まれていく。

　シノン文明は数千年前、今の神の教えが広まるずっと以前、イルディタ海の東、南の沙さ漠ばくと接する地ち域いきに、巨きよ大だいな国家を築いていた。そのころはまだ沙漠もずっと南に後こう退たいしていて、人々は、ミルクの流れると歌われた肥ひ沃よくの土地で、覚めることのない春を謳おう歌かしていた。そこで培つちかわれた哲てつ学がくや思想は現代にも大きく影えい響きようを与あたえ、科学や技術は今よりも複雑に発達していたという。今も此こ処こかしこに残るシノン文明の遺い跡せきから、そのことは容よう易いに窺うかがえる。

　だが、どのような文明にも終わりは来る。シノン文明は沙漠とともに北上してきた、南の異民族に滅ほろぼされ、姿を消した。そして現在、シノン文明の都市は大半が土砂に埋うもれ、シノン人とはまったく関係のない異民族が築いた都市の下に眠ねむっている。

　異民族に追われたシノン人が、このイルディタ海の西の果て、ウラドーにたどりつき、秘ひ宝ほうを隠かくす為ためにこの仕し掛かけ通路を造った──そう考えると、ウィルは感かん慨がい深ぶかくなり、同時に、

（やっぱり俺おれもじいちゃんの血を引いてんだなあ）

　と、しみじみ納なつ得とくしてしまった。

　異民族はその秘宝を狙ねらってシノンを襲おそい、シノン人はそれがほかの手に渡るのを恐おそれ、はるばる西の彼方かなたへと運んだ。

　一体エテメンキとはなんなのだろうか。

　この通路の奥おくに、エテメンキは本当にあるのだろうか。

（ルミニタもここにいるのかな……）

　通路は長く、カンテラの明かりは奥まで届とどかない。ぺたぺたと自分の靴の音が響ひびく。

　どうやら通路は緩ゆるやかに末広がりになっているらしく、徐じよ々じよに両側の壁かべが離はなれていった。入り口の細さに比くらべ、何倍にも広がっている。

　そして、ぼんやりとした白い光。いつの間にか通路全体がうすら明るくなっている。

　目が暗くら闇やみに慣れたせいとも思ったが、いくら慣れたからといって、暗闇が白く明るくなるはずもない。やはり光こう源げんがあるのだろう。

　闇が薄うす闇やみになった程度の、本当にわずかな光だったが、それでもカンテラを向けなくても自分の足が見えるというのは、大きな安心をもたらした。

（これも仕掛けか？）

　ウィルは淡あわく光をともす壁をそっと撫なでた。岩の向こうに光源があり、薄い岩がん壁ぺきがそれを透すかしているような感じだ。

（冷たい）

　妙みような造りだ。ここは数千年の昔むかしからこんな光が灯ともっていたのだろうか。それとも、ウィルが来たから──世界をその前に開かれた彼が来たから、光はつき始めたのだろうか。

（光は……）

　なにかを考えようとして、ぎくりと想そう念ねんが止まる。同時に足も止まった。

　前方に、なにかがある。

　それは霞かすみのようにぼんやりしていて、闇の中に白く浮うかんでいた。あまりにも白すぎて、幻げん覚かくのように見えたが、それは人の形をしていた。

（人）

　ウィルは瞠どう目もくした。今、自分の行く手を遮さえぎり、立ちはだかるのは、女。白さから連想する、突つけば倒たおれるような手弱女たおやめではなく、彼女は筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした戦士の体をしていた。剝むき出しの二の腕うでは盛もり上がり、薄い服からはっきりと厚い胸板が分かる。女としての胸の膨ふくらみよりも、筋肉としての膨らみの方が大きいのだ。その片手は剣けんを無む造ぞう作さに握にぎっている。

　髪かみをまとめ上げた女は、真まっ向こうからウィルを見ていた。凜りんとしたまなざしがウィルを凝ぎよう視ししている。

　だが、なぜか容よう貌ぼうは判はん然ぜんとしなかった。目、鼻、口、眉まゆ、そして頰ほお、それらがどのような形をしているのか、分からない。当然、表情なんかも分からない。なのに、鋭するどい射すくめるような視線だけははっきりと分かる。

　そこには、明確な敵意は感じられなかった。だが、わずかに彼女の心が不快な方へと振ふれれば、全身全ぜん霊れい、ありったけの力を剝き出しにして、襲おそいかかってくる──そんな予感がする、張りつめた空気を持っていた。

（秘ひ宝ほうの守護者？）

　ちらりとそんな言葉が頭をよぎる。だが、この通路は首くび飾かざりを五つ集めた者だけが通れる道のはず。

　別に外に通じる隠かくし通路があるのだろうか。守もり人びとたちだけが通れるような。

（守り人……そうだよな、まさかただの道案内ってわけじゃなさそうだよな。そうだったら、こんなムキムキの姉ちゃんじゃなくたって）

　そこまで考えて、ウィルは硬こう直ちよくした。

　女の手が動き、鞘さやから剣をすらりと抜ぬき放はなつ。

　美しい剣だった。まるで磨みがいたばかりのように鋭い輝かがやきを放っている。触ふれただけで肌はだが切れそうだ。

　その切きっ先さきが今、ウィルに向けられている。通りたければ自分を、この剣を倒たおしていけと言わんばかりに。

　いや。

「えっ」

　思わずウィルは驚おどろきの声を洩もらした。女が猛もう然ぜんとダッシュしてくる。剣をまっすぐウィルに向けたまま。

「ちょ、ちょっと、待った、待て待て待てっ！　いきなり来るなよ！」

　突とつ然ぜんのことに動どう転てんして、ウィルは意味のないことを口走った。が、相手が止まるはずもなかった。相変わらず敵意は感じられない。まるでこちらが剣の練習用のかかしであるかのような、感動のなさ。

　いや、この女は──

　ウィルはとっさに逃にげようと、身を反はん転てんさせようとした。が、なにかに足を取られ、無ぶ様ざまに肩かたからすっ転ころぶ。

「いててっ、な、なにが──」

　足を滑すべらしたものを見て、ぎょっと目を剝く。それは白い手だった。地面からイソギンチャクのように生はえた、生なま白しろい、透すき通った手。

　その手がウィルの足首を摑つかんで──いない？

　目を疑うのと、視界の隅すみに女が映るのと同時だった。

　転んだウィルに、女が剣を振ふりかぶる。

「うわあっ！」

　とっさに頭を腕うでで抱かかえ、身を縮めた。ほかにとるすべはなかった。

　しゃっ。

　不快な唸うなり声が聞こえ、体を頭の頂点から真っ二つにするような、熱い刺し激げきを感じた。

「！」

　息を詰つめる。次に訪おとずれる痛みに身構える。

　だが。

「…………？」

　痛みは感じなかった。熱いとは思ったが、それも一いつ瞬しゆんのことで、羮あつものを吞のみ込んだようにすぐに消えてしまった。

　おそるおそる目を開く。

　眼前に女の頭があり、ウィルは再度ぎょっとした。つむじが見えるほど、深く身を屈かがめているのだ。そして、その手には剣が握られ、切っ先は──

「げっ」

　ウィルは素すっ頓とん狂きような声を上げてしまった。それもそのはず、刃やいばは深々とウィルの体に突つき刺ささっていたのだ。突き刺さったというよりは、女の姿勢から見て、頭から尻しりまで真っ二つにかち割られたらしい。

　さあっと顔面から血の気が引く。
















（お、俺、殺されちゃった？　もしかして痛みを感じないのは、死んじゃったから？）

　と思いきや、よく見ると女の体がやけに薄うすい。別に瘦やせているわけではない、色味が薄いのだ。

　よくできているが、まるで幻げん灯とうのように質しつ感かんがない。

「…………」

　ウィルはそろそろと、尻を動かして後こう退たいした。自分に突き刺さっているはずの刃が、するすると抜ぬけていく。ぴくりともぶれたりしない。

　振りかぶったまま微び動どうだにしない女に手を伸のばしてみると、簡かん単たんにその体の中に埋まい没ぼつした。

　自分が幽ゆう霊れいになってしまったからかもしれない。その可能性に気づきゾッとしたが、慌あわててかぶりを振った。

　これは自分ではなく、相手が幽霊──幻まぼろしなのだ。

　そう判断すると、ウィルは大きく息をついた。どっと気が抜ぬける。

「な、なんだ、これえっ。壊こわれてんのかあっ」

　立っていたらへなへなと腰こし砕くだけになっていただろう。見てみると、足下に生えている手も、ぼんやりと透き通っている。それを踏ふみつけたときに熱を感じたので、驚おどろいて思わず足を滑すべらせてしまったのだ。

「……ーっ」

　なんとも悪い居い心ごこ地ちに、ウィルはばりばり頭を搔かいた。

　つまり、これは幻灯なのだ。以前にもどこかで見た。シノン文明お得意の、光と音による幻げん覚かく催さい眠みんによる罠わな。それにウィルは引っかけられたのだ。

　突とつ然ぜん、女がばっと起きあがった。バネで弾はじかれたような動きにウィルは仰ぎよう天てんして、思わず身構えてしまう。

　女はもうウィルには目もくれず、すたすたと戻もどっていった。そして、最初に立っていた点に、再度立つ。

「な、なんだ、びっくりさせんなよ」

　どっどっど、と鳴りまくる心臓を押おさえながら、ウィルは驚かされたのを隠かくすように文句をたれた。誰だれに見られているというわけでもないのだが。

　が、いつまでも文句を言っている場合でもなかったので、萎なえた気力を叱しつ咤たして立ち上がり、女を見み据すえながら壁かべに沿って慎しん重ちように歩き出す。

（でも、妙みようだな）

　腰砕けになったものの、ウィルは冷静さを取り戻していた。単に罠と言ってしまうのは簡かん単たんだ。だが、なぜ罠があるのか？

（泥どう棒ぼうよけ、ってのは分かる。分かるけど……こんな幻覚じゃ、なにも守れないじゃんか）

　幻覚が人を翻ほん弄ろうすることは、ウィルも分かっている。火事の幻覚を見せられた者の腕うでに、やけどのような炎えん症しようが生じた例も知っている。

　だが、それでも幻覚は幻覚だ。現にウィルは今、事実を見切って、更さらに先に進もうとしている。

（俺が世界を開いた奴やつだから、なのか？　だから、罠も手加減をした……）

　その可能性を考えてみて、ウィルは憮ぶ然ぜんと首を振った。それを言うのだったら、この秘ひ宝ほうを守る仕し掛かけそのものが壊れていると考えた方が納なつ得とくできる。

（そうだよな、もし俺が世界を開いた奴だからっていうなら、最初っから幻覚なんか出さなくたっていいんだ。やっぱり、ここ、壊れてるんだーっ！）

　ウィルは頭が痛くなってきた。そう考えれば、入り口で扉とびらが半分も開かなかった理由が分かる。罠どころか開閉システムさえ壊れている。つまり、ガタが来ているのだ。

「そりゃそうだよなあ。シノン文明が栄さかえたのって、三千年も昔むかしだぜ、おい」

　はああ、と大きくため息をつく。高度な科学技術があったところで、寄る年とし波なみには勝てなかったというわけだ。どちらかというと、わずかにでも動いていることの方が拍はく手しゆものである。

「なんかヤな予感がしてきたぞ。こーゆーパターンは、ロクな結果にはならないんだ」

　ぶつぶつと呟つぶやく。声にしてしまえば、未来がその通りに運ぶような気がした。

「全体的に壊れてるってことは、秘宝も壊れてるって可能性がなきにしもあらず、だよなあ。人生の法則から行くと、その可能性の方が大きいんだ。んで、俺も親おや父じもサマドも、みーんなバカな目を見る──ひっ」

　文句の途と中ちゆうで、ウィルは引きつった声を上げた。再度、幻まぼろしの女が剣けんを掲かかげて斬きりこんできたのだ。

　あれは幻げん覚かくなんだから──とは分かっていても、どうしても体は逃にげてしまう。さっきは幻覚だったが、今度は本物だったら？　その疑いが消えない。

　女は人とは思えないスピードで駆かけ込んでくると、じたばたしているウィルに向かって剣けんを振ふり下ろした。

「うぎゃああああ」

　思わず絶ぜつ叫きようしてしまう。もちろん、幻の剣が体を通過した一いつ瞬しゆん、熱を感じただけで、痛みはなかった。死にもしない。悲鳴を上げたのは、なんとなくそうしなくてはと魔まが差したのだ。

　女はウィルを斬きると、役目は終わったとばかりにまた元の場所へと戻もどっていった。ウィルは動どう悸きにぜいぜいと息を切らしながら、

「ち、ちきしょうっ、ノってしまったとはいえ、心臓に悪い」

　悪態をつき、早くこの場を抜ぬけようと足早になる。

　結局その後二回、最初は正面から、次はバックから女はウィルに斬りかかってくると、あとは沈ちん黙もくしてしまった。彼女の守る範はん囲いを通り過ぎたのだろう。ウィルは大きく息をつき、ひどく疲つかれながら前へと進んだ。

　それからも、通路には変な幻が次々と現れてはウィルを襲おそい、消えていった。猪ちよ突とつ猛もう進しんしてくる牛ぎゆう頭とう人じん身しんの化ばけ物もの、大量の鱗りん粉ぷんを撒まき散らす巨きよ大だい蝶ちよう、一度は視界が青ガラスを通して見たように色づき、鋭するどい牙きばを持った魚の大群に襲われたりもした。

「い、一体どうなってんだ」

　すべては幽ゆう体たいで、触ふれられると熱を感じるくらいの被ひ害がいしかないが、水中でもないのに魚に囲まれても気持ちいいものではない。それも、肉食魚であれば。

　ウィルはこのばかばかしい紛まがいものの世界から早く逃にげ出そうと、薄うす暗ぐらい中を走った。まったくバカげている。

（一体こんな幻がなんの役に立つってのさ！）

　自分を試そうとしているのだろうか。そんな思いがよぎる。だが、それもすぐさま却きやつ下かした。試しになっていない。やはり壊こわれている。ここは壊れている！

　ゆらゆらと、まるで生まれたばかりの麦むぎ穂ほのように揺ゆらめく、白い手の草原を走る。手を踏ふんでも踏んだという感かん触しよくがない。なまじ透とう明めい度どが低く薄暗いから、本当の手のようにも見える。だが、感触がない。

　胃いの奥おくがきりきりしてきた。不快感が押おし寄せてくる。

（気持ち悪わりいい。どうなってんだよ、一体。どうなって……）

　頭の中で同じ言葉がぐるぐると回りだしたころ、彼を救うように通路の果てに一枚の扉とびらが見えてきた。それを見て、再度大きくため息をつく。

　このバカげた空間を遮しや断だんしてくれるものがある、次の段階へ進める。その期待が人ひと心ごこ地ちつかせた。

　通路を完全に遮断するそれを、壁かべと思わず扉と判はん断だんしたのは、その表面に入り口で見た三角のプレートがあったからだ。

　扉に飛びつき、何度もジャンプしてプレートに手を付けようとする。このときほど、自分が十二歳さいの子供であることを恨うらんだことはなかった。あと十センチ背が高ければ、余よ裕ゆうで届とどくものを！

　それでもなんとか指先がプレートに触ふれる。途と端たん、やはり以前と同じように、プレートから黒い光が放ほう出しゆつされて、ウィルの体に地図を浮うかび上がらせた。それに呼こ応おうして、ウィルからも地図の形に沿って白い光が放出される。

　どこかでなにかが、嚙かみ合った。そんな気け配はいがした。音はしなかったが、それを証明するように、扉がゆっくりと右にスライドし始める。

　扉の奥から、明るい光が差し込んでくる。

「…………」

　ウィルは固かた唾ずを吞のんで扉が開くのを待った。

　扉はウオオオオオという小さな唸うなりを洩もらしながら開いていったが、途と中ちゆうでいきなり唸りがやみ、同時に動きもぴたりとやんでしまった。

「……やっぱりそう来るかいっ」

　苛いら立だってウィルは扉を蹴け飛とばす。やはり半分も開かない。今回は扉そのものが大きいので、子供しか通れない幅はばではないのだが、全開しないのは同じことである。

「やっぱりここ、壊こわれてるぞ！　親おや父じ、あんたもヤキが回ったな！　見ろよ、扉だって三分の一しか開かねえじゃんかよ！」

　壊れた遺い跡せきの為ために自分たちは苦労しているのではないかと考えると、無む性しように腹が立って、ウィルはいもしない父親に向かって怒ど鳴なった。いるはずはないと分かっているが、

（どこに行ってもまとわりついてきやがる）

　絶えずちらつくトリックの影かげ。ウィルを翻ほん弄ろうするように、嘲あざ笑わらうように、監かん視しするように、いつも父親の気配を感じていた。いや、父親そのものの気配ではなく、トリックという名の存在の気配だ。

　いるはずはないのに、自分の行動すべてが彼に筒つつ抜ぬけになっているような気がした。ずっとそうだった。どこに行ってもトリックの名が出てくる。彼を先回りするように。彼は父親の足そく跡せきを忠実にたどっているだけなのだと、嘲笑うように。

（親父がなんだってんだ。あんな奴やつ、あんな奴──！）

　ウィルは半分も開かない扉に拳こぶしを打ちつけた。扉はべこん、と妙みような音を立てたが、たわんだりはしなかった。予想外の音に驚おどろいて、ウィルは我に返る。

「…………」

　しばし扉を見つめたあと、ウィルは二、三歩後あとずさった。そして、改めて中ちゆう途と半はん端ぱに開いた扉を眺ながめた。

「これは……」

　ちょうど三分の一だ。三分の一、開いている。自分もさっきそう言った。

　ウィルは入り口の扉の記き憶おくを引っぱり出した。あれも、確か三分の一程度ではなかったか？

　二つの扉が偶ぐう然ぜん同じように、三分の一しか開かないよう壊れている──そう考えるよりは、なにかの事情で三分の一しか動かないようになっていると考えた方が、妥だ当とうではないか？　つまりここは壊れているのではなく、すばらしくきちんと仕し掛かけが作さ動どうしているということではないか？

（……俺と、マギーと、バズ？）

　ウィルは自分の掌てのひらを見つめた。そうだ、三人だ。なぜ今までその可能性に気づかなかったのだろう。

　あのとき、首くび飾かざりが集まったとき、あの部へ屋やにはウィルだけでなく、マギーもバズもいた。もちろんルミニタもいたが、彼女は別だ。なぜなら彼女は鏡の中に見えた、妙みような部屋に閉じこめられているのだから。

　世界が開いたとき、サマドや武器商人たちはウィルだけがその資格者になったと思ったのだろう。だが、三人とも公平に資格者となる可能性があったはずだ。そして、資格が三人に三分の一ずつ分配された可能性だって、あったっていい。

　現に、この三分の一しか開かない扉が、それを示しているのではないか。

（そうだ……だから、罠わなが動いたんだ。俺は三分の一しか資格がないから。でも、三分の一は資格を持ってるから、完全に殺すことはできなかったんだ）

　ウィルは次々と現れた異様な幻まぼろしたちを思い出した。中途半端だったのは彼らではなく、自分の方だったのだ。

　マギーの天てん真しん爛らん漫まんな笑顔と、バズのべそをかいた顔が思い浮うかぶ。駄だ々だをこねるマギーと、得とく意い満まん面めんに胸を反そらすバズも浮かぶ。

（三人で一つ──俺たちは、三人で一つ）

　ウィルが子供だったからだろうか。それとも、あの場に居合わせたのが複数だった為ためにそうなってしまったのだろうか。分からない。だが。

「…………」

　ウィルは顔を上げた。

（俺は一人じゃない）

　マギーとバズを巻き込んだのは悪いと思う。これは自分の父親が起こした面めん倒どうなのだから。だが、それでも、この境きよう遇ぐうが自分一人だけのものではないと分かった、自分は孤こ独どくではないと分かった、それがどんなに心強いことか。

（絶対、負けねえ）

　ぐっと拳こぶしを握にぎる。自分一人だけの問題だったら、心弱く、くじけてしまったかもしれない。だが、誰かの為にやらなくてはならないのなら、がんばれる。その義務感が支えになる。義務感だって恩着せがましくたって、いい。今、この不安を乗り切れるのなら！

　ウィルは心を決めると、光満ちる扉の奥へと、足を踏ふみ入れた。

　まばゆい、だが優やさしい光が視界に溢あふれる。ウィルは目を細め、目が慣れるのを待った。

　目が慣れ、広い空間が見えてくる。

　空間がどんなものなのか、確かめる前に、それが目に飛び込んできた。

（ああ）

　ウィルはため息をついた。不思議と動どう揺ようはしなかった。心は落ちついていた。

（ルミニタ）

　少女は円形の部へ屋やの、いちばん奥にいた。氷の壁かべの中に。

「ルミニタ」

　それは岩がん壁ぺきを割って流れ込んできた氷河に見えた。岩がん盤ばんでぐるりと囲まれた部屋の中で、その壁だけが氷でできている。近くに氷河が流れていて、その一部が壁を破って出てきてしまった、そんな感じだった。

（まさか、な）

　ふっと笑う。ブラダ山は活火山だ。しかも、真夏に溶とけない氷河があるほど、高いわけではない。

　それに、氷のわりには透とう明めいすぎる。本物ならもっと汚よごれや岩が入っているものだ。

　ウィルは近づく前に、部屋の様子を窺うかがった。部屋などという大したものではなくて、そこは空くう洞どうだった。かなり広いが、垂直に長く伸のびた壁に、ウィルは妙みような不安を抱いだいた。

（まるで火口の中みたいだ）

　熱く煮にえたぎったマグマが通る道を、二カ所で塞ふさぎ、その間を部屋にした、そんな感じの空間だ。床ゆかが平らなのはともかく、はるか高みにある天てん井じようも平らなのは、ここが自然にできた空間ではないことを表している。

　部屋にはエテメンキらしきものはなかった。ルミニタが閉じこめられている氷の壁以外になにもない。がらんとしている。

「…………」

　慎しん重ちように歩ほを進める。なにが仕し掛かけられてあるのか分からない。

　だが、予想に反して罠わなはこれ以上ないらしく、ウィルは長い時間をかけてルミニタの前へとたどりついた。

　ルミニタは透明な壁の中で、ぺたりと両手を壁につけ、こちらを覗のぞいているような姿勢で凍こおっていた。その鳶とび色いろの瞳ひとみは焦しよう点てんが合ってなく、まるでガラス玉だ。精せい巧こうに作られた人形と言われても、そうかとあっさり信じてしまいそうである。

（これが罠だって可能性も、ないわけじゃないよな……）

　ウィルはおそるおそる、今にも崩くずれそうな軟やわらかいプディングを押おす用心深さで、透明な壁に触ふれてみた。

　ぱちっ、と静電気が走り、慌あわてて手を引っ込める。一いつ瞬しゆん、これが罠なのかと身構えたが、よくよく考えてみると乾かん燥そうしている夏には至るところで静電気の被ひ害がいにあっている。

　もう一度手を伸ばす。静電気はさっきので放ほう電でんしてしまったのか、刺し激げきはなかった。

（硬かたい）

　さほど冷たくはないから氷でないことは確かだ。だが、ひんやりとして、心地よい。まるでガラスだ。巨きよ大だいなガラスの塊かたまり。もしくは水すい晶しようの塊。

　ルミニタはこのガラスの中にいる。ガラスの壁の向こうにいるのではなく、塊の中に閉じこめられているのだ。

　ウィルはガラスの塊を調べ始めた。継つぎ目はどこにもない。

　どうやってこの中に閉じこあたのだろう。まさかガラスを固めるときに一いつ緒しよにルミニタも入れたわけではあるまい。だとしたら、高熱の為ために彼女はもっと変質しているはずだ。

　では、これも目の錯さつ覚かくか？

（ウィル……）

　小さな囁ささやきが聞こえた。ウィルはハッとして、ルミニタを仰あおいだ。

　彼女はケースの中で微び動どうだにしなかった。だが二度目のウィルには、その甘あまく愛あいらしい声がルミニタの思念の声だと、すぐに分かった。

「ルミニタ？　どこにいる？」

（ここよ、ここ……ああ、声が届とどかないかと思ったわ。よかった……）

　安あん堵どした、泣きそうな声。さっきから呼びかけていたのだろうか。だが、声がとても遠く、意識を集中させてもはっきりと聞きとれない。

「ルミニタ、よく聞こえないんだっ。今、どこにいるんだ!?」

（どこにもいないわ……ここよ、ウィルの前にいるわ）

　キョロキョロと部へ屋やを見回すウィルに、ルミニタの声はそう答える。ウィルは血の気が引いた。

「ここって、このガラスの中にいるのが本当にルミニタなのか!?　幻まぼろしでもなんでもなく!?　この姿のまま生きて!?」

（幻？）

　ルミニタは少し驚おどろいたようだった。

（なにを言っているのか分からないわ。ウィル、あなたは私の前に──部屋のすぐ向こうにいるわ。ねえ、私、変な部屋にいるって言ったでしょう？　あの部屋の空にあなたが映っているわ。ああ、でも、とても大きいの。鏡と一いつ緒しよなのかしら、別の景け色しきを映しているだけなのかも）

　ルミニタの声は少し震ふるえ、怯おびえているようだった。だが、それ以上に気き丈じような口く調ちようを崩くずさず、冷静に自分の方の状じよう況きようを説明する。強い少女だ。ウィルは改めて彼女に感心しながら、返事をした。

「こっちは、ルミニタがガラスのようなものの中に閉じこめられてるのが見えるんだ。ルミニタはこの中にいないのか？」

（ガラス？　ええっと、よく分からないけど……この部屋には仕切りはないのよ。私、そこから出られそう？）

「うーん。今の状況じゃあムリだと思う……あっ、でも、どうやってこの中に入ったのかも理解できないんだ。だから、きっと俺には分からない、なにか特とく殊しゆな仕掛けがあるんだよ。だからそれを見つければ──」

　ルミニタがショックを受けるかと思い、慌あわててウィルは付け足したが、その補ほ足そくの方も尻しりつぼみになってしまった。

　ウィルはそのことに気づき、愕がく然ぜんとした。

　ガラスに閉じこめられたルミニタを救出する方法──それこそ、鏡ではないのか？

　ルミニタがいる異様な空間には、二十三枚の鏡があると言った。では、二十三枚の鏡をこちらでも集めれば、そことつながる──気がする。

　二十三枚の鏡。エテメンキを始動する鍵かぎ。

「まさか、鏡……」

「そうよ、鏡よ」

　ウィルの呟つぶやきに、肉声の、第三者の声が答えた。ウィルはハッとして、声がした方角を振ふり返った。







　７　戦え！　エンゼル・ハートクラブ







　ぱちりとマギーは目を覚ました。

　とてもいい目覚めだった。眠ねむ気けはまったく残っていない。今まで寝ねていたことさえ、また自分が起きたことさえ気づかないほどだった。

　行かなくては、と思った。機き敏びんに半身を起こし、腰こしを浮うかせる。

「行かなくちゃ」

　言葉を口にした途と端たん、はたと我に返る。声を出したことによって、眠りと目覚めの狭はざ間まは消しよう滅めつして、同時にそのとき考えていたことも頭の中から一いつ瞬しゆんにして消え去ったのだ。

「……行かなくちゃ？」

　どこに？　自分の言葉に訝るいぶかり、そして、ようやくそれが夢ゆめの中の話であると理解する。

「あたし、寝てた……？」

　なぜかその確証が持てない。寝ていた意識がない。なぜだろう。大体、自分は寝ようとしたのか？

　そう考えて、マギーは今、自分がどこにいるのか分からないことに気づいた。慌あわてて辺あたりを見回してみるが、ひどく暗いので、はっきりとものが見えない。それでも、少し遠くに光が一条差し込んでおり、そのわずかな光が真の暗くら闇やみを追い払はらってくれていた。

　目が慣れるにつれ、内部がぼんやりと浮かび上がってくる。

　最初に理解したのは、光の筋に規則正しく縦に入っている黒い線の正体だった。それは鉄の棒──鉄てつ柵さくだった。光と彼女との間に、鉄の柵が立ちはだかっているのだ。

「…………」

　後ろを振ふり向く。

　煉れん瓦がの床ゆかと、のっぺりした壁かべ、同じ材質の低い天てん井じようが見えた。狭せまい部へ屋や。窓もドアもない。煉瓦と柵に閉ざされた部へ屋や。それはつまり、

「牢ろう!?」

　マギーは仰ぎよう天てんして、柵に飛びついた。がしゃん、と鈍にぶい音が鳴る。

「ちょっと！　なによ、これ！　なんで牢なのよ！」

　マギーはこめかみに青筋を立てて怒ど鳴なった。怒ど号ごうが部屋に響ひびき渡ったが、返事はなかった。辺りに人はいないようだ。

「ちょっと、誰だれかいないの！　助けて！　なんであたしがこんなところにいるの！」

　そう怒鳴って、マギーはハッとした。

　思い出した。自分はドブラエ公こう爵しやくのキッチュの別べつ荘そうに潜もぐり込もうとして、あの謎なぞの男に捕つかまったのだ。そして、変な呪じゆ文もんを聞かされて──それからの記き憶おくがない！

（あたし、あの男に捕まったんだわ）

　さあっと血の気が全身から引くのを感じた。慌てて柵から離はなれ、部屋の隅すみの暗がりにうずくまる。まるであの一条の光の向こうから、今にも男が現れそうな気がした。

　悪お寒かんにとらわれ、マギーは自分の腕うでで両りよう肩かたを抱だきしめた。

（あの男）

　すべてを知っていた。この事件の全ぜん貌ぼうを。

　ウィルはどこにいると言った？　そう、確かウラドーに放ほうり出したと。

（ウラドー）

　マギーは無意識に親指に歯を立てた。今なら分かる。ウラドーだ。エテメンキが隠かくされたブラダ山がある土地。

　なぜ今まで思い出さなかったのだろう。エテメンキはブラダ山のカリボスにある。あの男が、彼女の表層意識のひだの奥おくに隠されていた記憶を引っぱり出した。そして、気を失った彼女を牢に閉じこめ、消えた。

（あの男、本当にトリックだったのかしら）

　分からない。だが、あの口く調ちようは、話している内容は、そう考えてもおかしくはなかった。

（トリック・ゴーダはドブラエ公爵と手を組んでいる）

　メイベル・アシュレイの言葉がよみがえる。もしあれがトリックだったなら、ここはドブラエ公爵と関係のある建物だろうか。

　見たかぎり、ここには窓らしい窓はなかった。一条だけ差し込む光は上の方からきており、どうやら死角に階段があって、その上にあるドアの隙すき間まから洩もれてくるのではないかと予想がつく。ということは、地下か。

（そうよね、牢は大抵地下にあるもんよね。たぶん）

　あまり当てにはならない思いこみで判断を下す。だが、夏だというのにひんやりした空気は、地下であることを充じゆう分ぶんに裏打ちしていた。

　牢の外は暗くてよく見えなかった。ほかにも幾いくつか牢が見えるが、奥おくの方は分からない。さほど大きい空間でないことは、さっきの声の反はん響きよう具合から分かるのだが。

（あたし、これからどうなるんだろう）

　あの男がどういうつもりで自分をここに閉じこめたか分からない。カリボスという地名はもう分かっているはずだ。それ以上のことは知らない。利用価値はないはずなのに。

　それとも、まだなにかあるのか？

　マギーは不安げに視線を動かしたが、ふと、床ゆかにランプと石が転ころがっていることに気づいた。

　あの男が置いていってくれたのだろうか。それともずっとここに忘れられてあったのだろうか。マギーは天の助けとばかりに、誰だれかに没ぼつ収しゆうされまいと──もちろん、誰がいるわけでもなかったが──飛びついた。

　火打ち石をぶつけ合い、油あぶら皿ざらに浸つかった芯しんの上に火花を散らす。が、慣れていないマギーはなかなかうまくいかず、何度も何度も失敗したが、めげずに火がつくまで続けた。

　そして、ようやく、

「つ、ついたあ」

　芯がまとう青白い炎ほのおを見て、マギーは泣きそうになった。小さな小さな明かりだったが、それでも嬉うれしかった。小さな、だがとても大きな味方が自分についた気分だった。動物は火を嫌きらうが、人間は火があると安心する。そのことを改めて実感した。

　明かりさえあれば、なにか次の手も考えつくだろう。マギーは皿を掲かかげてみた。と、牢の外に、キラリと反射するものがある。

　針はり金がねのようだった。太さも長さもまあまあある。それを見て、マギーは以前ウィルが鍵かぎを針金で開けていたことを思い出した。

　自分の入っている牢の柵さくを見る。出入り口には錠じよう前まえが一つかかっている。

（……ウィルは特別器用なのよ。あたしにできるわけないじゃない）

　マギーは自分を諭さとしながらも、針金へと手を伸のばしていた。が、あと少しで手が届とどかない。

（だから、やっぱり無理なんだってば）

　体を曲げて、手より脚あしの方が長いことを確認すると、柵の隙すき間まに脚を突つっ込み、なんとか針金をかき寄せる。それを摑つかみ、じっと見つめる。

「……でも、やってみなくちゃ分かんないじゃない」

　そう口に出してみてから、錠前破りに取りかかった。とりあえず鍵かぎ穴あなに突っ込んでみたが、どこをどうやるかも分からないので、むちゃくちゃに動かしてみる。

「えいっ。こんなことなら、もっとウィルに、んもう、教わっとけばよかったわ」

　ガチャガチャと音をさせるが、一向にうんともすんとも言わない。

　まさか自分が錠前破りをすることになるとは、ヨルカ村にいるときは夢ゆめにも思わなかった。こんなことに巻き込まれるなんて予想もつかなかった。

（ウィルについてきたから？）

　ふっと、脳裏にウィルの怒おこった顔が思い浮うかぶ。「だから言ったじゃないか、ついてくるなって」、そう言っているような──

「あっ！」

　左手に鋭するどい痛みを覚え、マギーは悲鳴を上げて針金を落とした。意識がよそにいって、つい力を入れすぎたのだろう、針金で誤あやまって自分の左手を突き刺さしてしまった。

　親指の付け根の辺あたりの皮がべろりと剝はがれ、見る見るうちに血があふれてくる。

　慌あわてて血を舐なめとり、ぶらぶらしている剝がれた皮でもう一度塞ふさぐ。その上から強く押おさえつける。

　剝がれた皮の隙間から、じんわりと血がにじみ出てくる。それを舐め続けながら、マギーは涙なみだが溢あふれてくるのをこらえきれなかった。

「……っ」

　情けなくて、不安で、怖こわくて、泣きたくなる。大きな声を出して喚わめきたくなる。誰か助けて。ここから出して。家に帰して。こんなのはもういや！　冒ぼう険けんなんかもういや！

（マギー）

（マギー、だから、いつも言ってるだろ）

　ウィルの声が耳の奥おくによみがえる。

（やみくもに捜さがしたって体力の無む駄だなんだ。まず調べるんだ。次に考えるんだ。どこがどうなっているか、分ぶん析せきするんだ）

「…………」

　マギーは涙でびしゃびしゃになった顔をのろのろと上げた。ランプを手に、柵に顔をきつく押し当て、錠前の鍵穴を覗のぞく。

（なんだかよく見えないけど……鍵って、回かい転てんさせて開けるのよね。出っぱりがあるってことは……あれで中のなにかを押してるんだわ。じゃあ、まっすぐな針金じゃ駄だ目めじゃない）

　マギーは投げだした針金を拾うと、先せん端たんを曲げようとした。だが、太い針金は十二の少女の手には負おえなかった。

　また泣き出しそうになるのを、頭を振ふって懸けん命めいにこらえる。それから、ランプの炎ほのおが目につき、それであぶることを思いついた。

　今にも消えそうな小さな青い炎に、針金をかざす。じっとしていると心がくじけそうになるが、自分を叱しつ咤たして、マギーは針金が軟やわらかくなるのを待った。

　軟らかくなった針金の先を曲げ、鉤かぎ型がたを作る。それを今度はゆっくりと、中を探るように錠前に差し込んだ。

（ああ、ちゃんとなにかがある）

　マギーは針金を動かし続けた。なかなかうまくいかなかったが、さっきのでたらめに搔かき回していたときとは違ちがい、「ここをこうすれば、うまくいくはず」と筋道が分かっている分、集中し、それを持続させることができた。

　そして、針金に確かな手て応ごたえを感じ、がちりと錠前が外れた。

「ふっ……ふふっ」

　マギーは小さく笑った。腕うでをずっと上げていたので、筋肉がぱんぱんに張って痛かったが、気にしなかった。嬉うれしかった。泣き笑いになる。

（ふふっ。ほら、あたしだって、やればできるじゃない。でしょう、ウィル）

　バズがウィルに挑いどみ続ける理由が、少しだけ分かる気がした。やれば自分だって──そして、できたときの嬉しさは大きい。

　マギーは立ち上がった。ぐずぐずはしていられない、あの男がいつ戻もどってくるかも分からないのだ。

　ランプを手にし、牢ろうを出る。そして、何気なく奥おくを見て、ぎくりと身を強こわばらせた。

　暗がりの中にぼうっと潜ひそむ、不ぶ気き味みな道具。村に来た巡じゆん回かいサーカスに、似にたようなものを見せる見せ物小屋があった。

（拷ごう問もん道具）

　壁かべにかけられた巨きよ大だいな斧おの、小さな斧、段だん平びら、Ｕ字鎌かま。天てん井じようから下がる滑かつ車しや。あとはマギーにはどうやって使われるのか分からない、木製のベッドや柵さくのようなものがあった。

　そして、それらの主であるかのように、真ん中に据すえられている、ギロチン。

（ここは拷問部べ屋やなんだわ。あたしが入ってたのは、拷問にかけられる人が入る牢なんだ）

　それらの不ふ吉きつな道具は、もう長いこと使われている様子がなかった。全体に埃ほこりをかぶり、うっすらと白い。近くに寄ってみれば刃はに錆さびがついているのが分かったかもしれないが、そんな度胸はマギーにはなかった。もし刃を見て、犠ぎ牲せい者しやの血がこびりついていたらどうするというのだ。今は使われていなくても、決して飾かざりものでないことは、その禍まが々まがしい傷いたみ具合から分かる。恐おそろしくてそんなことは確認できない。

　マギーは背中にゾッと冷たいものが走るのを感じた。部屋の奥の暗くら闇やみに犠牲者たちの恨うらみつらみがとぐろをまいていそうで、新たな仲間を引きずり込もうと窺うかがっているような気がして、慌あわてて逃にげ出す。

　光差す階段を急ぎ足で上り、立ちはだかる木のドアのノブへと飛びつく。ここにも鍵かぎがかかっていたらおしまいだ。

（どうか、神さま！）

　マギーはドアを引っ張った。彼女の力に引かれ、ドア板がそのまま倒たおれてくる。

「えっ!?」

　マギーは仰ぎよう天てんして、慌ててドア板を支えた。ずっしりと腕うでに重みがかかるが、こらえる。鍵がかかっていなかったのはいいが、どうやら蝶ちよう番つがいまで外れていたようだ。

　うんうん言いながら、なんとかドア板を立て直し、スライドさせて横手の壁かべにもたれかけさせる。見つかる見つからないを言っている場合ではなかったが、幸い、マギーの大仕事に気づいて駆かけつける者はいなかった。

「ふう！　もう、この先が思いやられるわ」

　一息ついてから、そっとドアの外を覗く。

　どこかのお屋や敷しきの廊ろう下かが見えた。明るい日差しが眩まぶしい。

（……朝？）

　男に捕つかまったときは夕方だった。どうやら一晩、ぐっすり気を失っていたようだ。

　青と黄色の小さなタイルで彩いろどられた回かい廊ろうの向こうに、中庭が見える。見たこともない大きな光こう沢たくのある葉が生おい茂しげり、その中に毒どく々どくしいまでに鮮あざやかな原色の花が咲いていた。それらの真ん中に、白い大理石でできた噴ふん水すいがある。白鳥の彫ちよう刻こくのくちばしから水が勢いよく出ていた。

　中庭から見える屋敷の高さは、四階。

（立派なお屋敷だわ──どこの家？）

　辺あたりに人ひと影かげはない。マギーはそっとドアから抜ぬけ出し、中庭の茂みへ飛び込んだ。

（まずはこの屋敷から抜け出すべきよね、やっぱり）

　出口はどっちだろう。キョロキョロと見回していると、回廊の向こうから二人連れの男がやってきた。慌てて大きな葉は陰かげで身を小さくする。

「……だから、もう軍はこっちのものだ」

「いいタイミングで将しよう軍ぐんの娘むすめも家出をしてくれたものだな」

　はっはっは、と勝ち誇ほこったような笑い声がする。その喋しやべり方から、男たちがかなり身分ある──貴族、或あるいは豪ごう商しようのどちらかと判断する。

　マギーは息をつめながら、男たちの会話に耳をそばだてた。

（軍、将軍、家出娘……つまりステラのお父さん、ブリックス将軍のことね）

　男たちの話からすると、どうやら王国軍を率ひきいる将軍閣かつ下かは、愛まな娘むすめが起こした例の泥どろ棒ぼうスキャンダルに続き、家出までされて、ショックのあまり寝ね込こんでしまっているらしい。この沙さ漠ばくの異教徒との間に不ふ穏おんな空気が流れている現在も、王宮や議会の招集を撥はねつけ、家に閉じこもっているそうだ。

（ステラのことがよっぽどショックだったのねえ）

　マギーは半分同情、半分呆あきれながら、泣きそうなブリックス将軍の髭ひげ面づらを思い出した。

　だが、男たちはもう少し現実的だった。

「どうせ奴やつが出しゆつ仕しを拒こばんでるのは、ビシワとの戦争を回かい避ひしようとしてるからさ。将軍たる自分が出なければ、なにも決まらないと思っているのだ。臆おく病びような将軍さまだ」

「愚おろかな男だ。やはり軍人など、人を殺すことしかできない能なしだ。戦場ではよくものも見ようが、街まち中なかではまったく機能しないようだな」

「明日の通達で驚おどろくがいい。今の地位にしがみついていられるのも今夜までだからな──おや」

　喉のどを震ふるわせて笑っていた男の一人が、マギーの隠かくれている茂しげみの前で訝いぶかしげな声を洩もらした。マギーはぎくりと身を強こわばらせる。

「どうした」

「ドアが壊こわれてるぞ。確かこの部へ屋やは」

「開かずの扉とびらだ。中に誰だれかいるのか？」

「おい、よせよ。本当に誰かいたらまずいだろ」

　中を覗のぞこうとした一人を、もう一人が止めた。だが、「まずい」と言っているわりには、声こわ色いろは楽しげで、どこか嘲あざけった響ひびきも含ふくまれている。

　止められた方も、相手の言葉の意味を理解したようで、

「ああ、そうだったな。閣下が久しぶりに戻もどられて、奥おく方がたさまも気もそぞろであられるだろうからな」

　くくく、と、嘲ちよう笑しようを漏もらす二人。マギーは自分が逃にげたことがばれたわけではないと安あん堵どし、それから疑問を抱いだいた。

　閣下というのは、やはりドブラエ公こう爵しやくのことだろう。口くち振ぶりから言って、彼らは公爵の手の者、しかもかなり側そつ近きんだ。その彼らがマギーが捕つかまっていたことを知らない？

（奥方さまって、確かあたしたちが監かん視ししてたのは、愛人が住んでる屋や敷しきだったはずよ……ってことは、ここは本宅なんだわ）

　まさか領地の本宅というわけではないだろうが、マギーはドブラエ公爵のゼフィッツイでの本宅がどこにあるか知らない自分に、愕がく然ぜんとした。本宅があることすら考えていなかった。

（そ、そうよね、いくらなんでも国の一大事に、別宅を使うわけにもいかないものね。ああ、あたしったらバカ！　どうして本宅のことに気づかなかったのかしら！）

「それにしても、閣下の趣しゆ味みはまずいな」

「ああ、あれはまずい」

　マギーが足を踏ふみ鳴らしたい衝しよう動どうを懸けん命めいにこらえている間にも、男たちはぼそぼそと立ち話を続ける。

「奥方が嫉しつ妬とするくらいならともかく、あの子供は……あれだろう？」

「そうだ、レディ・シンシアの駒こまだ」

　シンシアという名に、マギーの耳がぴくりと緊きん張ちようした。

「レディ・シンシアのものにじかに手を出すのはまずいぞ、いくらなんでも。レディ・シンシアが沈ちん黙もくしてるのは、跡あと継つぎがあの男の手の中にあるからだろ？」

「人ひと質じちを取られてるようなもんだからな。これ以上あの女じよ帝ていの逆げき鱗りんに触ふれることはさけた方がいい」

「こんな大だい事じなときに……おい、早く行こう」

「おお、急ぎだったな」

　急に男たちは話を打ち切ると、急ぎ足でその場を立ち去った。

　葉は陰かげに隠かくれていたマギーは、手で口を塞ふさいで驚おどろきをかみ殺し、呆ぼう然ぜんとしていた。

　なにか凄すごいことを二つ聞いた気がする。どっちも重要すぎて、どっちかを考えているうちにどっちかを忘れてしまいそうだ。

（待って。待って、よく考えるのよ。あの子供っていうのは、バズのことだわ。ほかに考えられないもの……バズはやっぱりここにいるんだわ）

　そして、奥方が嫉妬するということは、つまり、公爵のまずい趣味とは、そういうことだ。

（やだ！　ドブラエ公爵は老ろう若にやく男なん女によ問わずのエロジジイだったんだわ！　どうしよう、本当にバズがエロジジイの毒どく牙がにかけられちゃうじゃない！）

　さあーっ、と全身の血が足へと下がっていく音を、マギーは耳元で聞いた。冗じよう談だんではない！

（だめよ、助けなくちゃ！）

　マギーは色めき立つと、葉陰から飛び出した。

　案あんの定じよう、そのときには既すでに、もう一つの大だい事じなことはすっかり頭の中から欠落していた。




　バズが目を覚ましたのは、まだ夜が明ける前だった。

　ちょうど一日前、アシュレイ家の二階で寝ねていたところを、窓を突つき破って現れた男たちに捕つかまり、この屋や敷しきに連れてこられた。馬車の走った感じから、ゼフィッツイの郊こう外がい、お屋や敷しき街がいのどこかだろうと見当はついた。だが、目め隠かくしをさせられていたので、確認することはできなかった。

　目隠しを外されたときは、もうこの部へ屋やにいた。

　広い部屋はすべてカーテンを降ろされ、真まっ暗くらだった。ベッドなど調度は一通り揃そろっているが、普ふ段だん使用している様子はない。客間かなにかだろう。

　そこに放ほうり込まれたバズは、待ち受けていたわけの分からない男女に囲まれ、一日中、わけの分からない催さい眠みん術じゆつをかけられまくった。

　彼らはそれぞれ、どこの民族衣い装しようだか分からない装しよう束ぞくで、持っている道具もまちまちに、順じゆん繰ぐりにバズに尋じん問もんを行い続けた。催眠術の方法も勝手気まま独どく創そう的てきなものばかりだった。

　曰いわく、

「エテメンキはどこにある？」

　これである。

　たとえ、上半身を剝むき出しにして胸を巨きよ大だいな蛇へびで隠かくしている女が踊おどりながら奇き声せいを上げても、黒い麻あさのマントで全身を覆おおった男が額が割れるまで板に頭ず突つきをかましても、穴あなあき古こ銭せんに糸を通してそれを目の前でちらちら揺ゆらされても、なにをされても最後にはその質問が来る。

　が、知らないものは知らない。

　薫くん製せいになるほど部屋中に香こうを焚たかれても、うまく催眠術にかかってしまい犬になりきってぐるぐる回されても、知らないものは答えられるはずがなかった。

　そんなことを延々と続けさせられ、結局答えは出ることなくバズがまいってしまった。

　こういう意識が朦もう朧ろうとしたときこそ狙ねらい目だと主張する占うらない師しもいたが、どちらかというと術をかける方がまいっており、額を割り続けた男は昼過ぎには意識不明になっていた。よって、日が傾かたむき始めたところで、その日の尋問は打ち切りになった。

　胡う散さん臭くさい催さい眠みん術じゆつ士したちが出ていき、ベッドに放ほうり込まれて一人っきりになったバズは、うつらうつらしながら、

（一体あの人たちはなんだったんだろう……）

　もしかして見物客参加型のお芝しば居いの芸人だったのかもしれない、などと他愛たわいない、もしくは鋭するどいことを漫まん然ぜんと考えていたとき。

　記き憶おくは唐とう突とつによみがえった。

（エテメンキはウラドーにある）

　瞼まぶたの裏にくっきりと浮うかび上がる地図。ウラドー、ブラダ山、カリボス、エテメンキ。

　ヴィヴィアンの目から放はなたれた怪かい光こうが映し出したものを、本当に唐突に、思い出した。

　なぜ急に思い出したのか分からなかった。こんなにくっきりと鮮せん明めいに覚えている。なぜ忘れていたかの方がよっぽど疑問だった。まるで魔ま術じゆつによって蓋ふたをされ、その魔法が溶とけたから中身が見えるようになったとでもいうかのようだ。

　ともかく、あれほど武器商人たちが知りたがっていたエテメンキの在処ありかが分かった。

　だが、どうすればいい？

（もしぼくがエテメンキの場所を彼らに教えたとして……そしたらぼくはどうなるんだろう）

　いちばんありがちなパターンは、「もう貴様は不要だ」と口くち封ふうじに殺されることだろう。そう思い至ったバズは慄りつ然ぜんとし、慌あわてて布ふ団とんの中に潜もぐった。布団の中にいれば、もしどこかの隙すき間まから誰かが監かん視ししていたとしても、表情はばれずにすむ。

　殺されるのは冗じよう談だんではない。それに、彼らにエテメンキの場所を教えて、いいことがあるとは思えない。エテメンキがなにかは知らないが、武器商人たちが必死になって捜さがしているものが、ろくなものであるわけがないのだ。

　というわけで、バズがとった行動は、完全ふて寝ねを決め込むことだった。ふて寝と言えば聞こえはいいが、臆おく病びようで怖こわがりのバズのこと、布団に潜り込んでじっと動かないのが関せきの山やまだったが。

　そして、今に至る。

　怯おびえていても、変な催眠術に付き合った一日の疲つかれがどっと出て、気がついたらバズは寝てしまっていた。真夏に窓も閉めっぱなしの中で、よく布団をかぶって寝られたと自分でも感心するが、それだけ疲れていたのだろう。おかげで布団は汗あせをよく吸収し、なにやらずっしりと湿しめっていた。

　が、目が覚めても起きることはできない。

（どうしよう……ぼくは逃にげた方がいいのかな）

　だが、果たして、自分が逃げ切れるだろうか？　それに万が一にでも、彼がうまいこと逃げ延びて、どこか絶対見つからない場所に隠かくれたとしたら、どうなる？

（彼等はウィルを捜す……ううん、もう捜してるんだろうな。でも見つからないから、ぼくにおはちが回ってきたんだ……ってことは、次はマギーだ！）

　バズがいなくなったら、次はマギーを捕つかまえて尋じん問もんするに違ちがいない。

　マギーはエテメンキの場所を知っているのだろうか。あの爆ばく発はつのとき一いつ緒しよにいたのだから、見た可能性はある。

（やっぱりぼくは逃げちゃだめだ、マギーが安全なところ、あいつらが手を出せないところにいるって分からないかぎり！）

　だが、そんなところがどこにある？　頼たのみの聖せい騎き士しの家はあっさり襲おそわれた。王宮？　武器商人の親おや玉だまがドブラエ公こう爵しやくであるかぎり、とても安全なところとは思えない。

　そうバズが一人でうんうん唸うなっていると、ドアの向こうからなにやら言い争う声が聞こえてきた。

　バズはびくっとして、布団の中で布団にしがみついた。

　びくびくしながら、誰の声なのか探ろうと聞き耳を立てる。だが、壁かべ越ごしの上に布団越しなので、なにを言っているのか聞き取れなかった。

　しかし、幸か不幸か、すぐに言葉ははっきり聞こえるようになった。それというのも、この部へ屋やの扉とびらが乱暴に開き、声の主たちが入ってきたからだ。

「お考え直しくださいませ、閣かつ下か！」

　少々年とし老おいた、上うわ擦ずった男の声がする。それに混じって乱暴な靴音。

「この少年はラズボーン公爵の手の者です、迂う闊かつに手を出されては……！」

「うるさい！　きさまらの慎しん重ちよう論ろんには飽あき飽あきした！　おかげで一日無む駄だにしてしまった、始めからこうすればよかったのだ！」

　相手をねじ伏ふせるような怒ど号ごうに、バズは「ひゃっ」と身を縮めた。まるで自分が叱しかられたようだった。

「ラズボーンがなんだというのだ、今の奴やつになんの力がある！　私は来年には、奴が世界中に持つ利権のすべてを上回る力を手に入れる！　新大陸の油田は私が押おさえた、奴にはコップ一いつ杯ぱいも分け与えんわ！」

　明らかに上に立つ者の、傲ごう慢まんな響ひびき。怒いかりを爆ばく発はつさせているのか、それとも高たか笑わらいしているのか、よく分からない。ラズボーン公爵に対する不満と嫉しつ妬と、そして歪ゆがんだ勝利に酔よいしれた、複雑に入り交じった感情。

（ドブラエ公爵）

　バズは布団の中で息を吞のんだ。シンシアに真まっ向こうから敵対できる人間といえば、ドブラエ公爵しかいない。

（ゆでん？　ゆでんってなんだろう）

　エテメンキとは関係あるのだろうか。そのせいでシンシアは沈ちん黙もくを守っているのだろうか。なにかシンシアにとって不利な事態が発生しているのかも知れない。

　だが、それをバズが深く考えている暇ひまはなかった。いきなり強い力が布団を巻き上げ、バズはごろんとベッドの上に転ころがり出されてしまったのだ。

「わわわっ」

　慌あわてて取り上げられた布団に手を伸のばそうとして、自分を見下ろす二人の男に気づき、さあっと顔面蒼そう白はくになる。

　少し遠くにいる一人は白しら髪がが交じった老人だった。眼鏡めがねを取り上げられてしまったので、よく顔が見えない。

　そして、布団を巻き上げた張本人は、

（ドブラエ、公爵……？）

　バズは呆ぼう然ぜんと彼を仰あおいだ。

　十日前、ステラ・ブルックスとともにキッチュの別べつ荘そうに忍しのび込み、そこで会ったドブラエ公爵は、こんな男だっただろうか。

　記き憶おくの中の公爵は、もっと老人だった。頭は少し禿はげかかり、目を細めて人を見る、穏おん和わな紳士だった。大きな犬を連れて歩くのがよくさまになっていた。

　今、目の前にいる男は誰だれだ？

　目を大きく開き、緑の瞳ひとみを爛らん々らんと光らせて自分を見み据すえているのは誰だ？

　肩かたをいからし、今にも摑つかみかかろうとしている男は誰だ？

　鬼き気き迫せまる男──その気迫に体が二倍にも三倍にも見える。そこにはステラたちの暴挙を許してくれた、鷹おう揚ような老人はいなかった。

　視線が合う。

　公爵がニイッと笑った気がした。







　８　世界を開け







　呆ぼう然ぜんとしているバズの腕うでを、男がぐっと強く摑つかむ。あっ、と思ったときには、男はバズの細い腕に注射針を突つき立てていた。

「あっ！」

　鋭するどい痛みにバズは思わず驚おどろきの声を上げた。実際には蜂はちの針はりほどだったのだが、まるで一ひと抱かかえもありそうなほど太い針を刺さされたようだった。注射の中の液体が体の中に挿そう入にゆうされる、体の中に流れ込んでくる、それが実感できた。

　接せつ種しゆ部分がじんじんと痛み、熱を持ってくる。針は抜ぬかれたのに、痛みは収まらなかった。

「閣かつ下か！」

　公こう爵しやくの側そつ近きんが悲鳴を上げる。公爵はまなじりを上げ、

「うるさい！　出ていけ！　出ていかんとどうなるか分かっておるな！」

　公爵に怒ど鳴なられた側近は、びくっと雷かみなりに打たれたように全身を痙けい攣れんさせた。そして、転こけつまろびつ、あたふたと部へ屋やを出ていく。

「さあ、二人きりだ」

　そう言うなり、公爵はバズの金きん髪ぱつを鷲わし摑づかみにした。まだ腕の痛みが取れず、手で押おさえていたバズは、あっさりとベッドに叩たたきつけられる。

　こめかみをベッドに強く押しつけられ、バズは呻うめいた。羽はね布ぶ団とんは柔やわらかで痛みはなかったが、その分顔が食い込み、息が苦しい。

　その間にも腕の痛みと熱はどんどん増ましていき、範はん囲いもじんわりと拡かく大だいしていく。体中が熱くなっていく。

「言うがいい、エテメンキはどこだ。おまえは知っているのか」

「し……知らない、です」

　バズは唸うなるように答えた。こんな状じよう況きようでよかったと思う。そうでなかったらすぐに噓うそだとばれてしまったはずだ。噓をつくのは苦にが手てだと自覚している。

「エテメンキ、なんて、初めて、聞く……」

「なら、あのときなにがあった？」

　公爵の手が体の下へ潜もぐり込んでくる。厚く大きな手が胸元をまさぐってシャツのボタンを外そうとしているのが分かった。バズはもがこうとしたが、なぜか手足に力が入らなかった。火にあぶられているような熱っぽさに、体がだるく、自分の意志が末まつ端たんに伝わらない。

「あの男はウィル・ゴーダが世界を開いたと言った。だが、あれは『ウラドー』という言葉しか覚えてなかった。だとすると、あの場にいた残りのおまえか、それともあの小こ娘むすめのどちらかなのだ。ウラドーだ。ウラドー。覚えてないか」

「し、知らな……」

　服が剝はがされる。体が言うことをきかず、まるで脳の中身が拡散していくように、思考能力が低下していく。その代わりに、なんだかひどく笑いたくなってきた。

　自分の体が自分のものでない。まるで丸まる太たがくっついているだけのようで、おかしかった。一体自分の体はどうなってしまったのだろう。面おも白しろい。楽しい。

　笑ってみようか、と思う。楽しいのだから、笑うのが普ふ通つうではないか？

「ぶふっ」

　布団に押おさえつけられているので、くぐもった声しか出てこない。だが、それだけでも充じゆう分ぶんだった。一度笑い出すと、止まらなくなる。

「ぐ、ぐふっ、ふふふ」

　おかしなものだと思った。自分は今、知っているけれど知らない男に組み伏せられて、しかも服を脱ぬがされている。それなのに、なぜか無む性しように笑いがこみ上げてくるのだ。それがまた笑える。自分はおかしくなってしまったのだろうかとちゃんと疑問として捉とらえているのが、またまた笑える。

（麻ま酔すい……？）

　ようやくその言葉に思い至る。

　医者である父親の診しん察さつ室しつには、糸を使って傷きず口ぐちを塞ふさぐような大おお怪け我がをした人用に、なにかの薬草があった。それを飲むと、患かん者じやは泥でい酔すいしたようにふらふらになり、気も大きくなって痛みに鈍にぶくなっていた。その間に縫ほう合ごうを行うのだが、気が大きくなった分、お喋しやべりにもなって、患かん者じやが手術中延々と喋り続けていたのをバズは思い出す。人は気が緩ゆるむとあることないこと喋りたくてたまらなくなるようで、酔っぱらったことのないバズにはなぜそんな風になるのか理解できなかった。

　が、今なら分かる。

（ああ、まずいよ。まずいってば。なんか喋りたくなってくる。だってぼくはエテメンキがどこにあるのか知ってるんだもの。こんなに必死になって捜さがしてるんだもの、言ったらどんな顔するか見たい、なんて、考えちゃダメだってば、ほらやりたくなってきた、どうしようそんなことよりぼくはこのままじゃ大変なことになるんだっていうのになんで落ちついているわけじゃなくてどうにかしなくちゃいけないのになんだか他ひ人と事ごとのような気がするけどエテメンキのことを喋ったらやめてくれるかもしれないけどダメだって考えちゃやりたくなるか──）

　突とつ然ぜん、ガシャーン！　とけたたましい音が耳元でした。でたらめな想そう念ねんを打ち破られ、バズは我に返る。

　目を白黒させて、自分にのしかかっている公こう爵しやくを仰あおぐと、彼は白しろ目めを剝むき、ゆっくりとバズを潰つぶすように倒れてきた。

「あわわっ」

　泡あわを食っていたが、公爵の体が微び妙みように横にずれ、なんとか潰されるのは免まぬがれた。そして、

「なにやってるのよ、バズは！」

　懐なつかしい、聞き慣れたマギーの声。

　公爵の体の向こうに、肩かたで息をしたマギーが立っていた。彼女は大変立りつ腹ぷくしているようだった。眉まゆを吊つり上げ、憎にく々にくしそうにバズを見下ろして佇たたずんでいる。なにかを振ふり下ろしたような姿勢は、布団に散乱する陶とう器きの破片から推すい定ていするに、壷つぼでも振ふり下ろして公爵を殴なぐったのだろう。

「マ、マギい」

「マ、マギい、じゃないでしょ、この大バカ！」

　よろよろと体を起こしたバズを、マギーが叱しかりつけた。その勢いたるや、声だけで吹ふき飛ばされてしまいそうだ。

「少しは自分で逃げようとか努力しなさいよ！　あたしが来なかったらどうなってたと思うのよ！」

「ご、ごめん……」

「あたしに謝あやまってどうするのよ、ああ、もう！」

　興こう奮ふんのあまりか潤うるんだ目を、マギーは乱暴に拭ぬぐった。そして、くたくたのよれよれという、力の入らないバズの腕うでを摑つかみ、

「逃にげるわよっ、こんなところにいたら変態の餌え食じきにされちゃう！」

「マ、マギー」

「なによっ！」

「どうして、こんなところに？」

　よっぽど間ま抜ぬけな顔をして聞いてしまったのだろう、マギーはまなじりを上げて怒ど鳴なった。

「あんたを助けにきたのよ！　エテメンキがこいつらの手に渡ったら、きっとろくなことにならないんだから！　早く、こうなったらウオルフみたいに地の果てにでも逃げて、きゃっ！」
















　マギーの怒ど号ごうは途と中ちゆうで悲鳴に変わった。ぼんやりとバズが振ふり向くと、ぬっと太い腕が現れ、その手が彼の首を絞しめた。

「！」

　引き倒たおされる。頭が回らず、公爵が自分を捕つかまえたのだと理解するのに、かなり時間がかかってしまった。驚おどろくことさえできなかった。

「バズ！」

　血の気を失った顔でマギーが叫さけび、バズの腕を摑む。引っ張り合いになる。

「離はなして！　離しなさいよ、この変態公爵！　ちゃんと気を失ってなさいよ！」

「あいにくだったな、小こ娘むすめ。この花か瓶びんはカムナンの陶とう器き、透すかして見えるほどの薄うすさで有名なヤンハイチュウ窯ようのものなのだ。もっとも平へい民みんに言っても分からんだろうが、おまえごとき小娘が軽々と扱あつかえたことに、もっと疑問を持てばよかったな」

　怒いかりを抑おさえた声がバズの耳元でする。やはり公爵のようだ。マギーは顔を真まっ赤かにして、彼を公爵の手からなんとか奪うばい返そうとしていた。手が引っ張られて抜けそうな気がするが、痛覚が鈍にぶっているので、はっきりとしない。

「小娘、おまえがエテメンキの在あり処かを知っていたんだな。さあ、言え！　エテメンキはどこにある！」

「教えるわけないでしょ、くそじじい！」

　マギーも甲かん高だかい声で怒鳴り返す。バズは瞠どう目もくした。彼女もエテメンキの在処を知っていたのか？

（だめだよマギーだめだ）

「ま、まぎい、に、逃げて……」

　首に腕が巻き付いているので、掠かすれた声しか出ない。

「バカね、あんた一人置いてけるわけないでしょう！」

「エ、エテメンキ、は、ぼくが、知ってる、から……マギーは、関係、ない……逃して」

　マギーの叱しつ責せきは聞かず、頭上の公爵に懇こん願がんする。マギーだけは逃がさなくてはならない。マギーだけは危険な目に会わせるわけにはいかないのだ。できれば自分の腕を摑む彼女の手を振ふりほどきたいのだが、その力が出ない。

　マギーが泣きそうな表情になる。

「バズがあたしを助けようなんて、百万年早いわよ！　ああ、もう、誰か助けて！」

　破れかぶれとしか言いようのない声で、マギーが喚わめいた、そのときだった！




「ヴィヴィアン！」

　振り返り、ふんわりと中空に浮ういたヴィヴィアンを見て、ウィルは怒ど鳴なった。彼女の体が半はん透とう明めいであることに気づいたのはそのあとだ。

　ウィルは歯ぎしりした。こいつも幻げん像ぞうだ。

　小こ麦むぎ色いろの肌はだをした黒くろ髪かみの娘むすめは、ウィルを見ると、ニイッと笑った。寝ね顔がおでない彼女を見るのは初めてだった。手足が長く胸や尻しりの膨ふくらみに欠けた、まだ育ちきっていない体に反して、顔つきは既すでに大人おとなの女のそれだった。大人が子供を見るまなざしで、ウィルを見ている。

　半透明なのではっきりとは分からないが、細められた目に収まる瞳ひとみはやはり金色を呈ていしているようだった。今は眼がん球きゆう一つに瞳一つだ。

　彼女は黒髪を肩かたにまとわりつかせ、音も立てず床ゆかに降りてきた。まっすぐウィルを見み据すえ、

「その子を外に出したかったら、照らしの鏡を鍵かぎ穴あなにはめることね。エテメンキはその子の下にあるのだから」

「……てめえがルミニタをこんな目に会わせたのかよっ！」

　のうのうと言うヴィヴィアンに、ウィルは嚙かみついた。幻像だと分かっていても、どうしても腹立たしい。ウィルは空くう洞どうをぐるりと見回し、

「ヴィヴィアン、てめえどこにいやがるんだ！　どっからか見てんだろ、出てきやがれ！」

「私の居場所なんてどうでもいいでしょう。トリックの息むす子こ、あなたは私がなんなのか分かってるはず」

　涼すずしい顔でヴィヴィアンの幻像は言い返す。ウィルは押おし黙だまった。彼女の言葉は、ウィルが抱いてきた疑問を肯定していた。

（ヴィヴィアンは人間じゃない）

「世界はあなたの前に開いたのよ。あなたにしかエテメンキを発動させることはできない。つまり、その子を救えるのもあなた一人ってこと」

「……なんでだよ」

　ウィルは拳こぶしを握にぎりしめた。幻げん影えいをギッと睨にらむ。

「なんで俺だったんだ。親おや父じに首くび飾かざりを集めさせればよかっただろっ。親父の前に世界を開かせりゃよかったじゃねえか！　そうすりゃ手間はかかんなかっただろ！　ルミニタだってこんな目に会わずにすんだのに！」

「トリックはダメだったのよ」

　ヴィヴィアンは軽く肩をすくめる。

「その子がそんな目に会っているのは、首飾りの番人の家に生まれたせい。まあ、あなたに対する人ひと質じちであるのは変わりないけど」

「俺とルミニタが出会ったことも、てめえらの企たくらみの一つだったってことか？」

「その子の名誉の為ために言うなら、その子はなにも分かってなかったわよ」

　くすりとヴィヴィアンが小さく笑った。頭にカッと血が上る。

　ルミニタと自分が出会ったのは、こいつらの仕し業わざだったのだ。ウィルは歯がみした。自分はまんまと罠わなにはまり、ルミニタと親しくなって、そして人質に取られた。ルミニタは人質となる為に、ウィルに会わされたのだ。

　水をかけられたあのとき、誰だれかがルミニタに指し示じしたに違いない。ウィルが通りかかるタイミングを図って、ルミニタに窓から水を捨すてさせた。あたかも偶ぐう然ぜんであるかのように。

（あんな前から、計画は動いてたんだ。俺の知らないところで、俺は既すでに利用されることが決定してたんだ──親おや父じがダメだったから？）

　そこでウィルは訝いぶかった。トリックはダメだった、とはどういう意味だ？

「あなたに選せん択たく肢しは二つしかないのよ、ウィル・ゴーダ」

　ヴィヴィアンの言葉にウィルは彼女を仰あおいだ。彼女は音もなく歩あゆみ寄ってきた。

「エテメンキを動かすか、或あるいはこの子を一生このまま、封ふうじ込めておくか。どうする？」

「……でも、あいにく俺は鏡なんか持っちゃいないぜ」

　少しでも反論の糸口を見つけ、卑ひ屈くつな口く調ちようで指し摘てきする。だが、さすがに相手は手て抜ぬかりなかった。

「大だい丈じよう夫ぶよ。もうすぐ届とどくわ」

　ヴィヴィアンが瘦やせた腕うでを伸のばす。その手が指す先に、さっきウィルが通ってきた入り口があった。

　ゆらりと、誰かが入ってきた。

「!?」

　ウィルは愕がく然ぜんとした。幽ゆう鬼きのような足取りで入ってきたのは、紛まがいようもなくサマドのジラだった。しかも後ろ手に縛しばられ、突つき飛ばされてよろめき入ってきたのだ。

　そして、その後ろからぞろぞろと入ってくる男たち。年ねん齢れいも肌はだの色もバラバラだ。ヴィヴィアンの手て下したであることは間ま違ちがいないが、どこか人形のように見えるのは、表情というものを彼らが隠かくしているせいだろうか。それとも本当に作り物なのだろうか。

　いちばん最後に入ってくる男を見て、ウィルは体が強こわばるのを感じた。

　小こ柄がらな男──ウィルと大して変わらないだろう背せ丈たけの、乱らん杭ぐい歯ばの男だ。大きな目がぎょろぎょろと、辺あたりを窺うかがうでもなく、忙せわしなく動いている。

　ジラががくりと膝ひざをつく。満まん身しん創そう痍いで、あちこちから血が流れ、左腕が奇き妙みような方向に捻ねじれ曲がっていた。これは男たちにやられたのか、それともここに来る間の罠にやられたのか。少なくとも顔の片側半分が元の形も分からないほど腫はれ上がっているのは、罠のせいではないだろう。

「どうやってここに……」

「最初の入り口は、彼ら自身が爆ばく破はして広げてくれたわ」

　呆ぼう然ぜんとしたウィルの呟つぶやきに、ヴィヴィアンが満足げにほほえみながら説明した。

「通路の罠を通るのは大変だったようね。サマドは何人いたのかしら？　こっちも何人か減へったんじゃないの」

「人間を盾たてにしたってことかよ」

「それしかないでしょう？　あそこは選ばれた人間以外は攻こう撃げきされる仕し掛かけなんだから。エテメンキが発動したら、仕掛けを外すことができるわよ」

　ヴィヴィアンは片目をつむってみせた。ウィルはなにを言う気にもなれず、倒たおれて呻うめいているジラに近寄ることもできず、黙だまったままそこに立ち尽くす。

　乱杭歯の男がひょこひょこと、小さな体を上下に揺ゆらしながら近寄ってきた。思わず後あとずさるウィルに、男は腰こしに下げていた汚きたない袋ふくろを突つきだした。そして、ニイッと口を開けて笑う。薄うす汚ぎたない黄色い歯が剝むき出しになった。

「…………」

　ウィルは魅み入いられたようにゆっくりと手を伸のばし、袋を受け取った。理性は「受け取るな」と警告を発しているのに、勝手に手が動いた。

　袋の中でカチャカチャと硬かたい音がする。

　中を確かめるまでもなかった。鏡だ。

（サマドが持っていたのが九枚。俺のも含ふくめて……親おや父じが持ってた奴やつを入れても、二十二枚、か）

　ウィルは袋をぎゅっと握にぎりしめると、ヴィヴィアンを見た。

「……どうすればいいって？」

「その封ふう印いん石いしに、鏡をはめる場所があるわ」

　促うながされるまま、ウィルはルミニタが封じられている透とう明めいな壁かべに向き直った。よく見てみると、確かに大きな円形の平たい窪くぼみがある。

　袋から鏡を取りだす。リスのような形の鏡だった。

（これを組み合わせて円形にしろってことか）

　ウィルはその場に座すわり込むと、袋からすべての鏡を出して広げた。このぐにゃぐにゃした形は、ほかの鏡と合わせたとき、うまくくっつくようになっていたのだ。

（パズルみたいなもんだな）

　これくらいの謎なぞ解きなら朝あさ飯めし前まえである。ウィルはしばらくじっと鏡を見つめたあと、ぱっぱと組み合わせ始めた。そして、あっという間に一枚の円形の鏡ができあがる。

「……なんで円形が完成するんだよ」

　ウィルは口を歪ゆがめて呟つぶやいた。ハワード・イコナが残りの一枚を持っていることに、彼は賭かけていたのだ。だが、鏡は二十三枚すべてあった。

（あいつもやられちまったのか？　奇き蹟せきハンターもこの女には勝てなかったのか？）

「ウィル・ゴーダ」

　手を止めたウィルをヴィヴィアンが促す。ウィルは大きく息をついて、

「分かったよ、やりゃあいいんだろ、やりゃあっ」

　仏ぶつ頂ちよう面づらで言い放はなち、立ち上がって鏡を壁に移し始めた。

　不思議なことに、壁に貼はりつけた鏡は、それこそ糊のりでも塗ぬってあったかのようにぴたりと吸着し、自然の力では落ちなかった。手を触ふれると簡かん単たんに剝はがれるのだが。

　円の下の方から詰つめていき、そして、最後のピースをはめる。

「…………」

　ゆっくりと、壁から後ずさる。

　目立った変化はなかった。音も震しん動どうもなかった。ただ、目の錯さつ覚かくのように壁の質しつ感かんが失われていき、その中にいたルミニタの体も徐じよ々じよに支えが頼たよりなくなって、ゆっくりと倒たおれ崩くずれていく。

「ルミニタ！」

　壁が完全に消え、少女の体がぱたりと床ゆかに倒れたところで、ウィルは駆かけ寄った。

　少女を抱だき起こし、とにもかくにも首の脈みやく拍はくを確かめる。

　あんなところに十日近く閉じこめられていたのに、ルミニタの脈は至って正常だった。呼吸も緩ゆるやかで、血色もいい。ウィルは安あん堵どの息をつき、振ふり返ってヴィヴィアンを睨にらもうとした。

「……あれ？」

　睨もうとした相手がいない。ジラは床に伏ふしたままだし、乱らん杭ぐい歯ばの男とその仲間は、まるで操あやつられたでくの坊ぼうのように立ち尽くしたきり動かない。

　ヴィヴィアンはどこへ消えた？

「ヴィヴィアン？　なんだよ、壁が消えたから自分も消えちまったのか？」

「そんなわけないでしょう」

　すぐ近くでヴィヴィアンの声がした。反射的に腕うでの中のルミニタを見る。

　彼女は目を開けていた。口元には大人おとなの色いろ香か漂ただよう、婉えん然ぜんたる微び笑しようが浮うかんでいる。

　そして、その目──禍まが々まがしい金色の双そう眸ぼう！

「！　てめえっ！」

「私に乱暴しないことよ、ウィル・ゴーダ」

　ルミニタの体をしたヴィヴィアンを突つき飛ばそうとしたウィルに、釘くぎが刺さされる。ルミニタ＝ヴィヴィアンは体を起こし、ニッコリと愛あいらしく笑うと、ルミニタの声で、

「この子の体に傷きずつけてもいいの？」

「とり憑ついたのか!?　ルミニタはどうしたんだ！」

「この子は私の中でちょっと休んでもらっているわ。ばかね、早々切きり札ふだを手て放ばなすわけないでしょ。この子を助けたら、とんずらする気だったでしょう」

　こつん、と指でウィルの額を押おすヴィヴィアン。無む性しように腹が立ってくる行こう為いだが、ルミニタの体を盾たてにされては、殴なぐることも蹴けることもできない。ウィルは歯ぎしりして、こらえるしかなかった。

　ヴィヴィアンは立ち上がると、再度屈かがみ込んだ。つられてウィルも床を見て、小さく呻うめく。

　ルミニタに気を取られて分からなかったが、そこに、「腕」が埋うめ込まれてあった。

　大きさはウィルの身の丈たけほどもあるだろうか。山やま吹ぶき色いろに輝かがやく黄金の剣けんだった。まさに「腕」と思ったのは、剣の柄つかの部分が鉤かぎ型がたになっていて、その先が手の形になっていたせいだ。

「これが、巨人の腕エテメンキ……」

　ウィルは固かた唾ずを吞のみこんだ。剣と思ったが、刃はは付いていない。表面にはびっしりとシノン語の文字が刻きざまれてある。

　これは一体なんなのだろう。これをどうすれば「神をも凌しのぐ力」を手に入れることができるのだろう。

「さあ、手に取りなさい」

　ヴィヴィアンが促うながす。ウィルはさすがにためらい、しばらく凝ぎよう然ぜんとエテメンキを眺ながめていた。だが、こうしていても助けがくるはずもなく、

（俺おれしか発はつ動どうできないっていうなら、俺さえ間ま違ちがわなければ）

　そう覚かく悟ごして、手を伸のばす。

　刀身に触ふれようとして、ヴィヴィアンを仰あおぎ、

「……握あく手しゆする？」

「いいえ、してはダメ」

　毒どくを込こめたジョークのつもりで尋たずねたのに、ヴィヴィアンは真ま顔がおで反対した。

「手に触れたらエテメンキは待機状態に入るわ。滅めつ多たなことでは触れないように」

「くっだらねえ武器」

　自や棄け気ぎ味みにウィルは言い放はなった。慎しん重ちようを期している自分が哀あわれになってきて、もはやどうでもなるようになれと、エテメンキを鷲わし摑づかみにする。

　その途と端たん、パチンと静電気のような刺し激げきが、掌てのひらから脳のう髄ずいにかけて走った。ウィルは大きく痙けい攣れんしたが、すぐにその刺激は消える。

「い……ってえ」

　エテメンキを持つ手を持ち替かえ、刺激があった右手を振ふる。なにかがつながった、そんな感覚だった。

　エテメンキは意外と軽く──ウィルが振り回すには重すぎたが──じんわりとした熱を帯びていた。熱いわけではないが、触れていると暖かみを感じる。エネルギーを秘ひめているのだ。材質はなにか分からなかったが、金でないことは確かだった。金だったら、ウィルが持てるはずがない。
















　これで自分は世界を創造した巨人のような力を持ったのだろうか？

　ウィルはヴィヴィアンを見た。

「帰っていい？」

「さっきから思っていたんだけど、あなた冗じよう談だんを言ってるつもりなの？」

「分かってんならいちいち聞くなよっ」

「こっちよ」

　顔を紅こう潮ちようさせて反論したウィルを無視して、ヴィヴィアンは透とう明めいな壁かべが消えた穴あなの中に入っていった。

「おい待てってばっ」

　苛いら立だちながら、それでも従うしかなく、あとを追う。

　穴の中は螺ら旋せん状じようの階段になっていた。教会の鐘しよう楼ろうに登るような狭せまい階段で、上へ上へと続いているようだ。

　そこをヴィヴィアンは登っていく。

　階段は中心に一本の白い棒ぼうが貫つらぬいており、それが発光していてほのかに明るかった。

「なんだよ、この階段は。どこにつながってるんだ？」

「山頂よ。こんな穴あな蔵ぐらにもう用はないもの」

「罠わなはないのかよ」

「ここは罠を仕し掛かけた人間が最後に脱だつ出しゆつした隠かくし階かい段だんよ。あるわけないじゃない」

　小ばかにした口く調ちようでヴィヴィアンは答える。ケッとウィルは吐はき捨て、

「じゃあ、こっちから入ってくればよかったぜ」

「あなた、本当にトリックの息むす子こ？　内側からしか開かない扉とびらを知らないの？」

「ああ、知りませんでしたねっ、どうもすいませんでした！」

　発言をことごとく見下す材料にされ、ウィルはもはやなんの軽口も言うまいと心に決めた。

　二人はぐるぐると、半径の小さい階段を登り続けた。六段登れば一周してしまう上に、一段の高さがやたら低いので、目が回ってくる。

　ウィルは前を行くルミニタの背中を凝ぎよう視ししながら、

「それで、おまえ、エテメンキでなにするつもりなんだ？」

「…………」

「おまえら、武器商人と手を組んでるって聞いたけど……エテメンキで戦争しようってことなのか？　エテメンキを武器商人に渡す報ほう酬しゆうに、なにをもらうつもりなんだ」

「それは違ちがうわ」

　速すみやかにヴィヴィアンは否定した。

「あいつらにはエテメンキを捜さがす為ための資金を出してもらったのよ。宝たから探しにはお金がかかるもの、そのことはあなたもよく承知しているでしょう？」

「…………」

「その代だい償しようとして、私が持っていたシノン文明の知識を少し渡しただけ。あいつらはそれで勝手に戦争をするわ。大した知識じゃあないわよ、古来から使われてきたことを、少し理解しやすい形で教えただけだもの」

「じゃあ、やっぱりエテメンキを欲しがってたのは、親おや父じとおまえなんだな」

　ウィルは鋭するどく指し摘てきした。両手で抱かかえたエテメンキを振ふり、

「こいつでなにかしようとしてんのは、おまえと親父なんだな。一体こいつはなんなんだ。神をも凌しのぐ力って、具体的にどういうことを指すんだよ」

「見れば分かるわ」

　ヴィヴィアンは振り向かなかった。だが、その幼おさなさの残るルミニタの口元に悪意のこもった微び笑しようが浮うかんでいるのを、ウィルは見み逃のがさなかった。

（ルミニタにそんな笑いさせて）

　唇くちびるを嚙かみしめる。この女がなにをしようとしているのか分からなかった。だが、ウィルに突きつけられた天てん秤びんの片方にはルミニタが乗っているのだ。もしエテメンキでどこかの国でも滅ほろぼそうというつもりなら、ウィルはルミニタとその国の住人すべてを天秤にかけ、選ばなくてはならない。

（そんなことが俺にできるかよ……）

　長い長い時間をかけて、ようやく螺ら旋せん階段は終わりを告げた。マンホールの蓋ふたのようなもので出口は塞ふさがれていたが、ヴィヴィアンが押おすと簡かん単たんに上に開いた。

　外に出ると、まばゆい青空が広がっていた。まだ日は暮くれていなかったのだ。

（ああ、外の空気だ）

　強い風になぶられながら、ウィルは深呼吸をした。

　そこはヴィヴィアンの言葉通り、ブラダ山の山頂だった。無ぶ骨こつな赤茶けた山やま肌はだから始まり、裾すそ野のまではっきりと見える。薄うす緑みどりの麓ふもとは、灰はいをかぶった畑だろう。急きゆう勾こう配ばいの山頂付近に対して裾野はなだらかで、人の手が入っているのがここからでも判別できた。

　そして、海。裾野の尽つきるところに、夏のイルディタ海の紺こん碧ぺきのきらめきがある。水平線がはるか彼方かなたに見えた。

　日光を反射して、海はキラキラと白い光を放はなっていた。穏おだやかな海を見ていると、今自分が地中で見てきたことが、すべて夢ゆめのような気がしてくる。いや、見てきたものの半分は確かに幻げん像ぞうだったのだが。

　それでも、手の中のエテメンキの重みは現実だ。

　隣となりに立ち、亜あ麻ま色いろの髪かみを風になぶらせている少女の中にいるものも、また。

「ウィル。エテメンキの威い力りよくを見せてあげるわ」

「……なにか危険なことはないんだろうな」

「エテメンキが危険でなくて、なにが危険なのよ」

「なんだよそれ！」

「ほら、不用意に人に向けない」

　食ってかかろうとした弾はずみでエテメンキの柄つかを向けた格かつ好こうになったウィルに、ヴィヴィアンは渋じゆう面めんで指し摘てきする。エテメンキの扱あつかい方を知らないウィルは、焦あせってエテメンキを自分の体で覆おおうように抱かかえた。

「な、なんだよ、人に向けるとまずいのかっ」

「そうね、例たとえばこんな具合に」

　言いながら、ルミニタの手が柄の手を摑つかんだ。よける隙すきを与あたえない、俊しゆん敏びんな動きだった。

「あっ、言ったそばから触さわるなよ！　ルミニタに傷きずつけたら──！」

「なにを誤ご解かいしているの、私に危険があるわけないでしょう。ほら、エテメンキを下に置きなさい、重いでしょ」

　嚙かみつくウィルをものともせず、ヴィヴィアンは憮ぶ然ぜんと言い渡した。ウィルはむくれて、乱暴にエテメンキの切きっ先さきを地面に突つき立てる。そして、あとは野となれ山となれと手を離はなそうとしたが、妙みようなことに掌てのひらはエテメンキの金きん属ぞくの肌はだに吸いつかれたように、離れなくなってしまった。エテメンキの肌を移動することはできるのに、離れることができない。まるで伏ふせた茶ちや碗わんがテーブルに吸着して取れないみたいだ。

「わっ？　わっ？　な、なんだこれ。離れないぞっ」

「私が『手』を握にぎっているからよ。しっかり支えててね、世界を開いた人」

「…………」

「さあ、見ていなさい」

　てんで子供扱いされ、ウィルはますます不ふ機き嫌げんになり、そっぽ向いてエテメンキをおざなり程度に支えた。

（もしかして俺って、ただの土台？）

　発動させるには「世界を開いた」人間がいなければならないようだが、主導権はヴィヴィアンにあるのだから、やはりそうなのだろう。

　が、そんなことを考えているうちに、どこからかゴロゴロゴロという、石いし畳だたみを沢たく山さんの車輪がいっせいに転ころがるような音が聞こえてきた。

「？」

　なにやら雷かみなりのようにも聞こえたので、空を仰あおいでみたが、雲一つない快晴だ。

　音はどんどん大きくなり、足の下から聞こえてくるのがはっきり分かるようになると、がたがたと地面が揺ゆれ始めた。まるで音そのものが山を揺らしているようだ。

「お、おい、これはっ……」

　激はげしい縦揺れにウィルは舌したを嚙みそうになり、口をつぐんだ。ヴィヴィアンは昂こう然ぜんと両足を踏ふん張って、山やま裾すそのどこかを凝ぎよう然ぜんと見つめている。

　そして。

　ウィルは息を吞のんだ。

　どおーん！と爆ばく音おんがしたと同時に、山を登るときに見た第二の火口から、白い柱が噴ふん出しゆつしたのである！







　９　ヴィヴィアン







　唸うなりを上げ、水蒸気の柱が天を衝つく勢いで噴ふん出しゆつする。ぽかんとそれをウィルが仰あおぎ見ている間に、地じ震しんと轟ごう音おんはやんでいた。

「…………」

　言葉も出ずに、エテメンキにしがみついたまま呆ぼう然ぜんとしているウィルに、ヴィヴィアンが勝ち誇ほこった笑顔で、

「これがエテメンキの力よ」

「……水蒸気を出す？」

「今のはほんの触さわりよ。エテメンキの力を全開したら、この山ごと吹ふき飛んじゃうもの。この間からブラダ山が灰はいを降らしていたのは、『世界を開く』者が出現したのを感じたエテメンキが、胎たい動どうしたってところね」

「…………」

　再度ウィルは言葉を失い、口を半開きにして、未だもうもうと水蒸気を噴ふき上げている火口を見つめた。すぐにでも噴火をするという様子ではないが、さっきは本当に爆ばく発はつすると思った。

　つまり、エテメンキというのは、

「火山を噴火させる、道具」

「火山に限らないのよ、エテメンキは大地を思いのままに動かすことができるの。天地創造の巨人の腕エテメンキ、その名に恥はじない秘ひ宝ほうだわ」

　あたかも自分が造つくりだしたかのように、ヴィヴィアンは胸を反そらし、誇らしげに言う。

「マグマを噴き出させることも、大地を海に沈しずめることも、海底を浮うかび上がらせることも、山やま津つ波なみや地を裂さくことだって、エテメンキにはできるのよ！　世界を意のままに動かすことができるんだから！」

「世界を意のままに……」

　意のままに動かす。まさか実際に世界を「動かす」ことができるとは、夢ゆめにも思わなかった。ウィルはしげしげと自分が支える金の板を見た。一体、こんな薄うすっぺらな金板のどこに、そんな神をも青ざめさせる力があるのか、とんと見当がつかなかった。

　だが、一つ合点がいくことがあった。

「……シノン文明が滅ほろびたとき」

　ウィルの呟つぶやきにヴィヴィアンが顔を曇くもらせる。

「確かシノン人が逃にげて、南の異民族がやってきた途と端たんに、ピルパナツ山が爆発して、ケチャの都みやこは一晩でマグマと灰はいに埋うもれた──んだったよな」

　だから、今でもケチャの辺あたりでは古い地層を掘ほっていくと、シノン文明時代の遺い跡せきがそっくりと出てくるので、エドやトリックが発はつ掘くつの為ためによく訪おとずれていたのだ。もっとも、ケチャは異教徒の国ビシワの聖せい都となので、そうそう入国することはできないのだが。

　その、一夜にして消しよう滅めつした都の伝説は、このエテメンキの力をもってして行われたことではないだろうか。

　果たして、ヴィヴィアンは声にしては答えなかったが、嘲あざ笑わらうように口の片かた端はしを吊つり上げた。それが肯こう定ていを示しているのは明らかだった。

「私たちの美しき都、花と水の都ケプレは、今、灰の下に埋もれている」

　歌うようにヴィヴィアンは言う。

「おぞましき南の蛮ばん族ぞくの都の下に、私たちの都は眠ねむりについているの。シノンの地を去らなければならなかった私たちは誓ちかったわ、おまえを蛮族の手に渡さないと。渡すくらいならば、私たちの手で眠りにつかせてやると」

「…………」

「シノンは歴史から消え、その限りない富も、宇宙の謎なぞを解とく知ち恵えも、世界を割る技術も、すべて灰の下に消えてしまった。エテメンキ、私たちに残された唯ゆい一いつのシノン。そして、シノンを長き眠りから呼び起こす、巨人の手」

「……あんたは」

　ウィルはそう切り出し、唇くちびるが乾かわいていることに気づいてそれを舐なめてから、もう一度ゆっくりと言葉を紡つむぎ出した。

「あんたは、つまり、ケチャの地下にあるシノン文明の遺跡を掘り起こしたいんだな。この、エテメンキで。大勢の人間を犠ぎ牲せいにして」

「ケチャはもうじきなくなるわ」

　低い、聞き取るのがやっとの呟きをヴィヴィアンは洩もらす。

「ケチャの都は荒こう廃はいし、今ある人間はその地から逃にげていく。いいえ、私たちが手を下すわけじゃない。エテメンキを使うほどもない──ビシワとあなたの国は、近く戦争を始めるのだから。ケチャが戦場となる」

「！　武器商人と組んだのはその為ためか!?」

　ウィルは抱かかえていたエテメンキを振ふり、ヴィヴィアンの手を払はらった。彼女は抵てい抗こうもせず、あっさりと秘ひ宝ほうを手て放ばなす。

　彼女は睨にらみ上げるウィルを睥へい睨げいし、

「おかしなことじゃないでしょう。武器商人は武器と戦場を捜さがすのが商売。そして、その商売が成り立っているのは、それを必要とする人間が多くいるから。

　戦争はあなたの国にかつてない好景気と技術革新をもたらすはずよ。国内にたまっていた不満はすべてビシワに向けられ、若者は金と興こう奮ふんを求めて戦場へと旅たび立だつわ。閉へい塞そく的てきで効率の悪い王政は崩ほう壊かいし、貴族は力を失って民衆の時代が来るのが見える。あなたが拒きよ絶ぜつするのはかまわないし、私を罵ののしってもいい。でも、時代の流れは変わらない。だって、あなたは小さな子供で、なんの力もないんだもの」

「エテメンキを動かせるのは俺だけなんだろ！」

「エテメンキがなくても、ビシワとの戦争は起こるわ」

　ぴしゃりと、叩たたきつけるようにヴィヴィアンは断言した。ウィルは返す言葉が思いつかない。

「私がなにもしなくても、あなたがここでこうしている間にも、戦争の布ふ石せきはちゃくちゃくと敷しかれている。明日戦争が始まって、何日、何カ月、何年、何十年かかったって私は待てるわ。だって、もう三千年も待ったんだもの。今さら少し延びたってかまわないわ。ええそう、私がシノン文明の技術と交こう換かんに、武器商人たちと取り引きしたのは」

「ケチャの都の破は壊かい」

　刺とげ々とげしく言い放はなつウィルに、ヴィヴィアンはニッコリとほほえんで頷うなずいた。ルミニタの、毒どくのない天使の笑顔だった。

　ウィルは胸のうちに怒いかりがふつふつと湧わいてくるのを覚えた。

　古い遺い跡せきを掘ほり起こす為ため、世界を巻き込む大戦争を仕し掛かける愚おろか者ものたちに荷か担たんした、そう彼女は言う。確かにシノン文明のオーバーテクノロジーは、今の人間から見ても目を瞠みはるものがある。エドもよく言っていた、シノンの技術が今によみがえったら──例たとえば下水道や巨大橋の敷ふ設せつ技術があれば、もっと世界は豊かになるだろうと。遺跡から発見された地図は今よりも精度が高く、人類が二百年前まで知らなかった大陸まで記き載さいされてあった。遺跡の発掘によってそれらを手に入れることができたら、人類のすばらしい財産になることは間ま違ちがいない。

　だが、だからといって、今そこに住む人々を犠ぎ牲せいにしていいのか？　多くの人命を消すことと、古い知識を手に入れることと、天てん秤びんにかけていいのか？

「そんなこと、させねえ……」

　ウィルは呻うめくように言った。

「俺にはなんの力もないって言ったけど、でも、やっぱり俺にはエテメンキがある。こいつで、武器商人たちをぶっ倒してやる！　戦争なんか起こさせねえ！」

「あら、それは困ったわ」

　まるで明日は雨だと聞いた洗せん濯たく女おんなのように、ヴィヴィアンは小首を傾かしげて困こん惑わくしてみせた。そして、自分の首に爪つめを突つき立てるポーズを取る。

「そんなことしたら、この体を傷きずつけるしかないじゃない」

「ルミニタには手を出すな！」

「だって、ウィルが理解してくれないんだもの。なんでこの子を連れてきたと思うの？」

　口を尖とがらせ、拗すねる。ルミニタの口く調ちよう。甘あまい少女の声。

　ウィルはぐらりと目め眩まいがした。

　今喋しやべっているのは、本当にヴィヴィアンなのだろうか。本当はルミニタは最初からヴィヴィアンだったのではないだろうか。そんな錯さつ覚かくに陥おちいる。いや、錯覚なのだろうか。

　身を強こわばらせ立ちすくむウィルに、ルミニタがほほえむ。金色の瞳ひとみで。

「ウィル」

　ルミニタが手を伸のばしてくる。細い小さな手。

　頰ほおに触ふれる。温かい。

　吸い込まれそうな、深い瞳。

「私にはこういうこともできるの。たとえあなたが拒こばんでも、私の言うことには逆らえなくなる。あなたは私を愛し、私の為にすべてを捧ささげる」

「…………」

　金色の輝かがやきの向こうに、なにかが見える。

　あれは、なんだろう。

　彼女の声が遠い。

　この瞳の奥おくに、なにが見えるのだろう。あと少しで見える気がするのに。

（赤い夕陽）

（あれは）

（あれは……街まち？）

「帰りましょう、私たちの国へ。眠ねむりの日々は終わりを告げる。私たちの国へ」

　彼女の声が頭の奥へ滑すべり込んでくる。

　赤い夕陽に照らされ、美しく輝く白い街。

　あそこへ帰るのだ。

（帰る）

　帰らなければならない。

（帰らなくちゃ）

（あの景け色しきをもう一度見なくちゃ──その為ためにエテメンキはあるのだから）

「さあ、ウィル」

　瞳に故こ郷きようを映した少女が手を差し出す。その手を取れば、あの国へと通じる扉とびらは開かれる。大おお海うな原ばらに漕こぎ出す船が手に入る。

（さあ、行こう。あの国へ）

（あの国へ帰らなくては）

　ウィルは彼女の手をおもむろに摑つかもうとした──

　ガガーン！

　銃じゆう声せいが山に響ひびきわたった。その反はん響きよう音おんにウィルはハッと我に返り、反射的にエテメンキを抱かかえたまま飛び離はなれる。

　ルミニタの顔が醜みにくく歪ゆがんだ。そして、海の方角を睨にらむ。ウィルもつられて見ると、空に、二階建ての家くらいはありそうな大きな風船が浮かんでいた。ぎょっとするウィルの目に、風船にくっついた籠かごの中から手を振ふる人ひと影かげが映る。

「エド!?」

　今度こそウィルは仰ぎよう天てんして、目を白黒させた。確かに手を振っているのは、彼の祖父、エドウィン・ゴーダの姿だ。

　山頂まで海からの上昇気流に乗ってきたのだろう、あんな気球でむちゃくちゃである。

　が、ウィルの驚きよう愕がくとは裏うら腹はらに、気球は思いのほか真っ直ぐ山頂に向かってきた。まるで行き先を操作できるようだ。

　銃声がすぐ近くで轟とどろいた。一いつ緒しよについてきたヴィヴィアンの手て下したたちが、気球めがけて発はつ砲ぽうしているところだった。的まとは大きいが、さすがに風に流れるものを撃うつのは難むずかしいようだ。

　気球はぐんぐんと接近してきて、ウィルたちを越し、火口へと流れていきそうになった。が、籠から船の錨いかりが落ちて、地をうがつ。

「撃ち落として！」

　ヴィヴィアンが叫さけんだ。銃声が立て続けに響き、布製の風船にばしばしと穴あなが空あいた。すると、籠の中から誰かが反はん撃げきしてきた。

「ハワード・イコナ!?」

　ウィルは目を疑った。風船にはエドだけでなく、ハワード・イコナまで乗っていたのだ。さすが拳けん銃じゆうの扱あつかいに慣れているらしく、ハワードの撃った弾たまで、一人、二人と倒たおれる。

　激しい銃じゆう撃げき戦せんの中、風船は急速にしぼんでいった。弾だん丸がんのうがった穴から空気が洩もれれているだけでなく、どうやらエドが故こ意いに空気を抜ぬいているようだ。

（着地しようとしてる！）

　ウィルはエテメンキを持ち直すと、気球の錨に向かって走った。

「エド！」

「ウィルうーっ！」

　風に紛まぎれ、エドの声が届とどく。

　エドのところに行けばなんとかなる。どうすればなんとかなるのかは、想像もつかなかった。だが、エドに任まかせればうまい方法を見つけてくれる、そう思った。

「ポンセ！」

　ヴィヴィアンの悲鳴が耳をつんざく。その途と端たん、腕うでを強い力で摑つかまれ、ウィルは足を滑すべらして転てん倒とうしそうになった。

　腕を摑んだのは、白いものが混じった顎あご髭ひげの男だった。目は真っ直ぐウィルを見下ろしているのに、その瞳ひとみは虚うつろで、なんの感情も揺ゆらめきも窺うかがえない。操あやつられているのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

（俺もこんな風にされるところだったんだ）

　ウィルは慄りつ然ぜんとし、ヴィヴィアンを睨にらんだ。

　彼女は忌いま々いましそうに頰ほおを引きつらせ、近寄ってきた。そして、少女とは思えない強い力でウィルの腕を摑み、

「あなたはこっちよ、ウィル。私と一いつ緒しよに行くんだから」

「誰が行くかっ！」

「この子がどうなってもいいのね!?」

「！」

　反論することのできないウィルに、彼女がニコリと笑う。悪意のこもった、だが優やさしい微び笑しよう。ヴィヴィアンとルミニタが混じり合った笑み。

　ぐらりと視界が揺ゆらめく。彼女の背景に赤く染そまる街まちが見える。

　街がいざなう──帰っておいで。

　ここに帰っておいで。

　金色の瞳の魔ま力りよくにとり憑つかれる。

「さあ、私と一緒に行くのよ。私たちの国へ」

「あ……」

　ウィルは呻うめいた。直後、ガッ、と鈍にぶい音がした。

　ウィルの腕を摑んでいた男の手から、ふっと力が抜ぬけた。ゆっくりと倒たおれる。

　どう、と倒れた男の後頭部は、ぱっくり割れ、血が噴ふき出していた。そして、その後ろに、巨大な石を投げ捨てるジラの姿が。

「ジラ！」

「よお、ヴィヴィアンよ、久しぶりだなあ」

　ジラはぎらぎらと獰どう猛もうに目を光らせ、下から覗のぞき込むようにヴィヴィアンを見た。顔半分が腫はれた口元に、怒いかりと残ざん虐ぎやく性せいをはらんだ笑みが浮うかんでいる。捻ねじれていた腕は治っていた。敵の目をごまかす為、わざと脱だつ臼きゆうしていたのかもしれない。

　彼は唾つばを吐はき捨てた。血が混ざっている。

「よくもやってくれたなあ。今度はなんだ、ガキの姿か。トリックの奴やつはどうしたんだよ。まさか首くび飾かざりの精ともあろう奴が、人間ごときに裏切られたわけじゃねえよな。ああ？　まさかその子供で代役させようなんて、そんな間ま抜ぬけなことはしねえよなあ」

「…………」

　ヴィヴィアンはなにも返答しなかった。ジラはくっけっけ、と喉のどを叩たたくような笑いを洩もらした。

「図ず星ぼしかよお。てめえは詰つめが甘あまいんだよ、いつもいっつも。それが所しよ詮せん、首飾りと人間の違ちがいって奴だな。だから、三千年経たっても、シノンはよみがえらねえ。俺さまを殺せるときに殺さなかったのを悔くやめばいいさ」

「なんとでも言えばいいわ！」

　ルミニタの声で怒ど鳴なり返すヴィヴィアン。

「私はエテメンキを手に入れたのよ。すべてが整ととのったの、やっと戻もどれる、戻れるんだから！　誰にも邪じや魔まはさせない！」

　ウィルの腕うでを摑つかむルミニタの手が熱くなったと思うと、その金の双そう眸ぼうから怪かい光こうがほとばしった！

「ちっ！」

　ジラが腕で目をかばい、背を向ける。ウィルも視界が眩くらんだが、彼女に腕を引っ張られ、よろめきつつ走り出した。ついていってはいけない、彼女をとどめなくてはいけないと分かっているが、足が勝手に動いてしまう。

　斜しや面めんを滑すべり降りる。

（あの国へ行かないと）

（あの国──どの国？）

　抱かかえるエテメンキが重い。

「ウィル！」

　先回りしたエドが、ウィルたちの前に立ちはだかった。

「邪魔しないでって言ったでしょう！」

　ルミニタが泣きそうな声で叫さけぶ。彼女がルミニタなのかヴィヴィアンなのか、ウィルにはよく分からなくなっていた。ただ一つ言えることは、彼女が「帰りたがっている」ということだ。

（ウィル。あのね、私ね）

　ルミニタとの会話がよみがえる。

（私ね、一いつ生しよう懸けん命めい働いて、それで借金を全部返して、お金貯ためたら、家に帰りたいの）

（小さな妹や弟たちに、きれいな服を買ってあげて、学校にも通わせてあげるだけのお金を貯めて）

（帰りたいの。おうちに）

（帰りたい……）

　彼女の目が発光する。白い光がエドを包む。

「ううっ」

　エドが金かな縛しばりにあったように棒ぼう立だちになった。大きく目を開き、小こ刻きざみに痙けい攣れんしている。苦しそうに歪ゆがむ顔。

（エド、逃にげろ！）

　ヴィヴィアンには敵かなわない。たとえ彼女自身が非ひ力りきでも、彼女には人の心を操あやつる力がある。現に自分もまた、分かっているのに（行かなくては）、なにか分からない衝しよう動どうに突つき動かされて（行かなくては、あの国に）、どうにもならない（行かなくては！）。

　バッと、エドを突き飛ばすように、ハワード・イコナの白いスーツ姿が割り込んだ。その手に、顔よりも大きい鏡。

　光が鏡に吸い込まれる。わずかなタイムラグを置いて、光は鏡から逆流した！

「ぎゃっ！」

　己おのれの光を浴びたヴィヴィアンが絶ぜつ叫きようする。少女の体でさらに乱反射した光は、七色に分光され、飛ひ沫まつとなって飛び散った。

「サマド！」

　ハワードが怒ど鳴なり、手にしていた鏡を放ほうる。円えん盤ばんはウィルたちの頭上を越え、彼らの背後にいたジラがキャッチした。

　ハワードはすぐさま小こ脇わきに抱かかえていた、同じ形のもう一枚の鏡を手にした。そして、ウィルに向かって、

「ウィル、どけ！」

　ウィルは弾はじかれたように、エテメンキを抱いたまま飛び退のいた。山やま肌はだに倒たおれ伏ふし、鋭するどい火山岩で頰を切ったが、そんな些さ細さいなことにかまってはいられなかった。

　鏡の片割れを受け取ったジラが、鏡を彼女に向ける。ハワードも同じように向ける。二つの鏡が合わせになったとき、互たがいを求め合う──或あるいは攻こう撃げきし合うように、二つをつなぐ虹にじ色いろの光の筋が放はなたれた！

「！！！」

　その狭はざ間まにいた少女が、声にならない絶叫を上げた。七色の光の中で、雷かみなりに打たれたように彼女は痙けい攣れんし、不ふ可か聴ちよう域いきに達する高音を発し続ける。ばりばりと激はげしい音が鳴り響ひびく。

　彼女を拘こう束そくするハワードとジラにも相当負ふ担たんがかかっているようで、痛みをこらえているのか、顔が歪ゆがんだ。彼女を捕とらえたはいいが、押おすことも引くこともできず、ともすれば押し戻もどされてしまい、ずるりと足が滑すべる。

（ヴィヴィアン）

　彼女がウィルを振ふり向いた。ウィルも彼女を真っ直ぐ見つめる。

　彼女もまた苦しそうな表情で、泣きそうな表情でいた。ウィルに向かって手を差し伸のべる。

（助けて）

　声にならない悲鳴が聞こえる。

　助けて、邪じや魔ましないで、そう金色のまなざしが言っている。

（邪魔しないで。帰りたいの）

（帰りたいのよ！）

　どこに？

　彼女を待つ人々がいるところへ。

　それはどこだ？

（帰りたいだけなの、に……）

　ケチャ？　シノンの埋うもれた都みやこ？　失われた王国？　光り輝かがやく過去？

　それとも──キリワス？

（そうだ）

　ウィルはよろよろと立ち上がった。

（キリワスだ。キリワスなんだ）

　彼女が帰りたがっているのはキリワスなのだ。

　彼女を待つ人々がいるのはキリワスなのだ。

　だって、彼女はルミニタなのだから。
















「ルミニタ！」

　ウィルは叫さけんだ。

「ルミニタ、帰ろう！　ルミニタの家に！」

　帰ろう、キリワスへ。

　ルミニタを待つ人々の元へ。

「だって、君はルミニタなんだから！」

　彼女が瞠どう目もくする。虹色の光の中で、金の目がひときわ強く光を放はなった。

「ウ……」

　ああ。

　光の中に。

　光の中に夕焼けが映る。

　赤い炎ほのおに包まれた街まちが、海の向こうに離はなれていく。さようなら。いつかまた帰る日まで。

　また帰るその日まで、待っていて。

　海に映る赤。

（違ちがう──違うだろ。ルミニタ。君が帰るのはキリワスの高原。靴を買って帰るんだろ）

　どこか遠くで、誰かがため息をついた。深い、悲しいため息。

（さあ帰ろう、ルミニタ。靴を買って。家に帰ろう）

「…………」

　彼女がなにかを呟つぶやいた。声が小さすぎて、放ほう電でんする光がうるさくて、聞き取れない。

　だが、彼女に浮うかんだ笑顔が、すべてを表していた。

（ルミニタ）

　ウィルも笑い返す。

　ふっ、と鏡の放はなつ光が弱まった。それを示すように、

「サマド！」

「分かってる！」

　ハワードとジラが声をかけあい、少しずつ彼女に近づき始めた。抵てい抗こうが弱まったのだ。

　二人はずり足で進み、なんとか少女の元へ達した。ついには鏡で彼女の頭を挟はさんだかと思うと、ずぶりと埋まい没ぼつさせてしまった。なんの造ぞう作さもなくやってのけたので、ウィルも驚おどろきがすぐには湧わかなかった。それに、あのハワードの持ってきたものだ。不思議であって当然だ。

　二人は鏡をルミニタの頭の中で合わせると、一気に引き抜ぬいた。鏡と同時になにか、金色の光が引き抜かれたように見えたが、それは目の錯さつ覚かくかと思われるほどの一いつ瞬しゆんのことで、すぐに消えてしまった。

　虹にじ色いろの光が収まり、痙けい攣れんしていたルミニタの体が脱だつ力りよくしてどさりと倒たおれる。

　ウィルはなにもできず、凝ぎよう然ぜんとその一連のできごとを見つめていたが、ルミニタが倒れたのを見て、

「ルミニタ！」

　エテメンキを放ほうり出し、彼女に駆かけ寄る。

　ルミニタはぐったりとして、意識がなかった。血の気もなく、ぴくりとも動かない。

「ルミニタ！　ルミニタ、しっかりしろ！」

「大だい丈じよう夫ぶだ。息はある」

　焦しよう燥そうにかられて怒ど鳴なるウィルに、ハワードが答えた。仰あおぐと、彼は蓋ふたをするように二つの鏡を回しながら、

「首くび飾かざりの精が抜ぬけたから、失神しただけだ。そのうち閉じこめられていた意識は戻る。彼女にはとんだ災さい難なんだったが、もう大丈夫だよ」

「……本当に？」

　ハワードは鏡をジラに渡すと、屈かがみ込んでルミニタの様子を調べた。そして、自分の意見が正しいと頷うなずく。

　ウィルは大きく息をつき、へたりこんだ。そして、疲つかれ切った顔でハワードを仰ぐ。

「どうして、ここに？」

「言っただろう、君が正解にたどりつくまで付き合ってあげようって。この気球をゼフィッツイから持ってきたのは、君のおじいさんだがね」

　片目をつむってハワードは言い、ウィルの背後を指した。振ふり返ると、エドが「あいたた」と腰こしを押おさえながら、こちらへやってくるところだった。

　ウィルは立ち上がった。ぐしゃっと顔が歪ゆがむ。

「エド。エ……じいちゃん。じいちゃん！」

　こらえていたものが堰せきを切って溢あふれるのを感じた。ウィルは走り出すと、エドに飛びついた。その首にしがみつき、ぼろぼろと泣き出す。

「じいちゃん、じいちゃん！」

「まったく、子供が無む茶ちやしおって」

　笑ってエドが背中をさすってくれる。抱だきしめてくれる手がこんなに温かく安心できるとは知らなかった。

　この手の中に帰る為に、自分はずっと一人で頑がん張ばってきたのだ──そう知った。




「そこまでよ、アンリ・ドブラエ公こう爵しやく」

　涼すずやかな女声が部へ屋やに響ひびきわたった。凜りんと張った高圧的な響きに、バズを挟はさんで引っ張り合っていたマギーとドブラエ公爵の動きが停止する。

　重く垂れ下がっていた窓のカーテンがひるがえる。陽の光とともに現れた、美しいプロポーションの人ひと影かげ──その人を見たマギーは息を吞のんだ。

　そこには、雄お々おしくも華か麗れいな騎き士しの服に身を包んだ、シンシア・ラズボーンの姿があった。彼女が現れた途と端たん、薄うす暗ぐらい無機質な部屋が、あでやかで華はな々ばなしい空気に満ちる。

　彼女は傲ごう然ぜんと佇たたずみ、重そうな金きん髪ぱつを揺ゆらしてもう一人の公爵を睥へい睨げいしていた。その口元には自分より強いものはいないと知っている、高こう慢まんで自信に満ちあふれた微び笑しようが浮うかんでいる。

　シンシアの存在が強きよう烈れつすぎたので、彼女のすぐ背後に控ひかえていた男に気づくのに、マギーは少し時間を要した。

（ブリックス将しよう軍ぐん……？）

「シンシア・ラズボーン！」

　ドブラエ公爵が驚きよう愕がくの声を上げ、すぐさまバズの手を離はなした。マギーは慌あわてて脱だつ力りよくするバズを抱だきしめ、公爵から離れる。

　突とつ然ぜんのライバルの襲しゆう来らいに、しかしながらドブラエ公爵は沈ちん着ちやく冷静だった。心の中では動どう揺ようしていたかも知れないが、それは表には出さず、ゆっくりとベッドから降りると、真まっ向こうからシンシアを見て、

「どうなされた、レディ・シンシア。人の屋や敷しきに勝手に入り込むのが、新しいラズボーン公爵の趣しゆ向こうですかな。いつもいつも、変わった趣味をお持ちなさる」

「猿さる芝しば居いはおしまいよ、アンリ・ドブラエ」

　シンシアは悠ゆう然ぜんと、ドブラエ公爵の嫌いやみを一言で切り捨てた。年ねん齢れいの序じよ列れつなど関係ない、相手を見下す響ひびき。

　彼女は手にしていた剣けんを鞘さやから抜ぬくと、ドブラエ公爵に切きっ先さきを向けた。

「おまえとキリワス総そう督とくニコラ・ステファノバが結けつ託たくし、国益に反した戦争を起こす為ために国軍を私し物ぶつ化かしようとしたことは、既すでに明るみに出ているわ。ブリックス将軍の名を騙かたり、国軍を動かそうとした偽ぎ造ぞう文書も抑おさえてあってよ。これは重大な国家反はん逆ぎやく罪ざいだわ」

「…………」

「オリヴァ・グロースター卿きようを殺害した真しん犯はん人にんも見つかったわ。犯人は既に殺されていたけれど、その仲間が私のもとに自首してきたのよ。功を急ぎすぎたあまり偽にせの犯人を仕立てたおまえには、真犯人を殺害した容よう疑ぎもかかっているわ。逮たい捕ほ状じようも下っているし、外には国軍が囲んでいてよ、抵てい抗こうしても無む駄だだわ」

「それこそ貴き様さまが仕立てた偽の犯人でないと──！」

「それから！」

　反論しかけたドブラエ公爵を、シンシアの一声がねじ伏せた。ドブラエ公爵は口をつぐみ、顔を青ざめさせながら立ち尽くす。

　シンシアが口くち端はしを吊つり上げた。艶あでやかな唇くちびるが慄りつ然ぜんとするほど美しく笑えんだ。

「おまえ、わたくしの財産に手をつけたわね」

　びくっとドブラエ公爵の肩かたが震ふるえる。その体が一回りも二回りも縮んだように見えた。

　明らかに怯おびえているのだ。

「ドオジーとブーレの反乱が、思いのほか手て間ま取どったわ。鉱こう夫ふ頭がしらとおまえとのつながりを突つき止める為ためにね……」

「あっ……あ、あ」

　保っていた威い厳げんが崩くずれ、ドブラエ公爵は呻うめきながら一歩後こう退たいした。それに合わせて、シンシアが一歩前に出る。

「わたくしのダイアモンド鉱こう山ざんが閉へい鎖さされて、ラズボーン家が落ちぶれるのを待っていたのでしょう？　わたくしが奔ほん走そうしている間に、新大陸の油田を開発して成り上がる計算は、どこで違ってきたか分かって？　そもそも新大陸の油田を、おまえはその目で確かめてきたの？　油田の話を持ちかけたのは誰？」

「ま、まさか……」

　呟つぶやくドブラエ公爵の声が上うわ擦ずっている。シンシアは優やさしいとすら言っていい、哀あわれみのまなざしで、

「トリック・ゴーダがわたくしを本当に裏切ると思っていて？　おまえの愚おろかな企たくらみを調べる為ために、あれを近づけさせたのよ。おまえのやることなど、もう三年も前から分かっていてよ」

「…………」

　ドブラエ公爵はがっくりと膝ひざをついた。うなだれて真っ白になった姿は、すべてを観念した態度だった。

「ドブラエ公爵、国王陛へい下かの命めいにより、あなたを国家反はん逆ぎやく罪ざいで逮たい捕ほします」

　ブリックス将軍が毅き然ぜんとした態度で宣言し、ドブラエ公爵の腕うでを取る。そこには娘むすめを失って嘆なげき悲しんでいた父親の姿はなかった。

　公爵は重そうに立ち上がると、将軍とともにのろのろと部へ屋やを出ていこうとする。

「アンリ・ドブラエ」

　シンシアが呼び止める。公爵は覇は気きのすべてを失ったような、一気に老ふけ込んだ顔を向けた。

　シンシアは冷然と、

「おまえの最大の誤ご算さんは、わたくしの息むす子この友人たちに手をかけようとしたことよ。そうでなければ、逮捕などさせるつもりはなかったのだけど」

「…………」

　公爵はなにも言わず、視線を逸そらすと、部屋を出ていった。

　ことの一部始終を見ていたマギーは、あまりの展てん開かいの速さについていけず、バズを抱だいたまま呆ぼう然ぜんとシンシアを眺ながめていた。なによりもドブラエ公爵がほとんど抵てい抗こうしなかったことが不思議だった。もちろん、国軍が取り囲んでいるというセリフが効きいたのかもしれないが──

（あれは、シンシアお嬢じようさまに対する恐きよう怖ふだわ）

　マギーはそう確信した。一度は下げ克こく上じようを決意したけれど、彼女の巨きよ大だいさを改めて思い知らされて、完かん膚ぷなきまでに叩たたきのめされたのだ。

　マギーはシンシアを仰あおいだ。彼女は剣けんを鞘さやに収めると、婉えん然ぜんとほほえみ、

「怪け我がはないようね」

「……お嬢さま、どういうこと？　トリックが、裏切らなかったって……」

「言葉の通りよ」

　そう言うと、シンシアは窓の外に手を振ふった。それを合図にして、黒服の大男──ラズボーン家の執しつ事じヘッジが部屋に入ってくる。

　ヘッジがぐったりしているバズを診みているのを眺めながら、シンシアは言葉を続けた。

「三年前にトリックは失しつ踪そうしたことになっているけれども、あれは世間の目を欺あざむく為。その前からわたくしはあれに、ドブラエ公爵たちの企たくらみを探ってこいと命じてあったの。ええ、もう何年も前からこの陰いん謀ぼうは用意されてきたものなのよ。

　武器商人たちに接せつ触しよくしたトリックは、エテメンキ探しを請うけ負おって、それを探しながら武器商人たちの動向を探っていたの」

「じゃあ……あたしも、ウィルも、みんな騙だまされてたってことですか!?」

　思わず大声で聞き返すマギー。それくらいショックな話だった。

　三年間、借金作って蒸発したと、彼女はもちろん実の息むす子こや父親まで騙していたのだ、トリック・ゴーダは！　怒りを通り越して呆あきれるしかない。

「武器商人はなかなか手て強ごわいのよ。敵を騙すにはまず味方からと言わなくて？」

　ほほほ、と軽やかに笑ってみせるシンシア。

「わたくしも鉱こう山ざんを危うく閉へい鎖ささせられるところだったのだけど。まあ、少しはスリルを楽しめたかしら」

「ああ、そうですか。それはよかったですこと」

　マギーは投げやりになって相あい槌づちを打った。

「シンシアお嬢さまもあたしたちを利用したのね？　あたしたちがドブラエ公爵を引っかき回して、あいつがボロを出すのを指くわえて待ってたんでしょっ」

「おや、わたくしがおまえたちになにか命じたと言うの？　おまえたちは勝手に出ていって、勝手にもめごとを起こしたのではなくて？」

　いけしゃあしゃあとシンシアは聞き返した。うっとマギーは返答に窮きゆうする。まさにその通りだ。

（お、お嬢さまに口で勝とうなんてのが、間ま違ちがいだったわ）

「……それで、そのトリックは？　ドブラエ公爵が捕つかまったならもう出てきてもいいんでしょ」

　シンシアを責めるのは諦あきらめ、話題を変えてつっけんどんに尋たずねる。こうまでされてはトリックに真っ先にお目にかかり、文句の一つでもつけたいところだ。いくら世界を巻き込む大戦を阻そ止しする為とはいえ、その為にウィルや自分たちがどんなに苦労したことか！

　シンシアは優ゆう雅がに小首を傾かしげてみせた。

「トリックにはおまえたちを見守るよう命じておいたのだけど？」

「え……」

　では、やはりキッチュの別べつ荘そうで彼女を捕つかまえたのは、トリックだったのか。この本宅に放ほうり込み、これ見よがしにランプと針はり金がねを置いていったのは、彼だったのか。

（見守る──ああ、本当に見守っていただけなんだわ。あたしたちが危ない目にあってもずっと見てただけなのね。ああ、まったく！）

「出てこないということは、ウィルを迎むかえにでも行ったのかしらね。あら、どうしたの、マギー」

　シンシアが顔を覗のぞき込んでくる。そこで初めて、マギーは自分が涙なみだをこぼしていることに気づいた。慌あわてて手でこすり、少し歪ゆがんだ笑みを浮うかべて、

「ちょ、ちょっと、気が緩ゆるんで……」

　シンシアの掌てのひらがマギーの頰ほおに触ふれた。ひんやりとした、滑なめらかな手て触ざわり。マギーは彼女を仰いだ。

「頑がん張ばったわね」

　シンシアがほほえむ。いたわりの響ひびきはなかった。それは大人おとなが子供にかける優やさしさの言葉ではなく、同じ危機を乗り越えた同志に対する、激げき励れいであり、賞しよう賛さんの言葉だった。

　自分はこの人に、子供としてではなく一人の人間として認められたのだ──そうマギーは悟さとった。

「……はい」

　マギーははにかんだ笑みを浮うかべた。

「バズ・フェナットもよ」

「ひゃ、ひゃりがとおほざひまふ……」

　呂ろ律れつが回らないようで、バズはふにゃふにゃしながらも、なんとか礼を言う。

　マギーは笑顔のまま、

「シンシアお嬢さま」

「なにかしら？」

「さっきドブラエ公爵に、最後に言ってた話だけど──」

「あれは、そうでなかったら取り引きをして、うまく表おもて沙ざ汰たにしないでおく方法もあったのだけどという意味よ。逮たい捕ほだと彼の財産はすべて国に没ぼつ収しゆうされてしまうから、少しもったいなかったわね」

　にっこりとシンシアは答える。食えないお嬢さまである。
















　だが、マギーはそんなことが聞きたいのではなかった。

「そういう意味じゃなくて。ウィルがお嬢さまの息子むすこってどういう意味？」

「ほほほほ。ヘッジ、バズ・フェナットを館やかたに運びなさい。さあ、わたくしたちもウィルを迎むかえにいきましょう」

「あっ、ごまかす気ね!?　お嬢さま、ちょっと、本当にウィルの母親ってわけじゃないんでしょう!?　ねえってば！　教えてよ、このままじゃ気になって眠ねむれないじゃない！」

　ほほほ、と高笑いをして部へ屋やを出ていくシンシアを、マギーは慌あわてて追った。まったく、本当に眠れそうにない話だった。







　ことの終わり







「じゃあなんだ、親おや父じは蒸発したんじゃなくて、シンシアのスパイをしてたってわけか？」

　ウィルは憮ぶ然ぜんと聞き返した。エドは肩かたをすくめて、

「まあ、そういうことだ。私もアパートが爆ばく発はつしたときに当人から聞くまで、ちっとも知らんかったがな。どうした、ウィル。怒おこらんのか」

「怒るを通り越して呆あきれ返ってんだよ。あんのクソ親父にクソばばあ、よく三年も素知らぬ顔してきたもんだ」

　ウィルは心の底から呆れ返っていた。家族になにも言わず出ていったトリックもトリックだが、架か空くう借金のカタにその息むす子こをこき使っていたシンシアもシンシアである。怒るどころかその図ず太ぶとい神経には敬服さえしたくなる。

　ウィルは傍かたわらのハワードを見て、

「あんたは知ってた？」

「詳くわしいことは知らんがね。古今東西の魔ま術じゆつに精通しているトリック・ゴーダが、首くび飾かざりの精にとり憑つかれたとは思っていなかったよ。操あやつられたふりをして、なにか企たくらんでいるのではないかとね」

「ジラは？」

　ジラは首飾りの精を封ふうじた鏡を持ったまま、肩をすくめてみせた。顔が腫はれているので、彼が呆れているのかムッとしているのか、それとも当然ぶっているのか、判断しかねた。だが、おそらくサマドも知らなかったのだろう。サマドはラズボーン公こう爵しやくの威い力りよくを摑つかみ切れてない節ふしがある。

「シンシアの命令で武器商人に近づいたトリックは、奴やつらにエテメンキ探しを頼たのまれたわけだな。キリワスの総そう督とくあたりが伝説を聞きかじっていたんだろう。二十年前にも一度捜さがそうとしたことがあるようだからな。それで、トリックはエテメンキ発はつ動どうの鍵かぎと地図になる、鏡と首飾りを探し始めた。その途と中ちゆうでフローレン島沖おきに沈しずんでいた首飾りを発見──したら、あのヴィヴィアンだったわけだ」

　仏ぶつ頂ちよう面づらのウィルの肩を抱だきながら、エドが説明する。麓ふもとの向こうに見えるイルディタ海は、夕陽を浴びて真まっ赤かに染そまっていた。

「ヴィヴィアンは首飾りが五つ集まったときの為に、器うつわを用意しろとトリックに言ったそうだ。首飾りは五本集まると砕くだけ散ってしまうそうだから」

「その器にされたのが、ルミニタ？」

「シノン人の末まつ裔えいがお望みだったそうだ」

　ルミニタはハワードの膝ひざの上で眠ねむっている。今は血の気も戻もどり、健すこやかな寝ね息いきを立てていた。

「ヴィヴィアンはトリックを籠ろう絡らくしたつもりでいたんだろうが、あいにくとトリックの方が上うわ手てだった。籠絡されたふりをしていたわけだ。でも、ヴィヴィアンも薄うす々うす気づいてたようでなあ。本当はトリックが世界を開く予定だったのに、勝手にウィルに変へん更こうしちまったらしい」

「なんで俺？」

「子供の方が魔術は効ききやすいからだろう。それに、器に選んだその少女とのこともあるだろうしな」

　エドは孫まごに向かって片目をつむってみせる。ウィルは口を尖とがらせ、祖父を蹴け飛とばす真ま似ねをした。夕陽でよかったと思う。顔が赤らんでいるのがばれなくてよかった。

「あとはさっき言ったとおりだ。シンシアもそろそろ、ドブラエ公爵を叩たたき潰つぶす材料を見つけて動き出しているだろう。これでとりあえず、戦争は回かい避ひできたな」

　ぽん、と孫の肩かたを叩くエド。エドはマギーとバズが目を覚ますと、クラドック家の高速船を借りだし、ウラドーへと急いでやってきたのだ。そこでハワードと合流し、高速船に積んであったアリアドニ・クラドックの遺い品ひん、気球に乗って、ウィルを捜さがしにきたのである。

　ハワードの方は、ウィルがサマドにさらわれたのをちゃんと把は握あくしていて、尾び行こうしていたとのこと。途と中ちゆうでヴィヴィアンの手て下したに襲おそわれたので、やむなく鏡を渡し、海に逃にげ込んだところを、エドに救助されたというわけだ。

「まあ、君が行きたいところに行かせるのがいいと思ってね。寂さびしいことだが、君は私をあまり信用してくれないようだし」

　などと、しゃあしゃあと言ってのけるあたり、まるで反省がないので、逃げたことを詫わびる気も、助けてくれなかったことを責める気もなくなってしまった。

　だが、最後は助けにきてくれたのは、少し、嬉うれしかった。

　ウィルはじっと山頂からの眺ながめを見下ろしていたが、

「ヴィヴィアンは」

「ん？」

「あの首飾りの精は、帰りたがっていた」

　あの国へ──彼女の故こ郷きようへ帰りたがっていた。

「そりゃエテメンキは、ビシワを追い出されたシノン人が、いつかは国に帰れるようにって、持ち出した兵器だからさ」

　ジラがあの妙みような笑い方で笑いながら言う。

「ブラダ山に仕し掛かけを作った奴やつらは、国に帰りたい、国に帰りたいって一心だっただろうよ。あの首飾りの精は、その想おもいが凝こり固まったもんだからな」

「…………」

「ところが、奴がチャンスをものにできねえうちに、年月ばっか経たっちまって、今じゃシノン人の末まつ裔えいなんか離り散さんしちまった。帰りたい奴らなんかどこにもいねえ。どこにもいねえのに、昔むかしの想おもいだけが残ってんのさ、この中に」

　くるくると、ジラは器き用ように鏡を掌てのひらの上で回かい転てんさせた。

「その鏡は？」

「トリックから預あずかかってきたものだ。ヴィヴィアンは鏡に弱いからとな」

「その世界では有名な封ふう魔ま鏡きようだよ。やれやれ、誰だれがマルハの神しん殿でんから盗ぬすんだと思っていたら、トリック・ゴーダの仕し業わざか」

　頭が痛そうにハワードが補ほ足そくする。なんだかよく分からないが、天敵同士の三人が雁がん首くび揃そろえて、トリックのやっていることに頭を痛めている姿というのは、なかなか面おも白しろいものだった。

　ウィルはエドを仰あおいで、

「じいちゃん、ルミニタもキリワスの家に帰りたがってたんだ」

「ふむ。このままドブラエ公爵の家にいてもいいことはないだろうしな」

「じゃ、俺が送ってってやるぜ」

　ジラが口を挟はさむ。ウィルは警けい戒かいして彼を睨にらんだが、ジラはいびつな笑みを見せて、

「俺もダハーブにいったん戻もどるんだよ、キリワスはその途と中ちゆうだからな。ついでに、この首くび飾かざりのお姫ひめさまもケチャに埋うめてきてやる」

「なにか変なこと企たくらんでんじゃねえだろうな」

「ねえねえ。俺もいったん休養だ。ま、本心を言うなら、王子さまに恩を売ろうと思ってんだけどよ」

　平然とそう言ってのけるあたり、なにか信じてもよさそうな気はするが、だが怪あやしい。ウィルはハワードを見た。

　ウィルの視線に気づくと、ハワードは優ゆう雅がに頭を振ふって、

「やれやれ、君のその目には敵かなわないな。しかたない、私も彼についていこう」

「おいおい、奇き蹟せきハンターと道連れかあ？　笑い話にもなんねえぜ」

「俺に恩を売りたいならそれくらい我が慢まんすれば？」

　これまでの仕返しとばかりにウィルはすました顔で言うと、エドの腕うでを離はなれ、山やま肌はだを下りた。そして、放ほうり投げたエテメンキを拾う。

　落日を浴びて、黄金のエテメンキはますます輝かがやいていた。だが、どこか蒼そう然ぜんとした鈍にぶい光を感じたのは、うがった見方だろうか。

　ウィルは三人の大人にエテメンキを振ふってみせた。

「それで、これ、どうする？」

「壊こわせ壊せ」

「百害あって一利なしだ」

「保管だ、保管！」

　破壊を提案するジラとハワードの声を搔かき消すように、エドが喚わめいた。エドはこめかみに青筋を立てて、年下の二人に向かって、

「壊すとはなにごとだ！　あれはシノン文明の技術の高さを知る、考古学上もっとも貴き重ちような資料の一つだぞ！　壊すなどもってのほかだ！」

「なにバカなこと言ってんだよ、おっさん。またエテメンキを悪用する奴やつらが出てきてもいいんかよ」

　ジラがばかばかしそうに言う。エドは口を曲げて、

「エテメンキを使えるのはウィルだけなんだろう。ウィルはそんなことには荷か担たんせんっ」

「あれっ、奇蹟ハンターさんよ、このおっさん、エテメンキのこと知らねえみたいだぜ？」

「エドウィン、エテメンキの首飾りは、一度壊れてもしばらくすればまた集積して自己復元する力があるんですよ。つまり、何人でも『世界を開く』資格を持った人間は現れるってことなんですけどね」

「なあにいいっ」

「だからエテメンキ壊そうぜ、そっちの方がはええや」

「いかんいかん！　これを壊すことだけは絶対いかん！　人類の最大の宝たからだ、損失だ！」

　わあわあと騒さわぎ立てる三人の声が山にこだまする。

　エテメンキを両肩に担かついだウィルは憮ぶ然ぜんと彼らを眺ながめていたが、

（もしかしてこの三人、仲がいいんじゃないか？）

　と勘かんぐる。二人ずつだと犬けん猿えんの仲だが、三人まとまると関係が曖あい昧まいになるのだろう。

　彼らのもとへと戻もどる。ハワードの腕うでの中でなにも知らず眠ねむるルミニタを見て、

（ルミニタ、お別れだな）
















　寂さびしかったが、不思議と悲しい気はしなかった。それがいいのだ。帰りたいところへ帰る。その為ために人は頑がん張ばって生きているのだから。

「じいちゃんっ」

　喧けん々けん囂ごう々ごう、喚わめきまくっているエドの腕を引っ張る。振ふり返るエドに、

「俺たちいつまでここにいるの？」

「おおっ、そうだったな。日が暮くれる前に山を下りて──ややっ、もう日が沈しずむではないかっ」

「おいおい、夜の下山かあ。誰か死ぬぞ、誰か。俺は死なねえけどな」

「あっ、階段の入り口に隙すき間まが空あいてる！」

「ちっ、見つかったか」

「石で蓋ふたが閉じるのを防いだんだな。サマドにしてはやるようだ」

「奇蹟ハンターよりは有能さ」

　ぶつぶつ言いあいながら、ジラとハワードが内側しか開かない扉とびらを強ごう引いんに開けようとする。まあ、あの調子では程なく入り口は開くだろう。

　ウィルはもう一度海を見た。東北の海はすでに夜空を映して暗く、蒼あおくさざめいている。

　あの方角に、自分たちの帰る場所がある。

　エドがウィルの肩を抱く。

「さあ、うちに帰ろう。マギーもバズも心配している」

「うんっ」

　ウィルは頷うなずいた。帰ったらトリックが待っているだろう。真っ先になにを言おう。まだ分からない。大だい丈じよう夫ぶ、時間はまだある。トリックはもう逃にげない。

　もう彼を捜さがす必要はない。

「帰ろう、俺たちの国へ」

　自分を待っている人たちのもとへ。







　あとがき




「必殺お捜し人９　世界の終末」は平成十一年二月に書いた話です。最終巻です。

　必殺お捜し人シリーズ、いかがでしたでしょうか。

　このシリーズを企画したとき、最初の担当に厳げん命めいされたことは、

「世界を作りこまないこと」

　でした。まったく、ファンタジー作家に対してひどい話です。ついでに、

「小林さん、今回は魔法はやめようね。いや、魔法はいいんだけどね」

　と、矛む盾じゆん極きわまりないことも言われました。前作、前々作シリーズを読めばどういう意味か分かると思いますが、まあ、それはさておき。

　分かりやすい文章で、分かりやすい設定で、おもしろい話を。それを至し上じよう命令として書き始め、きっかり三年。早いものです。子供向けを意識して、でも、大人でも楽しめる要素を入れよう──途中からどうにも後者に偏かたよってしまったみたいですが、ともかく順調に本を出せて、終わらせることができました。その間に担当も二回代わりました。

　最初は九巻も続くとは思ってもいませんでしたが、おかげさまで最後まで楽しく書くことができました。登場人物もなかなかいい味を出している人間ばかりだったので、飽あきませんでした。毎回、新しい登場人物が出てきたのも、長く続けられた一いち因いんでしょう。

　全巻をわたって考えると、いちばんのお気に入りはやはりハワード・イコナでしょうか。敵なのか味方なのか分からないところが、書いていて楽しかったです。生きて動いているところを書けなかったけれども、アリアドニ・クラドックも好きです。

「剣と魔法」じゃないファンタジー。世界は不思議に満ちているけれども、「世界の終わり」が「世界大戦」だったり、「妖よう精せい」が「得え体たいの知れない動物のミイラ」だったり、やけに現実的だったりします。でも、地下に潜もぐれば巨大な蛇へびがとぐろを巻いていて、絵に呪のろいがかかっているかもしれないと右う往おう左さ往おうしたりもします。

　不思議がはっきりと肯こう定ていされるのでも、かたくなに否ひ定ていされるのでもない、中ちゆう途と半はん端ぱな、現実とよく似たこの世界につきあってくれて、ありがとうございました。ウィルたちの冒ぼう険けんはまだまだ続きますが、ひとまずはこれで終わりです。

　それでは、また次の作品で会いましょう。




平成十一年四月十五日


小林めぐみ
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